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			01　帝都の地下室

			02　狼と影の問答　～ベルタ視点～

			03　ローズの息抜き

			04　ディオスピロからの使者

			05　協力の約束

			06　韋駄天と戦友　～飯野優奈視点～

			07　長姉からみた次妹の恋路　～リリィ視点～

			08　日暮れ

			09　執念の一刺し

			10　奇襲のあとで　～リリィ視点～

			11　とある町角での遭遇　～岡崎琢磨視点～

			12　手掛かり　～飯野優奈視点～

			13　韋駄天と魔王の交錯　～飯野優奈視点～

			14　揺るがない心　～リリィ視点～

			15　韋駄天の奮戦　～飯野優奈視点～

			16　韋駄天の問い掛け　～飯野優奈視点～

			17　輝ける勇者

			18　韋駄天と謎の男　～飯野優奈視点～

			19　正義の男

			20　価値観　～飯野優奈視点～

			21　辺境伯軍の蹂躙

			番外編　お酒の席と、小さな約束

		

	
		
			モンスターのご主人様⑪

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）
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			01　帝都の地下室

			　

			　この世界では、人が住める大部分の土地を、イーレクス帝国と呼ばれる大国が領有している。

			　しかし、帝国はこの世界の絶対の支配者ではない。より強大な権威と武力とを併あわせ持つ組織が存在しているからだ。

			　それこそが聖堂教会。異世界から降こう臨りんする勇者を崇あがめる組織であり、この世界の人々の宗教的な拠り所である。

			　その総本山は、帝国の首都である帝都の一角を占める、巨大な聖堂にある。

			　帝国の皇室が住まう城よりも立派なその佇まいを見れば、教会が保持する力の強大さが肌で感じられるだろう。

			　帝都のみならず、地方からも信者が訪れる大聖堂には、今日も多くの人々の姿が見られた。

			　彼らは勇者ゆかりの品々を見て回り、伝え聞く伝説に想いを馳はせ、我が身と周りの人々の安寧を祈ってこうべを垂れる。

			　無論、彼らが決して足を踏み入れることのない区画もある。祭事に関わる重要な区画や、住み込みの聖職者が生活をするためのスペース、防衛上の重要施設などだ。そうした区画では、資格なき者の侵入を防ぐために、聖堂騎士団所属の騎士たちが常に目を光らせている。

			　しかし、この大聖堂には、彼ら聖堂騎士でさえ多くが知らされることのない区画もまた存在する。

			　ここは、そのひとつ。

			　床から天井まですべてが滑らかに磨かれた石造りの部屋だった。

			　空気は冷たく、重々しく凝こごっている。息を吸えば、胸に重みを感じるほどだった。

			　部屋の奥には、祭壇が設けられていた。それが魔法道具であるのは、魔法を扱える者ならすぐに気付くことができるだろう。祭壇には、魔石と思しきいくつもの宝玉が埋め込まれており、濃密な魔力の気配を放っていた。

			　祭壇の前には、ふたりの男が立っていた。

			　この場の空気が結晶したかのごとく、重々しい雰囲気の男たちだった。

			　ひとりは２メートル近い鍛え上げられた体を、立派な騎士の鎧よろいに包んだ男だ。

			　ハリスン＝アディントン。聖堂騎士団の団長であり、第一部隊隊長を務める男だった。

			　もうひとりは、総白髪しらがの老人だった。ハリスンとは対照的に、その体は細い。ぴしりと伸びた背は高く、老齢の割に肉体の均整は取れているものの、それは必要十分な摂生の結果であって、戦うために鍛えあげられたものではなかった。

			　しかし、だからといって、隣のハリスンに比べてその姿が弱々しいものかといえば、そうではなかった。老人には、長い時を風雨に打たれてなお揺るがない大岩を思わせる格のようなものがあった。

			　只ただ人びとではない雰囲気を持ったこの老人の名は、ゲルト・キューゲラー。聖堂教会を運営する大神官のひとりだった。

			　重い沈黙を破って、彼の乾いた唇がゆっくりと開かれた。

			「……世界が揺らいでおる」

			　しわがれた声だった。しかし、そこに宿る力強さは失われていなかった。

			　自分の為すべきことを見定め、邁まい進しんする者だけが口にできる響きがそこにはあった。

			「揺らぐことなき大地があればこそ、民は生きることができる。この世界を支えているのは、他でもない勇者様の存在だ。ゆえに勇者様の存在こそ、なにを置いても優先せねばならない」

			　厳しい視線が、隣のハリスンに向けられた。

			「これほど多くの勇者様がこの地に現れたことは、教会が連綿と語り継いできた長い歴史のなかでも例がない。である以上、不測の事態が起こるかもしれぬ。いいや。すでに、その兆きざしは出ている。それを防ぐことが、我らに課せられた使命だ」

			「心得ております、キューゲラー様」

			　厳げん粛しゆくな表情でハリスンは頷うなずいた。

			「我らの存在は、ただ民の安寧と世界の安定のためにあります。そのためになら、この命を捧げることも厭いといはしません」

			　こちらもまた真しん摯しな態度であり、口にした言葉には殉じゆん教きよう者しやを思わせる純粋な響きがあった。

			　ゲルトは浅く顎あごを引いた。

			「よろしい。ならば、行け」

			「はっ」

			　下知に従い、ハリソンは部屋を出ていった。

			　その目指す先を、あとに残された老人だけが知っていた。

		

	
		
			02　狼と影の問答　～ベルタ視点～

			　

			　わたしが竜の里に向かう真ま島じま孝たか弘ひろのもとを離れてから、しばらくの時間が経過していた。

			　離れる際に真島孝弘に伝えた通り、わたしは王との合流を試みていた。

			　これには相そう応おうの時間が必要だった。というのも、王は姿を隠して世界を移動しているため、離れて活動をしていたわたしは、そう手軽には連絡を取れなかったからだ。

			　わたしが人の姿になれるのなら、ひとつの方法として、様々な町にまぎれて情報収集を行っているアントン――同じく王の配下であるドッペル・クイーンの、ヒトの姿をコピーした分体と接触する手もあった。しかし、生憎あいにく、この身はどう頑張っても半身は狼のままであり、人間の集落に足を踏み入れることはできなかった。

			　こうした事情から、王はわたしのために連絡手段を用意していた。

			　それは、人が足を踏み入れぬ地に配下のモンスターを配置し、利用するというものだった。

			　王の能力は『モンスターに命令を出して自在に操る』というものであり、配下のモンスターは、わたしやアントンなどの例外を除けば、命じられたことをそのまま行うことしかできない。そのため、王から離れた場所で独自の判断を下すことは不可能だ。

			　しかし、だからといって、近場での運用しかできないのかといえば、そんなことはない。そのあたりは創意工夫、人間の得意分野というものだろう。王は自身の能力を把は握あくする過程で、『どんな条件でなにをするのか』をあらかじめ命じておけば、遠隔での運用が可能であることを突きとめていた。

			　王によって人里離れた場所に配置されたモンスターは、わたしが現れた時点で、王にそれを知らせるようにあらかじめ命令を受けていた。

			　もっとも、王がわたしと会ってくれるかどうかは、王の胸先三寸だ。

			　接触を試みて数日待ったところで、モンスターは戻ってきた。

			　さいわいなことに、案内のための別のモンスターと一緒だった。

			　こうしてわたしは、久しぶりに王のもとに帰還した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　案内されたのは、アケルからずいぶんと遠く離れた場所だった。

			　人間たちの言うところの、帝国南部の小貴族たちの領地とやらだ。

			　こんなところで王はなにをしようとしているのか、少し気になった。

			「ベルタ」

			　案内役のモンスターに連れられて、深い森のなかを歩いていると、行く手にアントンの分体が現れた。

			　その姿は、チリア砦とりでで死亡した転移者の少年、十じゆう文もん字じ達たつ也やのものだ。

			　周囲には、かなりの数のモンスターを連れていた。ここから先の道先案内人……というよりは、わたしが下手を打って敵に尾行されていた場合を警戒してのことだろう。姿を見せているもの以外にも、周辺をモンスターの大群がうろつき回る気配があった。

			　どうやら我らが王の戦力拡充は順調らしい。その事実に安あん堵どしつつ、言葉を返した。

			「久しいな、アントン」

			「……」

			　挨あい拶さつをするが、アントンは答えない。

			　代わりに返ってきたのは、極めて事務的な言葉だった。

			「王のもとに案内する。ついてくるがいい」

			　あとはもう、振り返りもせずにアントンは踵きびすを返してしまう。

			　その背中を追いながら、わたしは内心で苦い笑みを零こぼした。

			　アントンはわたしと同じ意思を持つモンスターでありながら、通常の王の駒と同じく感情を持たない。そのため、なにを目にしても、どんなことをしても、いかなる想いも抱かない。ゆえに、ただ忠実に王の命令に従うことができる。その在り方は、配下として我らの王が理想とするものだ。

			　正直なところ、羨うらやましい。そんな感情こそが、邪魔なものだとわかっていても。

			　ともあれ、感情を持たないアントンは、基本的に必要なことだけしかしない。それは知っていたはずなのに、挨拶なんて人間みたいなことをしてしまったのは……あちらの環境に多少なり影響を受けているということだろうか。

			　同じことをアントンも考えたのかもしれない。

			「もうひとりの王との同行は、どのようなものだった？」

			「……」

			　必要なことしかアントンはしない。

			　となれば、この雑談もまた必要と判断されたものなのだろう。

			　ならば、その意図はなんだろうか。

			　……あまりいい予感はしなかった。

			　わたしはもともと、王の配下としては『出来損ない』の部類だ。戦闘力は高いが、その利点を打ち消して有り余るほどに無駄が多い。たとえば、心。あるいは、感情、想い、気持ち。王が不要と断じたものを持ち合わせてしまっている。凍りつかせてしまおうと、どれだけ務めたところで、無駄なそれらがどこかで滲にじんでしまうのだ。

			　そんなわたしの唯一の使つかい途みちが、王がご執心な真島孝弘のもとへの派遣任務だった。

			　真島孝弘のもとに遣わせるのに、わたしがもっとも反感を買わずに済むと王は判断した。それはつまり、王とまったく異なった行動原理に従っている真島孝弘を見て、わたしの在り方はそちら寄りだと考えたということだ。

			　であれば、派遣した先で取り込まれる危険性も織り込み済みだろう。いざとなれば切り捨てることも含めた判断であり、アントンもそのあたりは理解しているはずだった。

			　……探りを入れられているのだろうか。

			　切り捨てられるのはかまわないが、それは王のために死ぬのであればの話だ。裏切り者として粛しゆく清せいされるのは御免だった。

			「王のもとに着いたら、見てきたものはすべて話す」

			「そうか」

			　さいわい、アントンはすぐに引き下がった。

			　ただ、その代わりというわけでもないだろうが、もうひとつ尋ねてきた。

			「あの白い大おお蜘ぐ蛛もはどうしていた？」

			「……なに？」

			　これも必要なこと……だろうか？

			「特にはなにも。あえて言えば……そうだな。恋仲になった主との関係を、どうやって前に進めようかと悩んでいたくらいか」

			　こんなのはあえて王にお伝えすることではない。この場で話してしまってもいいだろう。

			「日々を楽しそうに過ごしていたよ」

			「そうか」

			　わたしが答えると、それきりアントンは黙り込んで足を進めた。

			　なんなのだろうか。

			「白い蜘蛛となにかあったのか？」

			　そういえば、前々からどうもアントンはあの樹海の白い蜘蛛を気にしているふしがあった。

			　前に顔を合わせたときも、少し挑発的な言葉を口にしていた記憶がある。

			　返答はないかもしれないと思ったが、予想に反してアントンは口を開いた。

			「初めてチリア砦とりでで遭そう遇ぐうしたとき、おれはあいつに……」

			　言いかけたところで、アントンは口を噤つぐんだ。

			「そろそろ王の御前だ」

			　どうやら到着したらしかった。

			　連れてこられたのは洞どう窟くつだった。無駄口はやめて、わたしはなかに足を踏み入れる。

			　十文字達也の姿をコピーしたアントンの靴音が壁に反響した。

			　洞窟は明るかった。壁に火のついた大きなトカゲが這はっている。照明兼、防衛戦力と言ったところだろう。奥まで進むと、王に名前を与えられたモンスターたちの姿があった。

			　ドッペル・クイーンのアントン。ナイトメア・ストーカーのドーラ。そして、狂獣エミル。凡百のモンスターをはるかに超える力を持つ彼らに囲まれて、小柄な王の姿があった。

			　アントンあたりに町で手に入れさせたのか、机の前に座っている。机の上には、紙束がいくつも積まれており、王はそのひとつに目を通していた。

			　……ああ、やっと戻ってこれた。

			　久しぶりに王に会えた嬉しさに、わたしは尻尾しつぽを振りそうになり、危うくその衝動を堪こらえた。王がそうした感情の表れを嫌うのは知っていたからだ。

			「ああ。ベルタ。帰ったのですね」

			　王がこちらに顔を向けた。

			　久しぶりに顔を合わせたというのに、興味の薄い視線だった。この世界でただひとりの例外を除いては、このお方は何者にもさしたる関心を向けることはない。眷けん属ぞくはあくまで駒でしかなく、それ以外の者についてはいずれ殺すものと割り切っているからだ。

			　だが、それにしてもわたしに対して向けられた視線は、一段と冷たいものだった。

			　気持ちが挫くじけてしまいそうになる。

			　こういうところもまた、王の駒として余分なところだった。

			「ベルタ、帰還しました」

			　不要な思考を切り捨てて、わたしは王の前に進み出た。その細い顔を見上げる。

			　……また少し痩やせた気がした。

			　もともと王は線が細い。この世界にやってきたことで得た異能も、自身を強化する類のものではなかった。

			　あくまで常人のものでしかないその細い体の内側に、怒りと絶望の黒い炎が燃えている。その炎は世界を燃やし、王自身をも常に焦がしているように思えた。

			「先輩は強くなりましたか？」

			　そんな王が唯一、そうした破滅的な感情を忘れた様子を見せるのが、真島孝弘に関わる話をするときだった。

			　そうした姿を見るのが、わたしは好きだった。

			　たとえ、話をしている自分の姿など、その目に入っていないとしても。

			「話を聞かせなさい、ベルタ」

			「はい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　護衛を始めてから、真島孝弘と離れた時点まで。語り終えるまでには、それなりの時間が必要だった。

			「竜の一族の隠れ里、ですか」

			　最後のところで、特に王は興味を惹かれた様子を見せた。

			「それは少し面白いですね。詳細を知りたいところですが」

			「申し訳ありません。わたしはその里を訪れる前に、別行動を取りましたので」

			「そうですか。……いえ。かまいません。先輩の機嫌を損ねたくはありませんからね」

			　竜りゆう淵えんの里になにか仕掛ける気かと思ってどきりとしたが、王は意外とすんなり引き下がった。

			「これからも、その方針は崩さないように」

			「承知しました」

			「それにしても……竜の一族ですか。そのような貴重な存在と交流を持つことができるとは、さすがは先輩ですね」

			　唯一対等と見み做なした存在と、わたしというメッセンジャー越しとはいえ、久しぶりにやりとりをしたからだろう。機嫌良さげに王は笑っていた。

			　普段浮かべている感情のない笑みではなく、まるで普通の少年のように。

			　前は区別が付かなかった。けれど、いまはその違いがよくわかった。これも、真島孝弘と行動をともにした経験がわたしにもたらした変化のひとつなのかもしれない。

			　だから……。

			　――なあ、ベルタ。もしもこっちに戻ることがあれば……。

			　託たくされた言葉が脳裏に蘇よみがえり、思い切って口を開いた。

			「王よ。わたしが知る真島孝弘の行動はここまでになります。最後にひとつ、伝言があるのですが、よろしいでしょうか」

			「先輩から伝言？　なんですか？」

			「はい」

			　興味を惹かれた様子の王に、わたしは少なからず緊張しながら続けた。

			「いままで、あくまでわたしは護衛として真島孝弘のもとに派遣されていました。これは、単なる戦力の貸与でしかありません。しかし、真島孝弘は、それだけにとどまらず連絡を取り合いたいと言っておりました」

			　これは予想していなかったのか、王は意外そうな顔をした。

			「先輩がそんなことを……？」

			「王よ、それは危険です」

			　このやりとりを聞いて、王の背後で控えていたドーラが声をあげた。

			「ベルタ。あなたは王の情報を他よ所そに流すつもりですか？」

			　影絵のように黒い顔を歪ゆがめて、こちらを睨にらみ付けてくる。

			　母親に当たるアントンの無感情な従属とは違い、彼女は忠節を以って王に仕えている。ときには、このように怒りを露あらわにすることもあった。

			　感情と呼べるものを持っているという意味で、ドーラはわたしと同類と言える。ただし、彼女の場合はやや行き過ぎた感もあるその忠節のために、アントンと同じく王の方針に異議を唱えたりはしないので、これはこれで完成されたかたちなのだろう。

			　その怒りも決して理不尽なものではない。というか、それはわたし自身も真島孝弘に話を持ち掛けられたときに、懸け念ねんした事柄だった。

			　王には非常に敵が多く、他人と不用意に繋がりを持つことは、身の危険に直結しかねない。とんでもないことを言い出した、と思われてもおかしくはなかった。

			　もっとも、決断を下すのはわたしたちではない。

			「控えなさい、ドーラ」

			　怒りを露あらわにするドーラに、王が言った。

			「し、しかし……」

			「先輩に他意はないでしょう。考え過ぎですよ」

			　少し驚いた様子こそ見せたものの、王はドーラのように怒ったりはしなかった。

			　どちらかといえば、喜んでいるように見えた。

			「ふふ、しかし、なるほど、そうきますか」

			　王は肩を揺らした。

			「つまり、先輩はまだ、ぼくのことを諦あきらめずにいるのですね？」

			「……はい」

			　ますます愉快そうに、王は笑った。

			「ふふ。いいでしょう。先輩を取り込みたいこちらとしても、連絡を取り合えるのは悪いことではありません」

			「それでは……？」

			「ええ。その申し出、受けましょう」

			　王はそう言うと、机の上の紙束のひとつを引き寄せた。

			「しかし、そうなると、こちらが一方的に情報を得ている現状は、フェアではありませんね。とはいえ、さすがに居場所を明かすわけにもいきません。代わりにひとつ、土産を持たせましょうか。少し待ちなさい」

			　紙束をめくりつつ、王は新しい紙にペンを走らせた。

			　しばらくなにかを書き付けたあとで、それを折り畳んで革袋に入れる。

			「これを持っていきなさい」

			　わたしは背中に生えた触手を伸ばして、王から革袋を受け取った。

			「アントンを使って情報を集めているうちに得られた、転移者たちの動向です」

			「転移者たちの……」

			　コロニー崩ほう壊かいで地獄を見た王にとって、転移者の多くは憎しみの対象だ。殺害対象と言い換えてもいい。同時に、彼らは王に対抗できる力の持ち主でもあり、その動向には気を配っているのだろう。

			　あるいは、それだけではないのかもしれないが……。

			「そろそろ、先輩も竜の里から帰ってきていることでしょう。引き続き、先輩の護衛を続けなさい。なにか連絡があれば戻ってくるように。たまにこちらからも遣いをやりましょう」

			　言い終わると、王は机に向き直った。話は終わりということらしい。

			　わたしは深々とこうべを下げて、王のもとをあとにしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　洞どう窟くつから外に出たところで、わたしは大きく伸びをした。

			　望む結果を得ることができて、ほっと気が緩む。そのときだった。

			「……ん？」

			　うしろから足音が聞こえてくる。振り返った。

			「アントン？」

			　十文字達也の姿をしたアントンの分体が、洞窟から出てきていた。

			　わたしを追ってきたらしい。近付いてくると、こちらを無感情に見詰めて口を開いた。

			「お前はてっきり、王のもとに残ることを願い出ると思っていた」

			　開口一番、口にされた言葉に少し呆れた。

			「そんなことを言うためについてきたのか？」

			　わたしの言動の意図が理解できず、王に危険があるかもしれないと判断した……というあたりだろうか。他になにかあるのかもしれないが、わたしには判別がつかなかった。

			　ともあれ、妙な疑りを持たれても困る。わたしは素直に答えた。

			「生憎あいにくだが、それならすでに懇こん願がんした」

			「……」

			「あちらに派遣される前にな。一蹴されたが」

			　王にとって、我らは駒だ。いくら願ったところで聞き入れられるわけなどないのはわかっていた。きっとアントンなら……いいや、他のどの眷けん属ぞくであっても、そんな無駄なことをしようとは考えもしないだろう。

			　出来損ないなのは、わたしだけだ。

			「だが、それでよかったのかもしれない。お陰で先のように、我らが王と真島孝弘との間に、繋がりを作ることができた」

			「……おれには、お前が理解できない。お前も、もうひとりの王もそうだ」

			　アントンは無感情に首を振った。

			「なにがあろうと王はとまらない。とまれない。今更、王がどうにかなると本気で考えているのか？」

			「……本気で考えているのか、か」

			　わたしは苦笑した。前に自分も似たようなことを、あのスライムに語って聞かせたことを思い出したからだ。

			　確かに、王と真島孝弘は違っている。

			　あの少年は王と同じ境きよう遇ぐうでありながら、同じ道を進まなかった。彼自身の資質もさることながら、あのスライムが現れて、彼を救った事実を無視することはできないだろう。

			　けれど、我らの王の前にはそんな存在は現れなかった。王は絶望し、憤り、歩き出してしまった。もはやとまることはできない。

			　以前にあのスライムに語った考えは、いまも変わっていない。

			　変わったものがあるとしたら、それは心だ。

			「それは違う。そうではないのだ、アントン。感情のないお前には、理解できないのかもしれないが」

			「どういうことだ？」

			「これは計算ではないのだ。駄目だとわかっていても、やらずにはいられないことはある。感情とは、そういうものだ」

			　真島孝弘とその眷けん属ぞくたちと過ごすうちに、わたしは自分の願いに気付いてしまった。

			　とまることのできない王は、絶望のうちに破滅する。その未来を覆くつがえしたい。せめて王には絶望ではなく、満たされた最期を迎えてほしい。そうわたしは願っている。

			　……これは、きっと叶かなわぬ願いだとわかっていても。

			「アントン。お前に言われなくても、自分でもわかっているのだ。わたしはなにも為し遂げることなく、なにも得ることなく、失意のうちに死ぬだろう」

			　アントンの言う通り、わたしの行為に意味はない。

			　無む謀ぼうで、無駄で、無為。出来損ないとは、そういうことだ。

			　それでも、望むことはやめられない。

			「なるほど」

			　話を聞き終えたアントンが、かくんと首を傾げた。

			「まるで理解できない」

			「だろうな」

			　どだい、感情のないアントンに理解できるような話ではなかった。

			「だが、わかったこともある」

			「……なに？」

			「ずっと疑問だった。どうして王が、戦力としては最高クラスのお前を、その身から遠ざけるのか。感情などあろうとなかろうと、どうでもいいだろうと思っていた」

			　木ぼく石せきよりも無機質な顔で、アントンは告げた。

			「だが、いま納得した。王の判断は正しいものだと」

			「……そうか」

			　これもまた、言われるまでもないことだった。

			　我らが王にとって、わたしの感情など不要なものでしかない。願われることを、王は望んでいないのだ。だから疎うとんじられている。これはただ、それだけのことだった。

			「それで、お前はどうする？」

			　特に反論をするつもりにもならず、わたしは尋ねた。

			「わたしを排除するか？」

			　アントンがこうして問い質してきたのが、わたしの意図が見えないことを危険視していたためだとしたら、場合によっては、この会話は危険な結論を導きかねないが……。

			「そのつもりはない」

			　アントンはかぶりを振った。

			「確かに、お前の行動原理は、おれにとって理解不能なものだ。しかし、王にとってお前が危険要素となりえないことだけはわかった。これからも好きなようにするがいい」

			　もはや聞きたいことは聞けたのか、アントンは踵きびすを返した。

			「せいぜい身の安全には気を付けろ」

			　最後に、付け加えるように言った。

			「すべてが徒労に終わることを覚悟していても、無駄死にしたいわけではあるまい。転移者たちの状況も、さほど安定したものではない。……もっとも、これは我らが王や、もうひとりの王にとっては対岸の火事ではあるが」

			「……なに？」

			「もうひとりの王に、我らが王の渡した情報を見せるがいい。あるいは、なにか気付くこともあるかもしれない」

			　そう言い残して、アントンは洞どう窟くつに戻っていった。

			「……なにかあったということか？」

			　携たずさえた革袋が、少し重さを増した気がした。

			「転移者に関わる、なにか……？」

			　ふとわたしが思い出したのは、以前に少し言葉を交わした少女、飯いい野の優ゆ奈なのことだった。

			　わたしのことを『虐待をされても飼い主に尻尾しつぽを振るペット』のようだと言い、ペットとはなんなのか教えてくれた。そのやりとりは、不思議と心に残っていた。我らが王にとっては、非常に厄やつ介かいな敵ではあるものの、どうにもわたしは彼女に敵意を抱けなかった。

			　彼女もまた転移者だ。王や真島孝弘には関係ないとしても、彼女にとってはどうなのか。

			　なにがあったのか気になったが、王から受け取ったものを勝手に開けて見るわけにはいかない。そもそも、わたしは文字が読めないし、読めたところでなにができるわけでもない。

			　わたしはかぶりを振って、益やく体たいのない想いを振り払うと走り出したのだった。

		

	
		
			03　ローズの息抜き

			　

			「おや。ご主人様。なにか御用でしょうか」

			　部屋を訪れると、出迎えてくれたローズは首を傾げた。

			「いや。用というほどのことじゃないんだが。少し顔を見に来たんだ」

			「さようですか」

			　精せい緻ちそのものの顔立ちに微ほほ笑えみが浮かぶ。温かなものを感じさせる笑みだった。

			　仕草も表情も、ずいぶんと自然なものになったものだと、ふとした瞬間に思う。大きな表情はまだ作れないらしいのだが、立ち振る舞いに違和感はかけらもなかった。いまになっては、誰も彼女が人形だとは思うまい。

			「お入りください」

			　扉を開けて、ローズは室内に戻っていく。その足取りは軽いものだった。

			　おれのために椅子を引いてくれる仕草も、どことなくうきうきしている。

			　パスからも、彼女がこの訪問を喜んでいることが伝わってきた。

			　普段は落ち着いた物腰のローズだが、たまにこのように、少し子供っぽい面を見せることがある。大抵の場合、それは彼女が得意とする創作に関わることなのだが、今日はどうだろうか。そんなことを考えながら部屋に足を踏み入れたところで、ローズがくるりと振り返った。

			「いま、お茶をお淹いれしますね」

			　そう言って、作業をしていて汚れた手を、テーブルの上に置いてあった濡れタオルで拭う。

			「別に気を遣わなくてもいいぞ」

			　ローズが引いてくれた椅子にかけつつ、おれはなにげなく返した。

			　次の瞬間、失敗したと気付いた。ローズがぴたりと動きをとめたからだ。

			「……不要ですか？」

			　ぽつりと尋ねてくる。表情はあまり変わらないものの、明らかにがっかりした様子だった。

			「あ。いや。淹れてくれるなら嬉しいが」

			「でしたら、淹れさせていただきますね」

			　おれが付け加えると、ローズはいそいそと準備を始めた。

			　……こういうとき、わかりやすいのは良いことだと思う。

			「というか、ローズが淹れてくれるのは珍しいな」

			「そうですね。普段は真ま菜ながやってくれますから」

			　エプロンのポケットから魔法の道具袋を引き摺り出しながら、ローズは答えた。

			「ただ、ここ数日、真菜とは別行動を取ることが多いので。事前に教わっておいたのですよ」

			「ん？　だが、ローズは飲めないだろう？」

			　どれだけ外見を人間に似せても、人形の体を持つ彼女は飲食できない。加藤さんがいないからと言って、お茶の淹れ方を覚える必要はないはずだった。

			　疑問に思って尋ねると、魔法の道具袋のなかから必要な道具を取り出したローズが答えた。

			「はい。ですが、ご主人様がいらっしゃるかもしれないと思いまして」

			「……」

			「ふふ。早速、役に立ちました」
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			　つまり、ローズは来るかどうかもわからないこうした機会を想定して――あるいは、期待して――準備をしていたらしい。なんとなく、むずがゆいような気持ちになった。

			　……もう少し、こうした機会を設もうけてもいいかもしれない。

			　そんなことを思ったところで、魔法道具でお湯を沸かし始めたローズがこちらを向いた。

			「しかし、ご主人様は確か村の方を交えて話し合いをされていたと思いますが、そちらは終えられたのですか？」

			「おおよそな」

			　ふうとおれは溜め息をついた。

			　シランとケイの故郷であるケド村に襲来した聖堂騎士団第四部隊を退けて１週間。おれたちは慌ただしい日々を送っていた。

			　決めなければならないことも、やらねばならないこともたくさんあった。

			　まずは樹海という土地柄、亡くなってしまった人々はグールになってしまう可能性があったため、その前に弔とむらいを済ませてしまわなければならなかった。

			　また、村の二重の防壁は、外側を放棄することになった。おれたちが滞在している以上、防衛のための戦力は十分ではあるのだが、頭数が足りないため全周を守り続けるのは難しいし、少なくなってしまった村人たちが暮らすだけなら、内側の敷地だけでも十分だったからだ。

			　そこで、食料や物品については引き上げて、内側の防壁に優先して補修を施した。

			　そうする間に、隣のラファ村への連絡も行った。これは、シランの伯母であり、隣村の村長の妻でもあるリアさんにも協力を頼んだ。万が一に備えてリリィとロビビアを同行させたうえで、ケド村に起きた出来事と現状とを、ラファ村に伝えに行ってもらったのだ。リアさんは夫のメルヴィンさんから、協力の約束を持ち帰ってくれた。

			　ケド村の生き残りにとって、これは朗報と言えるだろう。

			　彼らの今後は流動的だ。村を放棄して隣の村に移住することもありうるが、このまま村を維持する方向も考えられる。というのも、村がひとつなくなるということは、それだけこの世界における人間の領域が小さくなるということでもあるからだ。エルフの開拓村は、お互いがお互いを支えており、ひとつ欠ければ、このあたり一帯の危険が増すことにも繋がってしまいかねない。なるべくなら、村は維持されたほうが望ましいという話だった。

			　さいわい、村の施設は生き残っているため、隣村から移住者を募り、村を復興するという選択肢もまだ残されている。いずれの選択をするとしても、メルヴィンさんの協力の約束は、ケド村のエルフにとっては心強いものだった。

			　このあたりは将来の話だが、それ以外に直近の対応についても動き始めていた。

			　おれたちが抱える最大の問題、聖堂騎士団に関することだ。

			　先日、聖堂騎士団はケド村を襲い、罪もない村人たちを多く手にかけた。しかし、シランの知る限り、聖堂騎士団の上層部……団長のハリスン＝アディントン、副長のゴードン＝カヴィルはともに、決してこのような暴挙に出るような卑劣な人物ではないのだという。

			　今回の一件は、手柄を求めたトラヴィスに率いられた第四部隊の暴走と考えるのが自然だ。

			　無論、そうでない可能性も考慮しなければならないが、だからといって、こちらから対話の可能性を切り捨ててしまっては、破局に突き進むことになってしまう。

			　おれたちにとって最悪のシナリオは、この一件が発端になって、聖堂騎士団との関係がこじれてしまうことだ。どうにかして話し合いに持ち込んで、争いを回避する必要があった。

			　しかし、そのためには聖堂騎士団への連絡の手段をまずは確保しなければならない。

			　そこで、おれはアケル王家に連絡を取って、聖堂騎士団との仲介を頼もうと考えていた。

			　アケルにおれを招待した同盟騎士団の団長さんは、アケル王家の人間だ。また、聖堂騎士団に襲われたエルフたちはアケルの国民であることを考えれば、王家は今回の事件における当事者のひとりとも言える。

			　以上の理由から、アケル王家に聖堂騎士団と渡りをつけてもらうのが一番可能性のある方法だと考えて、おれはリアさんが隣村に行く際に、手紙を預けておいたのだった。

			　今頃は隣村の人々の手によって、手紙は最寄りの町ディオスピロに向かっているはずだ。

			　さいわい、ディオスピロに駐留する王国軍には、シランの元同僚であるアドルフが所属している。確実性を増すために、転移者であるおれと加藤さんの連名のほか、シランの署名も入れておいた。ここまですれば、まず無視されることはないだろう。

			　こうした対応のほか、聖堂騎士団との争いの喧けん騒そうに引き寄せられてきたモンスターを討とう伐ばつしたり、聖堂騎士団の再襲しゆう撃げきがないか警戒したり、村の今後について村人たちと話し合いをしたりしている間に、時間は瞬く間に過ぎていった。

			　いまは、ようやく一息つけたところだ。

			　おれは口を付けたカップをテーブルに置くと、対面に座ったローズに声をかけた。

			「悪いな、ローズ。ずいぶんと忙しくさせてしまって」

			　間違いなく、ここのところ一番忙しくしているのはローズだった。

			　防壁の修復と補強、壊れた家々の修繕、傷んだ武具のメンテナンスに、消費した模造魔石の補充……その他、諸もろ々もろやるべきことは多くあった。

			「いいえ。気になさらないでください。なすべき仕事があるのは喜ばしいことですから」

			「そうは言うけどな」

			　本気でローズが言っているのはわかるが、それに甘えてばかりではいけないだろうとも思う。

			　作業の進しん捗ちよく状況を見る限り、聖堂騎士団を退けた戦いからこのかた、ローズはまったく休んでいない。ひょっとすると、これが初めて一息ついた時間かもしれない。

			　人形の体に休息は必要ないにせよ、精神面はまた別だろう。仮にローズなら堪たえられるのだとしても、それで負担をかけていいことにはならない。

			　しかし、ローズの性格を考えると、ちょっと言ったくらいでは休まないだろうし、かといって、命令して休息を摂とらせるのも少し違う気がする。

			　どうしたものだろうか。

			　考えるおれのことを、きょとんとした顔でローズは見詰めていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「相談というからなにかと思ったら、そういうことですか」

			　ほう、と吐と息いきが空気を震えさせた。

			　どことなく呆れるようであり、それでいて、微ほほ笑えましそうでもある仕草だった。

			「真剣な顔で言うから、なにがあったのかと思っちゃいました」

			　口元を押さえて、加か藤とうさんはくすくすと笑った。

			「あー、いや。悪かった」

			　決まり悪さを感じて、おれは頬ほおを掻かいた。

			「こんなときに、なにを暢のん気きなと思われるかもしれないが……」

			「いえ。そんなことは思っていませんよ」

			　加藤さんは首を横に振った。

			「すでに打つべき手は打っていますし、考えるべきことは詰めました。あとはもう、先方の出方待ち……こちらについても、どういう展開がありえるかは一緒に考えましたよね」

			「そうだな」

			「だったら、こういうことを考えてもかまわないでしょう」

			　おれなんかよりよっぽど聡明な加藤さんには、この１週間、幾度となく相談に乗ってもらっている。状況は共有できていた。

			「そもそも、ローズさんのことだって不必要なことではありません。わたし個人としても、ローズさんのことを先輩が考えてくれてるのは嬉しいですからね」

			　ローズの親友として、本心から喜んでいるのだろう。

			　嬉しそうに言うと、きゅっと華きや奢しやな拳を握り締めてみせた。

			「任せてください。ローズさんが息抜きできればいいんですよね。それだったら、わたしに考えがあります」

			　そう言い切った加藤さんはとても心強く見えた。

			　これなら大丈夫だろう。おれは安心して、この件について任せることができたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……そのはずだったのだ。

			　あれ？　なんだか思っていたのと違くないか？

			　というのが、おれの正直な感想だった。

			「人形のおねーちゃん。あそばないの？」

			　大人の腰ほどまでしか背丈のない小さな少女が、こてんと首を傾げた。

			　尖った耳、つぶらな瞳ひとみ。胸には、布製の人形を抱きかかえている。人形は見るからに年季が入っており、縫い目がほつれかけていた。ひょっとすると、おさがりなのかもしれない。

			　部屋には彼女も含めて、聖堂騎士団の襲しゆう撃げき時におれたちが助け出した子供たちのうち、特に幼い者が集められていた。

			　他にいるのは、村の女性がひとりと、おれ、ローズ、加藤さんだけだ。

			「ええと……」

			　ローズが戸惑った声をあげた。

			　つぶらな瞳で見上げてくる少女を前にして、中途半端に手を伸ばした状態で固まっている。

			　困惑に満ちたローズの様子を見て、加藤さんが声をかけた。

			「どうしたんですか、ローズさん」

			「真菜……」

			　ローズは助けを求める顔を向けた。

			「その、触れたら壊れてしまいそうに思えて」

			　子供たちを一緒に見ていた村の女性が、びくっと肩を揺らした。

			　エルフらしく端整で若々しい顔立ちに、かすかな不安の影が差した。

			　一瞬だけそちらに視線をやったものの、加藤さんは気にすることなく会話を続けた。

			「心配のし過ぎですよ。こんな小さな子と接するのは初めてでしょうから、気き後おくれするのもわかりますけど。気を付けてあげれば大丈夫ですから」

			「ですが、真菜より小さくて細いのですよ。真菜でさえ、ちょっと触れただけでも折れてしまいそうなのに」

			「……いえ。ちょっと触られたくらいじゃ折れませんけど。本当に、ローズさんて変なところで心配性ですよね。まあ、気遣ってもらえるのは嬉しいですけど」

			　吐と息いきをつく加藤さんに、待ちぼうけの少女が不思議そうな顔を向けた。

			「まなさま？」

			「はいはい。わかっていますよ」

			　親しみのこもった呼び掛けに面倒見よく返して、加藤さんはローズに水を向けた。

			「ほら、ローズさん」

			「……わかりました」

			　促うながされて、やっとローズは動いた。

			　覚悟を決めて唇を引き結んだ様は、まるで戦いにでも臨むかのようだ。

			　しかし、表情の凛り々りしさとは裏腹に、少女に手を伸ばす動作は恐々としたものだった。

			「……あ」

			　声があがった。

			　少女の小さな指が、伸ばした手を掴んだのだ。

			　ちょっと驚いた顔をしたローズに、少女は無邪気に笑いかけた。それで緊張が解けたのだろう。ローズもまた口元を緩めると、壊れ物でも扱うかのようにそっとその手を握り返した。

			「あそぼ」

			「はい」

			　少女は無邪気に笑って手を引くと、ローズを座らせた。それを見て、他の子たちも集まってくる。彼女たちは、どうやらおままごとをご所望のようだった。

			　どういうものなのか知らないとローズが言うと、子供たちは一生懸命に説明を始めた。あまり要領を得ない話だったが、ローズは真しん摯しに耳を傾けていた。

			　一度動き出してしまえば、物腰も丁寧で真面目なローズは優秀な子守だった。

			　……そう。子守である。

			　それが、おれたちがここにいる理由だった。

			「なあ、加藤さん」

			　状況がどうにも掴めない。抑えた声で、おれは尋ねた。

			「これは、どういうことなんだ？」

			「あ、はい。それはですね、先輩――」

			　ローズの様子を見守っていた加藤さんが、すっと身を寄せてきた。

			「――実は、ここ数日考えていたことがありまして」

			　内緒話の距離。無防備な近さで、甘い女の子の匂いがした。

			　けれど、加藤さんの表情に甘さはなかった。

			「さっきの、先輩も気付いてましたよね」

			　言いながら、加藤さんはもうひとりこの場にいるエルフの女性にちらりと冷静な瞳ひとみを向けた。

			「ローズさんのこと、少し警戒していました」

			「……ああ。そうだったな」

			　加藤さんは眉を下げた笑みを作った。

			「仕方のないことなのだと思います。この村の人たちは、ローズさんたちの存在を知っていて、滞在を容認してくれていますけど、それはあくまで先輩の眷けん属ぞくとしての立場があればこそですから。先輩には不本意なことだと思いますけど」

			「理解はしてるよ。要は、前に同盟騎士団やチリア砦とりでの駐留軍と一緒に行動していたときと同じだろう」

			　あのとき、ローズたち眷属は、人格のある一個の存在として受け入れられていたわけではなかった。極端な話、おれの武器扱いされていたようなものだったのだ。

			「はい。あのときは、それでもかまいませんでした。ですが、こうして村に滞在している以上、このままじゃ駄目だと思うんです。なにせ人手不足ですから」

			「外のことを同盟騎士団に任せられたあのときとは違って、引きこもって摩擦をなくすというわけにもいかないからな。村のエルフたちとの接触は、どうしても必要か」

			「そういうことです。さいわい、状況は以前と少し違います。この村はシランさんの故郷です。その身がアンデッドになったいまも、村の人たちは彼女を自分たちの一員として認識しています。だから自然と、ローズさんたちへの感情も違ってきているんです」

			「それで、これか」

			「はい。チャンスだと思いまして」

			　加藤さんは、ここ数日、昼間は村の子供たちの世話をしていた。わずかに生き残った村の大人たちはなにかと忙しく、子供たちの面倒を見る手が足りていなかったからだ。

			　さっきのやりとりを見る限り、子供好きだけあって加藤さんはうまくやっていたようだ。そこで、こうして交流の場を作ることも思い付いたのだろう。

			　ローズが選ばれたのも、そういうことなら納得がいく。ガーベラあたりは見た目のモンスター度合いが高いし、ロビビアあたりは性格があまり交流するのに向いていない。まずは加藤さんが交流を持ち、仲の良いローズに輪を広げ、さらにその輪を広げていこうと考えたのだろう。

			「だけど、どうしておれが呼ばれたんだ？」

			「それには、ふたつ理由があります。ひとつには、先輩がいてくれれば、ローズさんが警戒されづらくなるからです」

			「ん？　加藤さんだけじゃ駄目なのか？」

			　眷けん属ぞくだけで村人と接すれば、不安がられるというのはわかる話だ。

			　けれど、その場にいるのが別におれである必要はない。

			「この世界で転移者が信頼してもらいやすいというのはわかるが、加藤さんだってそれは同じだろう」

			「先輩が信頼を集めているのは、転移者であることばかりが理由じゃありませんよ」

			　苦笑混じりの言葉だった。

			「命懸けで自分たちを守ってくれたこと、みなさん感謝してるんですよ。多分、先輩が思っているよりずっとです」

			「……」

			「先輩は最後の砦とりでとして、村の人たちを匿かくまった家を守っていました。壁を隔へだてた場所で先輩が身を挺ていして戦っていたことは、みんなが知っています。ここに先輩を呼んだ理由のもうひとつが、これですね。村が壊滅してしまって、みなさん不安がっています。そこで先輩が顔を出してくれれば安心できるかなと」

			「そんなものか？」

			「はい。わたしの見たところ、そうですね。『自分たちを守ってくれた勇者様』みたいな認識があるように見えます」

			「……勇者か」

			「ええ。そうです。最近、シランさんと仲睦むつまじいことも関係あるかもしれませんね」

			　状況を知っている加藤さんのからかいに、おれは頬ほおを掻かいた。

			　もっとも、実際、彼女の言葉は一面の事実を突いてもいるのだろう。

			　過酷な土地で生きるエルフは結束が強く、一族で纏まとまった集落はひとつの家族に等しい。なかでもシランは、彼らを率いる族長筋の家の出であり、立場の弱いエルフの身でありながら同盟騎士団で副長にまで昇り詰めた、ある種の英雄的人物でもある。そんな彼女と特別な関係になったのだから、半分身内くらいの認識をされていてもおかしくなかった。

			「まあ、状況は理解したよ……ただ、まだよくわからないこともあるんだが」

			「なにがですか」

			「……おれはローズのことを相談したと思ったんだが、それはどうなったんだ？」

			　加藤さんの手配り自体はありがたいものだが、それはそれだ。働き詰めのローズを休ませてやりたいというのが、おれが相談したことだった。それはどこに行ってしまったのか。

			　子供好きの加藤さんはこれで癒いやされるのかもしれないが、子供に慣れないローズは違うだろう。そのあたりがわかっていない加藤さんではないと思うのだが……。

			　そう思って尋ねたところ、彼女はきょとんとした。

			「……え？　ああ、違いますよ」

			「違う？」

			　疑問の声をあげたおれに、加藤さんは返答する。

			「ローズさんへの一番のご褒美は、先輩です」

			「は？」

			「先輩と一緒になにかできれば、ローズさんにとってはそれが一番楽しいんですよ」

			　さらりと言われた言葉に、おれは固まった。

			「だから、先輩と一緒のお仕事にしました。さっきも話した通り、村のエルフたちとの交流も深まりますから、一石二鳥……子供たちを安心させることを考えれば、一石三鳥ですね」

			　加藤さんはにこりとして、おれの背中に回り込んだ。

			「というわけで、ほら、先輩も」

			　柔らかな手が背に触れて、ローズのほうへと押し出される。

			「ご主人様」

			　近付いていくと、ローズは振り返って、こちらを見上げた。おれを呼ぶ声は華やいでいて、表情には喜色がありありと表れている。

			　心臓がどくりと脈打つ。素直に慕したってくれる彼女が、いつもよりもっと可愛かわいく見えた。

			「ご主人様？　どうかなさいましたか？」

			「い、いや。なんでもない」

			　不思議そうに尋ねてくるローズに誤ご魔ま化かすように言って、おれはその隣に腰を下ろした。

			　顔の熱さを取り繕えたかどうかは、あまり自信がなかった。

			　

			　こうして、おれとローズは、昼間に少し加藤さんの手伝いをすることになった。

			　ディオスピロからの使者が村にやってきたのは、そんな日々を過ごしていた頃のことだった。

		

	
		
			04　ディオスピロからの使者

			　

			　村のエルフとの相談を終えて、部屋に戻ってきたところで、鼻歌が聞こえた。

			　あまり音程は取れていないが、楽しさが伝わってくるような無邪気な響きだ。

			　歌声の主に、おれは声をかけた。

			「なにをしてるんだ、ガーベラ」

			「おお、主殿。おかえりだ」

			　鼻歌をとめて、ガーベラが応える。その手には、布切れと縫い針が握られていた。

			「なにと言われれば、この通り、人形を作っておるのだ」

			「人形？」

			　ガーベラの手元をよく見れば、なるほど、縫い合わされている途中の布の塊は、人形の上半身のようだった。作業が途中なのでわかりづらいが、恐らく女の子の人形だろう。同じ部屋で自分の作業をしていたローズが口を開いた。

			「面倒を見た子供たちから作ってほしいと言われたのだそうです」

			「ああ。なんだ、そういうことか」

			　村人との交流の一環として、ローズは子供たちの面倒をたまに見ている。先日は、これにガーベラも顔を出していた。

			　下半身の大おお蜘ぐ蛛もを見て泣き出してしまった子もいたが、最終的には仲良くなれていたようだ。その際にお願いをされたのだろう。

			「ひとつはもうできておるぞ。見てみるかの」

			　ガーベラは作業を中断すると、手を伸ばして人形を差し出してきた。

			　やはり女の子を模した人形だった。どことなくリリィに似ている。

			「布地には、妾わらわの蜘蛛糸を使っておる。すこぶる頑丈だぞ」

			　ふふんと胸を張るガーベラ。自信作なのだろう。実際、出来は良かった。

			「ああ。よくできてると思うよ」

			「そうであろ、そうであろ」

			　おれが褒めると、ガーベラは機嫌良く笑った。

			「主殿にそう言ってもらえるのなら安心だな。それでは、こんな感じでお願いされたぶんを作ってしまおう。――ああ、そうだ。良いことを思い付いたぞ」

			　ぽんと両手を打ち合わせる。

			「子供たちの分を作ったあとには、ひとつ、主殿にもプレゼントしよう！」

			「おれに？」

			　予想していなかった言葉に目を丸くする。

			　その直後、今度は思わぬところから声があがった。

			「駄目です」

			　断固とした声。見ればローズが腰をあげていた。

			「それは駄目です」

			「む？　むむむ？」

			　ガーベラが目を白黒させた。その言葉の不可解さもさることながら、ローズはむっとした顔をしていたのだ。いつも落ち着いた物腰の彼女にしては珍しい、子供っぽい表情だった。

			「なぜ駄目なのかの？」

			　困惑した様子でガーベラが尋ねると、ローズは両手を胸の前で握り締めた。

			　そして、大真面目な口調で主張した。

			「ご主人様のお人形なら、わたしがいるではありませんか」

			「……」

			　なにを言っているのだろうか。

			　おれはそう思ったが、当人は本気のようだった。その目がちらちらと、おれの手にした布の人形に向いている。まるで自分の居場所を脅おびやかされる子供のような仕草だった。

			「ご主人様には、わたしがおります。他のお人形なんて必要ありません」

			　少し頬ほおを膨ふくらませて、拗すねたような表情を見せる。

			　当人は大真面目。しかし、対抗している相手はただの布の人形だ。それを思うと、どうにも間が抜けている。だが、当人はそれに気付かずに、さらになにかを言いかけた。

			「ですから――」

			　そこで、おれと目が合った。

			　どうやらそれで、らしくもない自分の言動に気付いたらしかった。

			「――いえ。もちろん、そのあたりをお決めになるのは、ご主人様なのですが」

			　あげかけていた腰を下ろして、ローズはしゅんとした。

			「申し訳ありません。出過ぎたことを申しました」

			「いや。気にしてないよ」

			　マジカル・パペットのローズには、人形としての本能みたいなものがあるのかもしれない。それが対抗心や嫉しつ妬とを生んだのだとしても、これくらいなら可愛かわいいものだ。

			「なんにしても、おれはいいよ」

			　おれはガーベラに人形を返した。

			「こういうのは、あまり男はほしがらないものなんだ。そんな歳でもないしな」

			「ふむ。そういうものかの」

			　ガーベラは納得したように鼻を鳴らした。ふにふにと、その手が人形をいじった。

			「それでは、主殿には今度、別のものを贈ることにしようかの」

			「別に、無理にくれなくてもいいんだぞ」

			「妾わらわがしたいのだ」

			「……そうか」

			　ガーベラは楽しそうに笑っている。

			　好きでしているのなら、おれからはなにも言うことはない。検討を始めるガーベラを、おれは微ほほ笑えましく見守って――

			「やはりあれか、メイド服がよいかの。妾が着て、見せればよいのであろ」

			「――ちょっと待て」

			　言うことはないつもりだったのだが、そうもいかなくなった。

			「なんだ、それは。どうしてそういう結論に至った」

			　尋ねると、ガーベラはきょとんとした。

			「鐘かね木き殿が『男は自分の好いた女の子にメイド服を着せたいものだ』と言っておった」

			「またあいつか」

			　サムズ・アップをする幹みき彦ひこの姿が脳裏に浮かんだ。面白がって吹き込んだに違いない。

			　額ひたいを押さえて溜め息をつくと、それを見たガーベラが首を傾げた。

			「なにか問題があるのかの」

			「……いや。別に問題はないが」

			　問題があるわけではないのだ。ただ「幹彦、あの野郎」と思うだけで。

			「そうか。ならばよかった」

			　ガーベラは、にへらと笑った。

			「実のところ、すでに手は付けておっての。妾の他にもリリィ殿たちの分も考えておるのだが、そうするとなかなか先に進まなくてな」

			　嬉しそうに進しん捗ちよく状況について話をし始める。さっきも自分で言っていたが、やりたくてやっているというのは本当なのだろう。

			「しかし、手を抜くわけにはいかぬ。なにせ主殿を悩殺せねばならんからな」

			「楽しみにしておくよ」

			　ガーベラが楽しんでいるなら別にいいか。そう思って、おれは肩をすくめた。

			　それにおれだって、恋人の可愛かわいい姿を見たいか見たくないかと問われれば、もちろん、見たいに決まっているのだ。

			　ともあれ、おれたちは為すべき仕事をこなしつつ、こうして穏やかな時間を過ごしていた。

			　しかし、そんな時間は不意の訪問によって破られた。

			「む？」

			　ガーベラが赤い目を部屋の扉に向けた。

			　ばたばたと廊下を駆ける音が聞こえてきたのだ。ばたんと大きな音をたてて、扉が開いた。

			「孝弘さん！　ここにいたんですね！」

			　大慌てで部屋に飛び込んできたのはケイだった。

			「村に誰かが近付いてきてます！」

			　全力疾走をしてきたのだろう。膝に両手をつき肩で息をしながら、絞り出すように叫んだ。

			「見張りをしてるロビビアちゃんが、孝弘さんに伝えに行けって」

			「……わかった。ケイは安全なところにいてくれ。ガーベラは他のみんなに連絡をしてから、とりあえず姿を隠していてくれ。ローズは一緒に行くぞ」

			　指示を出して、おれはすぐさま駆け出した。建物の外に出て、目指す場所へと駆ける。

			　辿り着いたのは、村の防壁だった。そこに立つ櫓やぐらを見上げて、並走するローズの腰に腕を回す。手の甲から飛び出したアサリナが蔓つるの体を伸ばして、おれたちを櫓の上まで牽けん引いんした。

			　櫓の上に飛び込んだおれは、村の外に目をやっている赤髪の少女に声をかけた。

			「ロビビア。誰かが村に近づいてきているって聞いたが」

			「ああ。来てるぜ」

			　ぶっきらぼうな返事だったが、頼んでいた仕事は真面目にこなしていたらしい。臨戦態勢の横顔には、幼いながらに鋭い獣の気配が漂っていた。

			「あそこだ」

			　伸ばされた指の先に、目をやった。

			　畑の間に延びる畦あぜ道みちをこちらに歩いてくる集団が見えた。村の外壁を超えてきたらしい。人数は７名。全員が武装していた。

			「王国軍かと思いましたが、違うようですね」

			　ローズが言って、おれは頷うなずいた。

			「聖堂騎士団とも違うな」

			「見たことない格好です。何者でしょうか」

			「わからない。とにかく、接触をしてみるしかなさそうだが……」

			「孝弘殿！」

			　呼び掛けられて、おれは視線を巡らせた。櫓の下に駆けてくるシランの姿があった。

			　すぐにアサリナをやって、櫓の上まで引き上げた。

			「ありがとうございます、孝弘殿」

			「シランも気付いたんだな」

			「はい。何者かが……」

			　言いかけたシランが、村のなかを歩く集団を視界に入れて、隻眼を見開いた。

			「あの鎧よろい姿は……」

			「知っているのか」

			　尋ねると、視線を集団に固定したままでシランは頷うなずいた。

			「あれは、護国騎士団です」

			「護国騎士団……というと、アケルお抱えの騎士団か！」

			　アケルは王国軍と護国騎士団というふたつの組織によって守られている。王国軍が駐留した街の防衛を主目的とするのに対して、護国騎士団はモンスターの討とう伐ばつを目的としている。

			　ここで出てくるとは思っていなかった名前だった。

			　だが、予想外なのはそれだけではなかった。

			「それも、あれは……まさか」

			　碧へき眼がんを大きく見開いて、シランは続けたのだ。

			「間違いありません。鎧よろいに付いたあの模様は、王家の紋章です」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　相手がアケルの正規の騎士団である以上、それなりの対応をしないわけにはいかない。

			　無論、彼らが敵である可能性もある。警戒心は保ったままに、おれたちは櫓から降りて、到着を待つことにした。

			　ロビビアにはガーベラたちへの言こと伝づてがてら、一緒に建物のなかに姿を隠していてもらうように頼んだ。場合によっては、飛び出してきてもらうことになるかもしれないが、それは相手の出方を待ってからだ。その代わりにリリィを呼び出して、護衛をしてもらうことにした。

			　そうして、数分。防壁の門の前で待ち構えるおれたちの前で、護国騎士団は足をとめた。

			　さいわいなことに、敵対する気配はない。一団から、ひとりが進み出た。

			　シランのいう、王家の紋章が刻まれた鎧を着た、銀髪の男性だった。

			「フィリップ＝ケンドールと申します。お初にお目にかかります」

			　一礼をして名乗りを上げる。

			「フィリップとお呼びください」

			　おれもこの国の基本的な知識くらいは押さえている。その名は、アケルの第二王子の名前だった。団長さんの兄に当たる人物である。

			「フィリップさんですか。おれは、真島孝弘と言います」

			　こちらからも挨あい拶さつを返しつつ、おれは目の前の男を観察した。

			　年の頃は30歳くらいだろうか。あまり団長さんには似ていない。見るからに勇猛な騎士の印象があった団長さんとは違って、温和そうな男性だった。

			　ちらりと確認すれば、目が合ったシランが頷きを返してきた。アケル出身の騎士だったシランは、王族のうちの何人かではあるものの顔を見たことがある。確かに、この男性はアケルの第二王子本人で間違いはないようだ。

			　そこで、おれの視線を追ったフィリップさんが口を開いた。

			「そこにいるのはシランだね。久しいね。大きくなった」

			　声をかけられたシランは、驚いた顔をした。

			「……覚えておいででしたか」

			「ああ。もう何年振りになるか。チリア砦とりでに遣わされる前に、わたしたち王族に挨あい拶さつに来た騎士たちのなかにいただろう」

			　懐かしそうにフィリップさんが目を細める。緊張していた空気が、それで少し緩んだ。

			「あれはどこだったかな。王都ではなかったように思うが」

			「ソーヤックの町です。あの頃、わたしは何人もいた従士のひとりでしかありませんでした。顔を合わせたことなど、お忘れかと思っていました」

			「いいや。将来有望そうな子供だと思っていたよ。あの兄にして、この妹ありかと。もっとも、さすがの『樹海北域最高の騎士』も、当時はずいぶんと緊張していたようだったがね」

			　子供の頃の話をされるのが気恥ずかしいのか、シランは顔を伏せ気味にした。ちらりと、おれの目を気にする素そ振ぶりを見せる。

			　そんなおれたちの様子からなにか感じ取ったのか、ほうとフィリップさんは吐と息いきをついた。その目は微ほほ笑えましそうに細められている。

			　しかし、不意にフィリップさんは口元を苦く歪ゆがめた。

			「……しかし、そうか。シランがここにいるというのは、本当だったのだね」

			「わたしがここにいることを、ご存知だったのですか。いえ。それよりまず、フィリップ様はどうしてここにいらしたのでしょうか」

			「手紙を見たからだよ」

			　フィリップさんは居住まいを正して、おれに視線を向けた。

			「孝弘殿。あなたは先日、ディオスピロに書簡を送られたかと思います。わたしはそちらを拝見しまして、本日、こちらに参りました」

			「そうでしたか」

			　送った手紙は、どうやら無事ディオスピロに着いていたようだ。それを王国軍のアドルフさんが受け取り、さらに上層部に渡って、王族も目を通したということだろう。

			　手紙には、聖堂騎士団によるケド村襲しゆう撃げきについての経緯と、いくつかの要望を書いておいた。それを読んで、フィリップさんはここにやってきたらしい。

			　……しかし、それだと少し時間が合わないようにも思えた。

			「王族の方に連絡が届くのは、もう少し先だと思っていましたが」

			　おれたちが手紙をリアさんに託してから、まだ２週間も経っていない。

			　ディオスピロまで５日ほどの距離なので、手紙が届いてからこちらにやってくる時間はあっただろうが、さすがに王都まで手紙を運ぶだけの時間はなかったはずだ。

			「おっしゃる通り、王都までは、まだ連絡は届いていないかと思います。しかし、わたしたちは丁度ディオスピロに滞在しておりまして。本日こうしてお伺いすることが叶かなった次第です」

			「ディオスピロに？」

			「はい。ここ最近、ディオスピロ近辺の村では、モンスターの目撃情報が相次いでおりました。そのために、わたしは護国騎士団の一部を率いて、ディオスピロを訪れていたのです」

			「ああ。それで……」

			　そういえば、ロビビアの――はぐれ竜の討とう伐ばつ計画がディオスピロで持ち上がったときに『そのために護国騎士団がディオスピロにやってくる』という話を聞いた。また、国土の半分が樹海によって覆おおわれているアケルでは、王族が護国騎士団を率いて国中を西へ東へ奔ほん走そうしているという話も聞いたことがある。フィリップさんも、そうした活動に従事していたのだろう。あまり似ていない兄妹だが、こうしたところは、あの団長さんの兄だということだ。

			「本日は、孝弘殿からの書簡に書かれていた事柄について、お話をさせていただきたいと思い、こうして参った次第です」

			「お話はわかりました」

			　少なくとも、彼らは敵ではない。

			　それがわかれば十分だ。いつまでもこんなところで話をしている理由はない。

			「まずは荷物を置いて、一息つかれてください。案内させますので」

			　備えあれば憂うれいなし。いずれディオスピロから人が来ることはわかっていたので、滞在場所の準備はしてあった。王族自らやってくるというのはさすがに予想していなかったが、あとは既定路線とも言える。

			「リリィ。案内を頼めるか」

			「オッケー。任せて」

			「お心遣い感謝いたします。それでは、のちほど」

			　フィリップさんたちのことはリリィに頼んで、おれはシランを連れて、この村で滞在している家屋に先に戻ることにした。この時間を利用して、アケルの事情に詳しいシランと相談をしなければならなかった。

			　あまり待たせるわけにはいかないと考えたのか、フィリップさんたちがやってくるまで20分もなかっただろう。けれど、それだけあれば、ある程度の準備をすることはできた。

			　リリィに連れられてやってきたフィリップさんを、おれたちは部屋に迎え入れた。

			「お待たせしました。おや。そちらは……？」

			「お初にお目にかかります、フィリップ様。隣村の村長の妻、リアと申します」

			　疑問を口にしたフィリップさんに、リアさんは深々と頭を下げた。

			「ああ、きみが。メルヴィンから話は聞いているよ。えぇと……」

			「おれが声をかけて、同席してもらったんです。問題ありませんか」

			「孝弘殿が。そういうことですか。もちろん、かまいませんよ」

			　やりとりをしつつ、居間のテーブルを挟んで向かい合って座る。

			　フィリップさんと一緒に戻ってきたリリィが、こちらに目配せをした。

			「騎士のみなさんのことは、デニスさんに世話を頼んできたから」

			「わかった。ありがとう」

			　フィリップさんたちは、おれたちの抱える事情を知らない。シランの身がどうなっているのかも知らなければ、案内をしたリリィがどのような存在なのかも、顔を見せることのできない存在が他に村に隠れていることも知らないのだ。騎士たちに下手に出歩かれると、都合の悪いことが起きる可能性があった。そのあたりデニスさんにも言い含めておいてくれたのだろう。

			「し、失礼します」

			　続いて、ケイが現れた。彼女にはお茶の準備を頼んでいた。緊張した様子だが、自国の王族を前にしては仕方のないことだった。

			　話し合いの準備が整うと、フィリップさんはカップを傾けて口を湿らせた。こちらも緊張していたのかもしれない。

			「……さて。改めてですが、孝弘殿。書簡を拝見させていただきました」

			　切り出す声は硬いものだった。

			「聖堂騎士団が村を襲しゆう撃げきしたというのは、本当なのですか」

			「はい」

			　そこからか――とは言うまい。良識のある人間にとって、騎士が民に剣を向けるなど、まず考えられないことだ。それが聖堂騎士団の仕業となれば、悪夢でさえ見ないような出来事だろう。トラヴィスのしでかしたのは、それだけ非常識なことなのだった。

			　フィリップさんの疑問は理解できる。予想もしていた。

			「事件については、手紙に書いたことがすべてです。そうですよね、リアさん」

			「はい。孝弘様のおっしゃる通りです」

			　このあたりを明確にさせるために、リアさんには同席をお願いしていた。

			「なんでしたら、あとで村の人たちからも話を聞いてください。実際に襲われたのは彼らですから。詳しい話が聞けると思います」

			　あとですぐわかる嘘うそをついても意味はない。フィリップさんもそれはわかっているはずだ。それでも眉み間けんの皺しわが消えないのは、どうしても信じられないからだろう。

			「ここで疑問を挟む失礼をお許しください。いくら勇者様のお話とはいえ、にわかには信じがたいことです。いったい、どうして聖堂騎士団は村を襲ったのでしょうか。わざわざ、このような辺境の地まで聖堂騎士団がやってきて、村人を襲うどんな理由があるというのでしょう。……なにかの間違いではありませんか」

			　最後の一言に、本音のところが現れているように感じられた。

			　フィリップさんがやってきたのは、事実関係を確認するためだろう――というのが、先程、わずかな時間に聞いておいたシランの考えだった。

			　聖堂騎士団による開拓村の襲しゆう撃げきは、常識的には考えられない。この世界で勇者として扱われるおれや加藤さん、騎士として高名なシランが訴えたことに加えて、リアさんたち村のエルフたちの協力と口添えとがなければ、耳を傾けてもらえなかったかもしれない。

			　そうした事情があればこそ、この訪問にはシランと面識のあるフィリップさんが来たのだ。訴えているひとりが、本当にシランなのかどうか確かめるために……そういう視線で思い返してみれば、先程の会話も思い出を試すような問いを混ぜてもいた。それで本物だとわかったから、苦い表情を垣かい間ま見みせてもいたのだろう。それはつまり、聖堂騎士団襲撃の話の信しん憑ぴよう性せいを増す事実でもあったからだ。

			　……つまりは疑われていたということなのだが、それを責める気持ちはなかった。

			　正面に座るフィリップさんの表情は、酷ひどく硬いものだったからだ。

			　ともすれば、必死さのようなものさえ見て取れた。

			　無理もない。彼らにとって、勇者の主張を疑うとは、それだけのことなのだ。

			　たとえば、今回の件でおれや加藤さんの――勇者の怒りを買ってしまえば、世間の大きな批判を浴びることは想像に難かたくない。彼はすべての責任を負うことを覚悟して、聖堂騎士団による襲撃事件の詳細を訊きき出そうとしているのだ。

			　そうした姿勢は、むしろ好感の持てるものだった。

			　こちらも誠意を見せるべきだろう、と思えた。

			　そもそも、誰にも詳細な状況を伏せたままで、事態を動かすことなど不可能だ。

			　シランからは、フィリップさんは王族としての務めを果たす立派な人だという評判を聞いている。現在の状況からも信用はしてもよさそうに思える。

			　むしろ、これはチャンスとも言える。ある程度の権限を持ち、こうして誠実な態度を見せる人間がやってきてくれたのだから。

			「お気持ちはわかりますが、すべて本当の話です。襲撃の首謀者は、聖堂騎士団第四部隊の隊長『聖眼』のトラヴィス＝モーティマー。この村を襲った理由は……おれと、こちらにいるシランです」

			「……どういうことでしょうか」

			「すべてをお話しします。落ち着いて聞いてください」

			　トラヴィスがどうしておれたちを襲ったのか。おれは包み隠さず事実を語り始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……まさか、そんなことが」

			　話を聞き終えたフィリップさんは、酷ひどく動揺した様子を見せた。

			「モンスターに心を与える力……シランがアンデッドに……？」

			　茫然とした様子でつぶやく。

			　その前に置かれた空っぽのカップに、ケイがお茶を継ぎ足した。

			　縋すがるように中身を空けて、フィリップさんは大きく溜め息をついた。

			　そして、なにかに思い当たったかのように、びくりとしてケイを見た。

			「まさか、きみも……」

			「え？　……ち、違います！」

			　ケイはぶんぶん音が鳴りそうなくらいに首を振った。

			　フィリップさんは、心なしほっとした表情を見せた。

			「そ、そうか」

			「あ。でも、リリィさんはモンスターですけど」

			「だよー」

			　視線を向けられたリリィが、指先をスライムに変えてみせた。
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			　がたんと大きな音がした。呻うめき声をあげてのけぞったフィリップさんが、椅子を鳴らしたのだ。温和な顔は大きく引き攣つっていた。

			　大おお袈げ裟さとは言うまい。これが、この世界では当たり前の反応だった。

			「も、申し訳ありません。失礼を……」

			「いえ。仕方のないことですよ」

			　我に返ってフィリップさんが口にした謝罪に、おれは静かに首を振った。

			　シランやケイのように、事実を知る前に人柄を知る機会があったわけでも、村人たちのように命を救ったわけでもないのだ。即座に受けとめるのが難しいことは、予想していた。

			　何時間か、何日か。フィリップさんが事実を受けとめるまでには、時間がかかるだろう。

			　おれたちには、それを待つほかない。

			　自然、室内に沈黙が落ちて――そこで、口を開く者があった。

			「ちなみに、けーちゃんはああ言ったけど、わたしは人間でもあるんですよ」

			　蒼あお褪ざめたフィリップさんに、リリィが声をかけたのだ。

			　いや。違う。リリィではない。雰囲気と口調がわずかに違った。

			「挨あい拶さつが遅れてすみません。わたしは水みず島しま美み穂ほ。真島くんと同じ、転移者のひとりです」

			「え？　……は？」

			　にこやかに告げられた言葉に、フィリップさんは混乱する様子を見せた。

			　表情には出さなかったものの、おれも驚いていた。水島さんがここで出てきたのは、打ち合わせていたことではなかったからだ。

			「ほら。わたしの顔立ちが真島くんと同じ系統なの、変だと思いませんでした？　この世界の人たちとは違いますよね。わたしも転移者のひとりなんですよ」

			「た、確かに。しかし、先程はモンスターと……」

			「詳しい経緯は省きますけど、わたし、この子のなかにいるんです」

			「勇者様が、なかに……？」

			　驚きよう愕がくに見開かれた目が、こちらに向けられた。

			「まさか……そんなことが……」

			　おれたちの態度を見て、水島さんの言っていることが本当だとわかったのだろう。

			　フィリップさんの体から力が抜けた。

			　崩れ落ちそうになる体を支えるように、テーブルに手を置く。

			　この世界に生きる人間にとって、勇者とは希望と光を与える存在であり、モンスターとは恐怖と絶望の具現だ。自分たちの崇あがめる勇者がモンスターのなかにいるという事実は、どうにも呑み込みがたいものだったに違いなかった。

			「モンスターになっちゃったって考えてもらってもいいですよ。そういう意味では、シランさんと同じタイプでもありますね」

			　そんな彼を見下ろして、水島さんは続けた。

			　追い打ちをかけるかのようだったが、これがそんなものではないことはすぐにわかった。

			「フィリップさん。あなたは、わたしのことをどう思いますか？」

			　勇者でもあり、モンスターでもある少女の問いは、フィリップさんに息を呑ませた。

			　試すような眼まな差ざしで、水島さんは彼を見詰めている。沈黙の時間があった。

			　やがて、ゆるゆると息をついて、フィリップさんは微苦笑を浮かべた。

			「……ご勘弁を、美穂殿」

			　それは、先程のように張り詰めた表情ではなかった。

			「取るに足りない凡人が小心なことだと、笑ってください」

			「んー、いえ。時間さえあれば、いずれは受け入れてもらえるだろうとは思ってましたよ。だからこそ、こうして強引な手も打てたわけですし」

			　水島さんはにこりとした。

			「だけど、悩む時間は短いほうがいいでしょう？」

			　しれっと言ってのける彼女に、フィリップさんの苦笑は深まった。

			「まったくですね。感服いたしました」

			「いやいや。それほどでも……なんて。これ、実は半分くらいは入れ知恵なんですけど」

			　バツが悪そうな顔を作ってみせた水島さんが、おれのほうを見て頬ほおを掻かいた。

			「言うまでもないだろうけど、真菜ちゃんだからね？」

			「道理で」

			　やり口が似通っていると思った。

			　とはいえ、それをああしてやってしまえるあたりは、彼女自身の素養のように思えるが。

			　元の世界にいた頃は、仲が良い先輩後輩だったというのも、なんだか頷うなずけた。

			「真菜ちゃんには、あとでお礼を言っておいてあげてね。きっと喜ぶから」

			　後輩への気遣いも忘れずに、水島さんは笑って言って――その笑みが、不意に悪戯いたずらっぽいものに変わった。

			「こんなふうに言ってるけどね、ご主人様。自分にも力になれることはないかって言い出したのは、美穂なんだよ。今回のこれだって、加藤さんと一緒に考えてね。……って、ちょっと待って。りーちゃん、それ反則！」

			　くるくると目まぐるしく表情が変わる。

			　慌てふためいた様子で叫んだ水島さんは、最後におれのほうを見ると、ううぅっと唸うなった。

			　耳まで赤く染まった顔で、誤ご魔ま化かすように口を開く。

			「じゃ、じゃあ、そういうことだから。あとは真島くん、うまくやってね」

			「ありがとう、水島さん」

			　早口で言った水島さんに、おれは感謝の言葉を告げた。

			「助かったよ」

			「……」

			　水島さんは口元をもごもごさせた。ひどく恥ずかしそうで、どこか嬉しげな仕草だった。

			「……どういたしまして」

			　肩から力が抜けて、少女の口元が緩んだ。

			　ひらひら手を振ると、水島さんは切り替わった。

		

	
		
			05　協力の約束

			　

			「……もう。美穂ってば。恥ずかしがり屋さんなんだから」

			　切り替わったリリィが不満そうに言う。唇を尖らせた彼女に、おれは声をかけた。

			「ありがとうな、リリィも。教えてくれて」

			「どういたしまして」

			「ただ、もう少し加減してやってくれ」

			「えー。美穂はあれくらいしないと駄目だよー。あれで喜んでるし」

			「そうなのか？」

			「うん。いまわたしのなかでニマニマしてる。……あ、暴れ出した」

			「ほどほどにな」

			「仲がよろしいのですね」

			　やりとりを見ていたフィリップさんが肩を揺らした。

			「それに、ずいぶんと良い関係をお築きのようです」

			　おれたちを――モンスターを率いる主と、その眷けん属ぞくとを見る目は、彼本来の穏やかさを取り戻している。信じがたい事実を知らされた衝撃からは、完全に立ち直ったらしかった。

			「とても一方がモンスターとは思えません。……と、これは失言でしたでしょうか」

			「いえ。気を回し過ぎですよ」

			　おれはかぶりを振ってみせた。

			「彼女たちがモンスターである事実は消えません。そこを否定してもどうしようもありません。事実は事実として認識してもらったうえで、いずれ受け入れてもらえたらと思っています」

			「……難儀な道を行かれるのですね」

			「自分で決めた道ですから」

			　返答に迷いはなかった。

			「……なるほど。さすがは勇者様。『樹海北域最高の騎士』が認めた方というわけですね」

			　フィリップさんは大きく吐と息いきをついた。そこに込められた感情はいかなるものか。微苦笑を湛たたえた唇が、言葉を紡つむいだ。

			「ここまでお話をしてくださった方の言葉に、これ以上、疑いを向けるようなことはできません。お言葉を疑うような真似をしてしまい、申し訳ありませんでした。この責任はいかようにも取るつもりです」

			「責任なんて気にする必要はありません。おれは気にしていませんから。そんなことよりも、これからのことです」

			　フィリップさんは事実を認めてくれた。しかし、そこは前提であって本題ではない。

			「協力はしていただけるんでしょうか」

			　固かた唾ずを呑んで答えを待つおれの前で、フィリップさんは柔らかい微笑を浮かべた。

			「ご安心を、孝弘殿。わたしも、今回の件がさらなる悲劇の呼び水になってはならないと考えております」

			　憂慮と決意が感じられる言葉に、おれは一瞬、息を詰めた。

			「それじゃあ……！」

			　身を乗り出した拍子に、カップが硬質な音を立てるが、気にしてなどいられない。

			「はい。ご要望の件について協力する方向で、王に働きかけようと思います」

			「ありがとうございます」

			　望む答えを得ることができた。これで事態に対処できる可能性が見えてくる。

			「礼など不要ですよ、孝弘殿」

			　フィリップさんはかぶりを振った。

			「勇者様にお力添えするのは当然のことです。また、襲しゆう撃げきが事実であった以上、あなたは民を救ってくださった恩人でもあります。お礼を言わねばならないのは我々のほうです。あなたの行いが、あなた自身に返ってきた。これはただそれだけのことでしょう。それに……」

			　フィリップさんの優しげな顔立ちに、鋼はがねの気配が宿った。

			「……アケル王家としても、今回の一件、聖堂騎士団には強く抗議する必要があります。ご要望をお聞きする代わりと言ってはなんですが、孝弘殿にはそちらでも協力をお願いしたいと考えております」

			「はい。おれにできることでしたら」

			　最初から、そのつもりだった。

			　こういうことは持ちつ持たれつだ。協力し合うことに否はない。

			　それから、おれたちは話を具体的なものに移した。

			「まずは聖堂騎士団との連絡ですね。現状、孝弘殿の訴えについては、王のもとに使者が向かっております。わたしが事実関係を確かめに向かったことも併せてお伝えしていますので、帰りましたら、わたしの口から王に事実をお伝えしましょう」

			「お願いします。そのときに、聖堂騎士団への手紙も一緒に持って行ってはもらえませんか。最終的には顔を合わせて話し合うことになるとは思いますが、その前に、まずは今回の一件について、書面で説明する必要がありますから」

			「会談の場を設けるにあたり、わたしたちからも先方に説明はさせていただくつもりですが……確かに、孝弘殿からの手紙もあったほうがいいでしょうね。わかりました。あとでお渡しください」

			「それと、頼みごとをする以上は、王様にもご挨あい拶さつするのが筋だと思います。もちろん、可能であるのならですが、そのように伝えてもらえますでしょうか」

			「はい。それについても確かに、王にお伝えいたします」

			　快く請け負ってくれたフィリップさんは、そこで申し訳なさそうに眉を下げた。

			「……本来でしたら、勇者様が国にいらっしゃったとなれば、すぐにでも王城に招いて歓待の席を設けるところですが、何分、王にはまず聖堂騎士団の一件について、ご報告さしあげなければなりません。しばし、ご不便をおかけしますが、ご容よう赦しやください」

			「気にしないでください。いきなり押しかけて、迷惑をかけるつもりはありませんので」

			　苦笑しつつ、おれは首を横に振った。そもそも、勇者として歓待してほしい気持ちなんてこれっぽっちもないので、フィリップさんの罪悪感は的外れなものだった。

			「それに、この村を放っていくわけにもいきませんから」

			「申し訳ありません。本来ならそれも我々の仕事なのですが。お手数をお掛けします」

			「かまいません。聖堂騎士団の襲しゆう撃げきはイレギュラーな事件ですし、手が足りないのは理解しています。ここはシランとケイの故郷です。おれとしても、この村のエルフたちは守りたいですから」

			　視界の端で、エルフの少女ふたりが嬉しそうな顔をした。おれはさらに付け加える。

			「それに、おれの眷けん属ぞくたちも、この村ならそれなりにのびのびと暮らせますしね」

			　姿を隠さないでいいというのは、楽なものだ。余計な神経を使わなくていい。

			　また、先日からの加藤さんの計らいも、それなりにうまく行っている。たとえば、子供たちの世話をしている際に、警戒心を捨てきれない様子だった村の女性とも、ローズは打ち解けつつあった。ガーベラもそうだが、子供たちには玩具おもちやなどを作ってあげているようで、早くも慕したわれている。他の村人たちと打ち解けるのも、そう遠い日のことではないだろう。

			「ただ、おれたちにできるのは、この村を守ることだけです。復興のためには、国からの援助が必要です。そのあたりは、どうでしょうか」

			「……そうですね。さいわい、防壁も生き残っていることですし、廃村にしてしまうのは、周辺地域のことを考えても下策でしょう。移住者を募って復興するとなれば、確かに先立つものが必要になりますね」

			　少し考えてから、フィリップさんは頷うなずいた。

			「わかりました。そちらについても、供出する方向で動きたいと思います。ただ、手続きには多少の時間が必要になります。さしあたって必要なものもあるでしょうから、わたしの裁量で軍の倉庫から供出しましょう。正式な援助が決まり次第、補ほ填てんするかたちにすれば、問題はないはずです」

			「本当ですか。それは助かります」

			　村のエルフたちには、良い報告ができそうだった。

			　これで必要な協力の約束は得られたことになる。

			　あとはフィリップさんに任せるしかない。おれたちが動き出すのは、聖堂騎士団との対談の場が整ったあとのことになるだろう。

			　それから細かいところを詰めて、話し合いは終わった。

			「こんなところでしょうか。我々は明日には村を出て、ディオスピロに戻ろうと思います」

			「よろしくお願いします。今日はゆっくり休んでください」

			　おれはリリィに言って、食事を準備してもらうように手配した。

			　夕食はフィリップさんと摂とることにした。今後のこともあるし、なるべく交流を深めたいと考えていたのは、どちらも一緒だった。

			「わざわざありがとうございます、孝弘殿」

			「いえ。お口に合えばいいんですが」

			　並んだ食事には肉が多かった。

			　群青兎をはじめとしたモンスターの肉だ。村の安全を確保するために、ガーベラなどに頼んで、村の近くにいるモンスターを狩ってきてもらっているのだが、これはその副産物だった。

			　一応、フィリップさんに確認は取ったが、モンスターの肉でも問題ないと答えが返ってきた。王族とはいえ、普段からさほど贅ぜいを凝こらした暮らしをしているわけでもなく、騎士と行動している間は、王族だろうとあまり食事の内容に違いはないのだそうだ。干し肉ではない肉をこれだけ食べられるなら、むしろ豪勢なくらいだと喜んでいた。

			「これをリリィ殿が作ったのですね」

			　スープを木き匙さじで口に運びつつ、フィリップさんは感慨深い口調で言った。

			「ここに来てから、驚かされることばかりです。いえ。そもそも、勇者様が３人もアケルを訪れるということ自体、驚くべきことではあるのですが」

			　食事の場には、加藤さんも顔を出していた。

			　相手の出方がわからない間は表には出せなかったのだが、協力してもらえることが決まった以上、顔くらいは見せるべきだろうと彼女自身が言い出したのだ。

			　男性恐怖症の彼女が、初対面の男性と食事をともにするのは、初めてのことだ。口数も少ないし、食欲もあまりないようだが、それでもこうして出てこれるようになったのは前進だろう。

			　フィリップさんは、おれと、その両隣に座るリリィ、加藤さんとを順々に見比べた。

			「過去に例のないほどに多くの勇者様が、この世界にいらしたという話は聞いていましたが、なかなか信じられなかったものです。こうして自分の目で見て、初めて実感が湧きました。他の方々は、やはり帝都にいらっしゃるのでしょうか」

			「そうですね。帝都に向かった人もいるらしいという話は聞いたことがあります。詳しくは知りませんが」

			　あまり興味のない口調なのに気付いたのか、フィリップさんは「そうですか」とだけ相あい槌づちを打った。

			「ああ、でも、そういえば、帝都に向かった団長さん……妹さんのところにも、ひとりいるはずですよ」

			「そうなのですか」

			「幹彦っていうんですが、気のいいやつですよ。あいつは信用できます。あいつが付いている限り、妹さんが深刻な立場に追いやられることはないでしょう」

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件にまつわる説明をするため、また、その責任を取るために、団長さんはマクローリン辺境伯の指示で帝都に移送された。

			　王族のひとりである団長さんのこのような現状は、アケルの一般の民に伏せられているが、王族であるフィリップさんは知っている。そのため、おれはチリア砦襲撃の顛てん末まつからセラッタでの拘こう束そくに至るまで、知っていることをフィリップさんには話していた。

			　ひょっとすると、おれの知らないその後の事情について、フィリップさんがなにか知っているかとも思ったのだが、生憎あいにく、セラッタを出たあとの話はまだ入ってきていないらしい。

			　もっとも、これは仕方のないことではあった。

			　この世界では遠方の情報伝達手段が限られている。たとえば、団長さんが拘束されたセラッタからアケルまでは、旅慣れた商隊でも１ヶ月程度はかかるのが普通だ。チリア砦やエベヌス砦にあった遠距離通信手段があれば別だが、アケルにはその手の施設もない。帝都に向かったのなら、それだけ離れるので、さらに情報が伝わるのに時間がかかってしまう。

			　幹彦と別れてから、もう４ヶ月ほどが経つ。

			　あのあとすぐにセラッタを離れたとして、帝都まで２ヶ月ほどのはずなので、もうとっくに着いてはいるはずだ。

			　帝都での説明や責任追及もそろそろ終わっていてもおかしくない。もしかすると、もう帰路についているかもしれなかった。

			「そうですか、勇者様が」

			　安あん堵どの吐と息いきをついたあとで、フィリップさんは少し嬉しげな顔をした。

			「ところで孝弘殿。その幹彦殿と、妹は……」

			「あ、いえ。特別な関係とかじゃありません。おれが知る限りは、ですけど」

			　幹彦のほうはともかく、団長さんにはそんな雰囲気はなかった。

			　あくまでおれの目から見てなので、実際はどうなのかはわからないが。

			「……そうですか」

			　フィリップさんは残念そうな顔を見せた。

			「妹は昔から男勝りなところがありまして。王族の義務を果たすのだと言って、チリア砦とりでにまで行ってしまいました。いつ死ぬかわからない身の上だからと、いい年なのに婚こん姻いんも結んでおりません。しかしわたしは、妹には女としての幸せも大事にしてほしいと思っているのです」

			　溜め息をつく。

			「そうした相手ができれば、落ち着いてくれるかと思ったのですが……」

			　立派な人だと思っていた団長さんだが、身内からすると、また別の意見もあるらしい。

			　団長さんに想いを寄せている幹彦にとっては朗報かもしれない。この分だと、意中の人の兄は味方に回ってくれそうだった。

			「ともあれ、勇者様がともにいてくださるなら安心しました。これも多くの勇者様が現れればこそでしょうか。ありがたいことです」

			　フィリップさんは安堵の微ほほ笑えみを見せたが、不意に口元を引き締めた。

			「しかし、孝弘殿。お気を付けください。最近、妙な噂を聞きました」

			「妙な噂？」

			「はい。遠い東の地で、畏おそれ多くも勇者様の偽者が出たという噂です」

			　おれは目を丸めた。

			「勇者の偽者ですか？　なんですか、それ」

			「ご存知ありませんでしたか。多くの勇者様がこの世界に現れたためか、勇者様を騙かたる不届き者が現れたようなのです」

			　憤いきどおりを覚えているらしく、フィリップさんの声は少しだけ語気強いものになっていた。

			「孝弘殿はローレンス伯爵領からキトルス山脈を越えて、アケルにいらしたのですよね。勇者様を騙る偽者は、ローレンス伯爵領の東にあるヴィスクムを越えて、さらに東の帝国領にある小貴族たちの領土に現れたのだそうです」

			「……え？」

			　と、加藤さんが小さな声をあげた。

			　この食事の席の間、普段より静かにしていただけに、その声は少し気を引いた。

			「どうした、加藤さん」

			「たいしたことじゃないんですけど……」

			　ちょっと首をすぼめるようにして、加藤さんは答えた。

			「ヴィスクムの東っていうと、だいぶ遠いじゃないですか。こんなところまで噂話が伝わるんだなと思って」

			　加藤さんはフィリップさんに視線を向けた。

			「フィリップさん。質問なんですけど、それって、いつ頃に聞きました？」

			「え？　……そうですね。確か１ヶ月ほど前のことだと思いますが」

			「そうですか。ありがとうございます」

			　加藤さんは思し案あん気げな顔になると、折った指を顎あごに当てた。

			「ひょっとして、聖堂騎士団が関係してるかもと思ったんですけど……」

			「トラヴィスたちが？」

			　さすがに和なごやかな気持ちのままではいられず、おれは声を硬くした。

			「でも、なんの理由があってそんなことを」

			「あ。いえ。そこまで考えてたわけじゃないです。アケル国外のことを知っている人間ってことから、連想しちゃっただけで……」

			　加藤さんは両手を振った。

			「すみません、不用意でした。１ヶ月前というと、聖堂騎士団の襲しゆう撃げきよりだいぶ前ですし、関係はありませんね」

			　どうやら連想ゲーム的に思い付きを口にしただけだったらしい。思慮深い加藤さんらしくなかった。

			　当人もそう思ったのかもしれない。席を立った。

			「ちょっとぼうっとしちゃってるみたいです。すみませんけど、これでわたしは失礼させてもらいますね」

			「部屋まで送っていこうか」

			「大丈夫ですよ。階段を上がってすぐなんですから」

			　おれの申し出を苦笑いを浮かべて断って、加藤さんは部屋を出ていった。

			　少し無理をさせてしまっただろうか。当人の希望とはいえ、よく知らない男性との食事の席に出したのは、失敗だったかもしれない。またあとで顔を見に行ったほうがよさそうだった。

			「……それにしても、確かによく偽勇者の噂はこんなところまで届きましたね」

			　気を取り直して、おれはフィリップさんに水を向けた。

			「ただ偽者が現れたってだけでしょう？」

			「現れただけなら、そうだったかもしれませんね」

			　含んだもののある言い回しに、おれは首を傾げた。

			「というと？」

			「それが、勇者の偽者が現れた村で大変な被害が出たという話があるのですよ。詳細はわかりませんが、どうやらモンスターに襲われたとかいう噂でして」

			「……モンスターに？　いったい、どうしてそんなことを」

			「わかりませんが、勇者様を騙るなど、信じられないことをする輩やからです。おおかた、騙だました村人から金銭などを受け取ったのでしょう。そのあとで、証拠を消すためにモンスターを誘き寄せて村を襲わせたのではないか、などと言われておりますね」

			「いくらなんでも、そんなことは……」

			　さすがに唖あ然ぜんとしてしまう。信じられない行状だった。

			「もちろん、こんなことをする人間はそうおりません。自分の住処すみかをなくすだけですし、そもそも、誘き寄せる前に殺されてしまう危険性も高いです。ですが、実際、過去に帝国と同盟諸国との間であった戦争では、こうした手段が使われた記録もあるのですよ。マクローリン辺境伯家の先祖が、我が国に行った記録が多数あります」

			　穏やかな口調に少し棘とげを混ぜて、フィリップさんは語った。

			　同盟諸国とマクローリン辺境領との間には、歴史的に大きな溝があると聞くが、本当のことらしい。ともあれ、おれの頭に思い浮かんだのは、もう少し別の可能性だった。

			「……工く藤どう陸りく」

			　口のなかでつぶやいて、もうひとりのモンスター使いの顔を脳裏に浮かべる。

			　あの少年なら、モンスターを操って村ひとつ滅ぼすくらい容易いだろう。人という存在を憎んでいる彼であれば、そのようなことをする可能性は否定できなかった。

			　ただ、もしもそうだとすると、その前に村人の前に『勇者』として姿を現したというのが引っ掛かるが……。

			　なんにせよ、偽勇者の件は胸に留め置いておいたほうがよさそうだった。

			「失礼な話ですが、わたしが最初、孝弘殿からの書簡に目を通したときは、この話が脳裏を過よぎりました。我が国でも『偽勇者』が現れたのではないかと」

			「でしょうね。フィリップさんの立場なら、おれも同じことを疑うと思います」

			　フィリップさんに同意する。

			　彼がもしも冷静な人物ではなかったら危なかったかもしれない。おれは運が良かった。

			「孝弘殿の場合、この村や、隣村で過ごすぶんには問題はないかと思いますが、もしもおひとりで街に出るようなことがありましたら、いたずらにその身の上を語ることはお控えください。不愉快な思いをするかもしれません。ディオスピロにくる用事ができましたら、ご一報くだされば迎えをやりますので」

			「ありがとうございます」

			　勇者の身分を吹ふい聴ちようする気はないし、しばらくはディオスピロに出る予定もないが、気遣いはありがたく受け取っておくことにした。

			　

			　翌日、フィリップさんは予定通りに村を出た。

			　彼のような人間が、この件について動いてくれたのは幸運だった。あとは、この幸運を結果に繋げられるかどうかだ。状況が動き出すまで、おれたちはできる限りの準備を整えるのだった。

		

	
		
			06　韋い駄だ天てんと戦友　～飯野優奈視点～

			　

			　わたしが偽勇者の噂を追って、聖堂騎士団第二部隊と行動をともにし始めてから２週間ほどが経っていた。

			　この地に派遣された第二部隊の任務は情報収集だ。騎士たちが情報を集め、隊長であるゴードンさんがそれを総そう括かつする。まとめられた情報は、第一部隊に送られる。

			　対処は主に、第一部隊の騎士の一部によって行われているらしい。

			　たとえば、先日、ゴードンさんと出会った廃村。偽勇者が訪れたものと推測され、モンスターに襲しゆう撃げきされたあの村の後処理も、第一部隊の仕事だったのだそうだ。

			　要は、役割分担だ。

			　ゴードンさんたち聖堂騎士団第二部隊の面々は、精力的に任務をこなしていた。

			　とはいえ、いまのところ、あまり成果はあがっていない。

			　廃村は数箇所見付かったのだそうだが、肝心の偽勇者を見付けることはできていなかった。

			　これがもしも、潜伏している『魔軍の王』工藤陸の暗躍によるものだとすれば、現場を押さえることが重要になるだろう。村から村に移動を繰り返しつつ、わたしたちは情報収集を続けていった。そんなある日のことだった。

			「貴族からのお誘いですか？」

			　同行していたゴードンさんの言葉に、わたしは疑問の声をあげた。

			「はい。バン子爵から使いの者が来ました」

			　それは、わたしたちがいる土地の領主の名前だった。

			「飯野様がこの地で偽勇者の調査をしていると聞いて、ぜひ歓待したいとのことでして」

			「調査しに来ているのに、誘われても困るんですけど……」

			「お気持ちは重々承知しております。しかし、子爵としても、わざわざ自領に調査にいらした勇者様を放っておいたとなれば、立場がありませんからな」

			　それもそうかとわたしは眉根を寄せた。

			　正直なことを言ってしまえば、行きたいとは思わない。

			　とはいえ、わたしも偉い人の顔に泥を塗るつもりはなかった。

			「……わかりました。お誘いをお受けすると連絡を返してもらえますか」

			「ありがとうございます。ぜひともということでしたので、子爵も喜びになることでしょう」

			　ゴードンさんは、いかつい顔をほっと緩めた。

			　苦労人気質というか、なんというか。禿とく頭とうの大男であるゴードンさんは、ぱっと見は無骨で恐い印象があるけれど、実のところ、ものすごく気を遣うタイプなのだった。

			「それでは、ご不在の間についてはお任せください」

			　こうしてわたしは子爵のもとを訪れることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数日後、聖堂騎士団のみんなとは１日だけ離れて、わたしは子爵の居城を訪れていた。

			　もっとも、城とは言っても、チリア砦とりでやエベヌス砦、セラッタ砦のような大要塞ではない。あくまで領主とその一党が非常時に立てこもり、助けを待つための小規模なものだ。

			　今日向かうという連絡は入れておいたので、領主のもとにはすぐに通してもらえた。

			「お初にお目にかかります、優奈様」

			　わたしを出迎えたのは、深々と頭を下げるバン子爵と、二列に並んでずらりとそれに倣ならう部下と思しき人々だった。

			　……一応、派手な出迎えはしないでほしいと伝えていたはずなのだけれど、聞き入れられなかったようだ。

			　あるいは、これで聞き入れられたのかもしれないけれど。

			　町を挙げての歓待とか、ちょっとぞっとしない。探索隊には、その手の対応を喜ぶ人もたくさんいるけれど、わたしはあまり趣味ではなかった。

			　思わず眉を顰ひそめてしまいそうになるのを我慢する。

			　そこで、ふと列のなかのひとりに目が留まった。

			　そのひとりだけ頭を下げていなかったので、目を引いたのだ。

			　どころか、親しげに手をあげてきた。

			「……え？」

			「よぉ、飯野。久しぶりだな」

			　がっちりとした体格をした、人好きのする顔立ちの少年が声をかけてくる。

			　わたしは目を見開いた。その人物が知り合いだったからだ。

			「……神じん宮ぐう司じくん？」

			「おう」

			　思わぬ再会。

			　探索隊の『竜人』神宮司智とも也やくんは、精悍な顔立ちに人懐っこい笑みを浮かべたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　神宮司くんは、探索隊で『竜人』の二つ名で知られていた。第一次遠征隊にも参加しており、わたしと一緒にエベヌス砦とりでに辿り着いたメンバーのひとりでもあった。

			　けれど、わたしがチリア砦に向かい、樹海深部の生徒たちを救助してエベヌス砦に帰ってきたときには、そこに神宮司くんの姿はなかった。

			　この時期に半数ほどのメンバーが探索隊を離脱したのだけれど、神宮司くんはそのうちのひとりだったのだ。彼ら離脱組のうち、かなりの人数がこのあたりの地域に向かったという話は以前に聞いていたものの、再会できたのは神宮司くんが初めてだった。

			　なんでも神宮司くんは、わたしが近くにいるという話を偶然聞きつけて、会えるようにバン子爵に手を回したらしい。名前を出さなかったのは、サプライズを狙ったのだそうだ。まんまと驚かされたが、離れてしまった仲間のひとりと再会できたことは素直に嬉しかった。

			　バン子爵の準備した歓待のパーティが終わると、わたしは神宮司くんの部屋にお邪魔することにした。パーティの間は子爵に捕まって、落ち着いて話をするどころではなかったからだ。

			「ふう、やっとふたりきりになれたわね」

			「お。なんだよ、飯野。色っぽいこと言ってくれんじゃねえか」

			「馬鹿。そういう意味じゃないわよ」

			　椅子に座ったわたしは、ちろりと神宮司くんを睨にらんだ。

			「落ち着いて話ができるようになったって言ってるの。にしても、次から次へと挨あい拶さつに来て、大変だったわ」

			「あんなのは適当に合わせときゃいいんだよ」

			　わたしがさっきまでの宴席について愚ぐ痴ちを言うと、ベッドにどすんと腰を落とした神宮司くんは、けらけらと笑った。

			　顔が赤い。お酒が入っているのだ。ほろ酔い加減で、機嫌が良さそうだった。

			　ちなみに、魔力による身体能力強化は肉体の強度をあげるだけでなく、毒物への抵抗力も強化するのだけれど、そこにはアルコールの影響も含まれている。

			　ある程度のレベルで魔力が扱えれば、強力な毒物でも即死はしないし、抵抗している間に回復魔法で治療することも可能だ。わたしくらいになると、ほぼ毒物は効かない。同様に、アルコールで酔うこともなくせるらしい。

			　ただ、これは酔わないことができるという意味で、酔おうと思えば酔えるのだそうだ。

			　飲んだことがないから伝聞だけれど。

			「勇者様、勇者様ってな。ああいうのは、適当に合わせてりゃ向こうは満足するし、おれも美味しい思いができて満足できる。ウィン・ウィンの関係ってやつだな」

			「……言っていることはわかるけどね」

			　ただ、わたしは好きじゃない。

			　もっと真面目で、誠実なのがいい。

			　わざわざ空気を悪くするのもなんなので、そうした言葉は飲み込んでおく。代わりに、肩をすくめてかぶりを振った。

			「向いてないわ、わたしには。正直、モンスターと戦うよりも疲れたもの」

			「そりゃそうだ。お前、モンスターなんて瞬殺じゃねえか。疲れやしねーだろうよ」

			「……そうでもないわよ。手こずることもあるわ」

			　思い出していたのは、真島の眷けん属ぞくのひとり、ガーベラさんのことだった。

			　樹海の白い蜘く蛛もとして知られる彼女は、とても強かった。わたしだから正面から倒せたけれど、ウォーリアクラスだと相当手こずるに違いない。他にもリリィさんみたいな強力な眷属はいるし、連携を取ればウォーリアなら倒せてしまうだろう。

			　というか、実際にあいつはチリア砦とりでで十文字くんを撃破しているのだ。

			「ふぅん。飯野が手こずるねえ」

			　聞いていた神宮司くんの目が少し鋭くなった。コロニー時代、彼は最前線でわたしと肩を並べて戦っていた。わたしの実力はよく知っているのだった。

			「この世界に、そんな強いやつがいるとは思えないけどな」

			「わたしはあちこち飛び回っていたからね。いろいろと知る機会があったのよ」

			「おっと。耳が痛いな。おれも別に遊んでばかりいたわけでもないんだが」

			　口ほどは堪こたえた様子もなく、神宮司くんは尋ねてくる。

			「にしても……ふぅん。いろいろね。そういえば、飯野はチリア砦に行ったはずだろ？　なんでこんなところで、聖堂騎士団なんかと一緒にいるんだ？」

			「だから、いろいろあったのよ。神宮司くんこそ、どうしてこんなところに？」

			「おれにはたいした事情はねえよ。まあ、折角の機会だ。近況報告と行こうぜ。正直、飯野を呼んだのは、話を聞きたかったってのもあるんだよな。探索隊のやつらがどうしてるのか、知ってることを教えてくれよ」

			「わかったわ」

			　断る理由はない。わたしたちは近況を報告し合った。

			　そのなかでわかったが、神宮司くんは、バン子爵をはじめとした貴族に誘われて、ひとりでこちらにやってきたらしい。すでにいくつかの貴族のところを転々としているのだそうだ。

			「おれみたいなのは他にも何人かいるみたいだな。大抵は貴族に生活を世話してもらう代わりに、領軍と一緒にモンスターの討とう伐ばつをしてるらしい」

			「神宮司くんも？」

			「まあな。何度か兵士を率いて戦ったぜ。って言っても、万にも届く軍勢を抱えている大貴族と違って、ここらの貴族の領軍は掻かき集めても数百程度しかいないから、おれが連れてったのなんてたかが知れてるけどな」

			「このあたりの貴族領はあんまり大きくないものね」

			「他にも貴族の厄やつ介かいになることなく、村を転々としてるやつらもいるみたいだ。『おれたちは困っている人たちのために戦ってるんだ』ってな。おれみたいなちゃらんぽらんとは違って、志の高いやつらだよ」

			「そうなんだ」

			　これは思わぬ収穫だった。

			　この地域に散らばっているという、離脱組の生徒たちについては気にしていた。そのひとりである神宮司くんに会えただけでなく、他の生徒たちの情報を得られたのは運が良い。

			「ひょっとして、神宮司くんは居場所を知ってたりする？」

			「ん？　……んーん。まぁな。たいした数じゃあねえが……」

			「本当に!?　だったら教えて！」

			　わたしが前のめりになると、神宮司くんは面食らった顔をした。

			「お、おお。別にいいけど、なにかあったのか」

			「うん。神宮司くんは偽勇者の噂話は知ってる？」

			　はやる気持ちを抑えて、わたしは尋ねた。

			「ああ。そういう話があることは」

			「それなら話が早いわ。実はわたしは、偽勇者の噂話を調査するためにこっちに来たのよ」

			「へえ。そりゃ酔狂な。いや、飯野らしい話だけどよ」

			「まぜっかえさないで。真剣な話なんだから。偽勇者の噂話が広がったことで、わたしたちが偽者と勘違いされてしまう可能性が出てきていてね。警告ができたらいいなと思うのよ」

			　そういうことかと納得した様子の神宮司くんに、今度はわたしから話をした。

			　チリア砦とりでへの訪問。樹海深部への救援。帰還して知ったチリア砦襲しゆう撃げきの顛てん末まつと、その後の真島とのいざこざと和解。そして、探索隊への帰還と、偽勇者の調査に出た経緯まで。

			「そういうことね。状況は理解した」

			　話をしているうちに酔いが醒めてきたのか、落ち着いた物腰で神宮司くんは相あい槌づちを打った。

			「確認するが、飯野はまだおれ以外の離脱組連中とは会えていないんだな？」

			「ええ。それなりの範囲を移動したんだけれど。帝国領も広いから」

			「……ふぅん」

			「だから教えてほしいの」

			　思案げに目を細めた神宮司くんに、わたしは頼み込んだ。

			「それはもちろん、かまわないけどな」

			「本当に？　ありがとう！」

			「礼なんていらねえよ。仲間だろ」

			　さらりと言って、神宮司くんは他の離脱組がいるという場所を教えてくれた。

			　わたしは頭のなかに地図を広げて、その場所を確認する。さいわいなことに、現在ゴードンさんたち聖堂騎士団第二部隊のいるところから、そう離れていない。これなら、ゴードンさんたちに声をかけてから向かうことも、彼らと一緒に移動することも可能だろう。

			　そんなことを考えていると、神宮司くんが付け加えた。

			「ただ、会えるかどうかはわからないけどな」

			「……えっと？　あ、そっか。移動してるかもしれないものね」

			　言われてみれば、確かに。わたしも神宮司くんも、ひとところにじっとしてはいない。

			　その村にいるという離脱組の生徒も、同じように移動していてもおかしくなかった。

			　行ってみたらもういなくなっていましたという可能性も十分にあるわけだ。

			「だとすると、戻ったらすぐに出ないといけないわね。わたしだけで先行したほうがいいかな？　ううん、それだと要らない勘違いが起きる可能性もあるわね。やっぱり、ゴードンさんたちに相談して一緒に来てもらうのが一番安心……」

			「なあ、飯野」

			　今後の予定について思い巡らせていると、神宮司くんが声をかけてきた。

			「あ。ごめんなさい。なに？」

			　我に返って、わたしは尋ね返した。しかし、返答はなかった。

			「神宮司くん？」

			　話し掛けておきながら、神宮司くんは床に目を落として黙り込んでいた。

			　なにか考え込んでいる風ふ情ぜいだった。

			「どうしたの？」

			　しばらくしてから、神宮司くんは伏せていた目を上げた。

			「おれと一緒に来ないか」

			「……え？」

			　唐突な誘い文句に、わたしは目を丸くした。

			　なにかわかりづらい冗談かと思ったけれど、神宮司くんは真剣だった。

			「別に変な意味じゃねえぜ。いや、変な意味でも全然かまわねえんだけど、いまのはそういう意味じゃねえ。協力してほしいんだよ」

			「……どういうこと？」

			「実のところ、おれはただぶらぶらしてたわけじゃない。おれは……」

			　ほんの一瞬、躊躇ためらってから、神宮司くんは思い切った様子で告げてきた。

			「どうにかして、元いた世界に帰るつもりでいるんだ。飯野にはその協力をしてほしい」

			「元いた世界に……帰る？」

			　背筋が粟あわ立だつのを感じた。

			　十文字くんのことを思い出したせいだった。

			「神宮司くん、あなた、もしかして……」

			「ああ。勘違いすんな。おれは十文字とは違う」

			　これまでの経緯について話す際に、わたしはチリア砦とりでの騒動についても話していた。

			　神宮司くんも十文字くんがなにを考え、なにをしたのかは知っていた。

			「あいつは馬鹿だ。仲間を殺してでも元の世界に帰る？　そんなの許されるわけねえだろうが」

			　わたしはびくりとしてしまった。神宮司くんの声が、本気の怒気を滲にじませていたからだ。

			「おれたちは何人生き残ってる？　１００人か？　２００人か？　転移してきたのが１０００人いて、どれだけが死んだ？　おれは十文字の野郎とは違う。みんなで元の世界に帰るんだ」

			　強い意志の感じられる言葉だった。

			　当たり前のことだけれど、この世界に転移してきたみんな、それぞれの考えに基づいて行動をしているのだ。探索隊のように集団行動を選んだ者よりも、そこから離れた者にこそ、特にその傾向は強いのかもしれない。嫌なやつだけど、同時に強い目をした、生真面目な誰かのことが脳裏に過よぎった。あいつがそうであるように、神宮司くんも独自に動いているのだ。

			「……どうしようって言うの？」

			「具体的には決まってない。前例のないことをしようってんだ。ただ、無理だとも思わない。実際、おれらはこの世界に来た。だったら、帰ることだってできるはずだ。たとえば、やり方はクソだったにせよ、十文字の理屈にも一定の説得力はあるしな」

			　わたしたち転移者には、望みを叶かなえる力があるのだという。

			　十文字くんは元の世界に帰るという自分の望みを叶えるために、同じ転移者を殺して『経験値』にしようとした。やり方の良し悪しは別にして、わたしたちの力で世界を越えようとした彼の発想には可能性がある。少なくとも、十文字くんはそう判断した。

			　だったら、他の方法もあるかもしれない。他の転移者を犠牲にしないような方法が。神宮司くんは、そう考えているのだろう。

			「それに、聖堂教会も胡う散さん臭くさい。おれたちの能力が願いを元にしているってことについて、公には隠していたわけだろう？　他にも隠していることがあるかもしれねえ。たとえば、帰る方法についてもな」

			　もうすっかり、神宮司くんは酔いが抜けた様子だった。

			「とにかく情報を集めなけりゃならねえ。帝都が一番情報を集められるだろうが、右も左もわからないままで行けば、自分が騙だまされているのかどうかも判断が付かないからな。まずは、最低限の知識を得るために、いろいろ回ってるってわけだ。そりゃまあ、重要な情報は得られないかもしれねえけど、帝都に行く前になるべく情報を集めておけば、必要な情報にアテが付けられるかもしれねえし、なにか隠されたときに違和感にも気付ける可能性があるからな」

			　散々考え抜いたことだからだろう。すらすらと淀みなく神宮司くんは語った。

			　わたしは今更ながら、神宮司くんの部屋に、いくつか本が重ねて置いてあることに気付いた。

			　バン子爵の蔵書だろうか。そういえば、神宮司くんは貴族のもとを転々としていたと言っていた。それにも、きちんと理由があったというわけだ。

			「すでに信頼できる何人かに声をかけてある。そんなに数はいねえけど、おれたちはこの世界で勇者として扱われている。うまく動けば、必要な情報に触れることも無理じゃないはずさ」

			　神宮司くんはわたしの目を見詰めた。

			「飯野が一緒に来てくれれば心強い」

			「神宮司くん……」

			「駄目か？」

			　わたしは一瞬、返事をするのを躊躇ためらった。それくらい、神宮司くんは真しん摯しな顔をしていた。

			　けれど、最終的にはかぶりを振った。

			「……飯野」

			「ごめんなさい。わたしには、まずやらなければいけないことがあるから」

			　確かに神宮司くんの話は魅力的だった。

			　わたしにだって、元の世界に帰りたい願望がないわけじゃない。

			　けれど、わたしには、知ってしまった悪事を見逃すことはできなかった。自分たちが元の世界に戻れなくても命が失われるわけではないけれど、偽勇者の件は放っておけば被害が出る。どちらが優先されるかと言えば、わたしにとっては決まっていた。

			「……そっか」

			　神宮司くんは深々と溜め息をついた。そして、にかりと笑った。

			「あーぁ、振られちまったよ」

			「ごめんなさい」

			「仕方ねえよ。みんなそれぞれ、大事なもんはあるもんだ」

			　あっさりとしたものだった。それだけに申し訳なさが募った。

			「そんな顔すんなって」

			「ごめんね、神宮司くん」

			「気にすんな。あ。ただし、この話は……」

			「内緒ね。わかったわ」

			　聖堂教会を疑っているのなら、おおっぴらにはしないほうがいいだろう。

			「ありがとよ」

			　安心したように笑った神宮司くんは、照れたように目を逸らした。

			「まあ、あれだ。もしも帰る方法がわかったら、ちゃんと教えてやるからそこも安心しとけ」

			「ありがとう」

			　ふふっと笑みが漏れた。いい加減なところはあるけれど、仲間思いの良い人なのだった。

			「神宮司くんって、ほんといい人だよね」

			「女の子から言われると、とても微妙な気持ちになる台詞せりふをありがとう」

			「え？」

			「わかってねえのか。これは、渡辺わたなべのやつも空回りしたわけだ」

			　神宮司くんは苦笑いを浮かべた。

			「いや。でも、仕方がねえか」

			　と、その笑みが悪戯いたずらっぽいものに変わった。

			　なにやら嫌な予感がしたわたしに、神宮司くんは言った。

			「飯野には好きなやつがいるんだもんな。おれも振られちまったし。妬やけるね」

			「は？　なにそれ」

			　なにを言われているのか本気でわからずに眉を寄せたわたしに、神宮司くんはいやらしい笑みを浮かべてみせた。

			「だから、真島だよ。好きなんじゃねえの？」

			「は？」

			　わたしはぽかんとした。

			　数秒して、意味が頭に浸透すると、顔に熱が集まるのを感じた。

			「なっ、ななななっ、なに言ってんの!?　違うわよ！　なんでそうなるの!?」

			「だって、明らかに話してるときの感じが違ったぞ。気付いてなかったのか？」

			　きょとんとして言われてしまう。ますます顔の熱が強くなった。

			　もちろん、怒りのためだ。

			　とんでもない勘違いをされては、怒らないわけがない。これはそういうことなのだ。

			「違うわよ！　わたしはあいつのこと嫌いだし！」

			　確かに、これまでの経緯を話したときに、真島のこともちょっと触れたけれど……。

			　あいつが勘違いされないように、チリア砦とりで襲しゆう撃げきとは無関係だってことも、きちんと説明したけれど……。

			　それはただ、間違ったことが許せないだけだ。ただ、それだけのことなのだ。

			「それはまあ？　嫌なやつって意味では意識してるけどね」

			「ふぅん」

			「……なによ、その顔」

			「別に。まあ、おれには真島とやらの価値観は理解できねえけど、いいんじゃねえの。惚ほれた腫はれたは理屈じゃねえもんな」

			「だーかーらー」

			　駄目だ、話が通じない。完全に面白がっている。

			　これ以上、なにか変なことを言ったらぶっ飛ばすと、わたしが内心物騒なことを考えていると、神宮司くんは不意に表情を引き締めた。

			「なあ、飯野」

			「なによ」

			　棘のある口調でわたしは返したけれど、神宮司くんは至極真面目な調子で言った。

			「これから先、大変なことがあるかもしれない。だけど、折れるなよ」

			「え？」

			　わたしは目を丸めた。

			「どういうこと？」

			「……まあ、なんというかな」

			　神宮司くんは曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

			「特別な力があるにしても、この世界が過酷なことは変わらねえだろ。飯野は女の子だし、心配すんのは当たり前っつーか」

			「一対一ならわたしに勝てる人なんていないよ。むしろ、神宮司くんのほうが心配」

			「言ってくれるなぁ」

			　神宮司くんは苦笑していた。

			　もちろん、憎まれ口を叩きはしたものの、彼が本気で心配してくれていることはわかっていた。だから、内心でわたしは感謝していた。

			「神宮司くんも気を付けてね」

			「ああ、ありがとな」

			　

			　次の日、わたしは神宮司くんに別れを告げ、ゴードンさんたち聖堂騎士団第二部隊のもとに戻った。さらにその翌日、偽勇者に関する警告を伝えるために、離脱組の生徒たちがいるという村へ向かったのだった。

		

	
		
			07　長姉からみた次妹の恋路　～リリィ視点～

			　

			　現状、村には人手が足りていない。

			　小さいとはいえ村ひとつ、子供を除けば10名そこそこで維持するのには無理がある。どうしたものか、村では頭を悩ませていたのだけれど、数日前、この問題に解決の兆しが見えた。

			　隣村のメルヴィンさんが人手を寄よ越こしてくれたのだ。ご主人様がフィリップさんから援助を確約してもらい、村を復興させる方向で動き出せるようになったためだった。

			　もちろん、これには多少の懸け念ねんがあった。

			　なにしろ、この村ではわたしたちの抱える事情を隠していない。

			　いずれは避けられないこととはいえ、外から人手を入れるのにはリスクがあった。

			　もっとも、そのあたりは人を寄越してくれたメルヴィンさんも考慮してくれていたのだろう。やってきたエルフたちは、ガーベラやロビビアのような見た目にモンスターらしい特徴を持つ子たちにも、嫌悪の目を向けることはなかった。

			　どうも族長であるメルヴィンさんが、よく言い含めてくれていたらしい。また、その妻であるリアさんが率先して、モンスターであるわたしたちに親身な態度を取ってくれていることも大きかったのだろう。加えて、やってきたエルフたちは、群青兎討とう伐ばつで一緒になったり、村での模擬戦でご主人様と剣を交えたときに見た顔ばかりで、人選にも気を遣ってくれたことが窺うかがえた。このぶんなら、問題は起こらないだろう。

			　新しくやってきたエルフたちの指示はリアさんがすることになり、手が回っていなかった畑の世話などをしてもらっていた。

			　ただ、それでも人手不足なのは変わらないので、村の防衛はわたしたちが引き続き担当することになった。

			　もっとも、そのわたしたちにしたところで、頭数は少ない。さいわい、ご主人様やシランさんなど広域の関知能力持ちが何人かいるので、村人たちに被害が出ないようにはできるだろうけれど、村の施設などまで守り切れるかといえば微妙なところだった。

			　村の今後を考えるなら、なるべくなら物的な損害は避けたい。となれば、モンスターの襲しゆう撃げきを受ける前の予防策が重要になってくる。

			　具体的にいえば、周辺地域のモンスターの討伐だ。

			　いま、わたしが森のなかを歩いているのは、そうした事情があってのことだった。

			　狼の嗅きゆう覚かくを擬ぎ態たいして、あたりを警戒しながら歩いていく。

			　うしろには、ご主人様が続いていた。森のなかは薄暗いのでほとんど目立たないが、あたりには感知魔法である『霧きりの仮宿』が展開されている。

			　ご主人様の『霧の仮宿』はそれなりに広域をカバーでき、わたしの嗅覚は風向きなどの条件によっては、より遠くの異常も感知可能だ。村に残した戦力との兼ね合いも考えて、ロビビアもついてきているので、戦力的にも不安のない布陣だった。

			　それに加えて、今日はサルビアさんが顔を出していた。

			「旦那様はもうすっかりこの魔法に慣れたわね」

			　上機嫌で言うサルビアさんは、歩を進めるご主人様の斜め上をふよふよと移動している。

			　なんとなく、紐ひものついた風船を思わせる光景だった。

			「まあ、ずいぶんと持続時間は長くなったな」

			「習熟して無駄がなくなった証拠ね。これほど早いとは思わなかったわ。才能ね」

			「というより、相性が良かったんだろうな」

			　称賛の言葉に、さらりとご主人様は返した。

			　謙けん遜そんというより、本当にそう思っている口調だった。

			　実際、ご主人様はあまり魔法に適性のあるほうではない。

			　というより、私情を挟まず評価すれば、戦闘全般の才能が平凡だった。

			　才能がないわけではないが、取り立てて特筆するような輝きがあるわけではない。割と早いうちに魔力を扱えるようになったのも、才能があったからというよりは、命懸けの状況を何度も潜り抜けた経験が大きいだろう。

			　たとえば、魔力を早く扱えるようになったのは、風ふう船せん狐ぎつねと鉄砲蔓つるに殺されかけたときにガーベラから受けた魔力供給の副作用だ。また、現状の切り札である白い蜘く蛛もの力の再現だって、狂獣との戦いで火事場の馬鹿力的に目覚めた力で、オマケに元いた世界での記憶を失うリスクを負っている。

			　そもそも、戦えるようになったのだって、事情を知らなければ正気とは思えないような過酷な訓練あってのことだ。あれだけやれば、誰だってそれなりに戦えるようになるだろう。

			　もちろん、それだけの鍛たん錬れんに堪たえられるかどうかは、また別の問題だ。

			　わたしたちのことを想って、ご主人様は歯を食いしばって頑張ってくれた。それは、他の誰にも真似できないことで、そうした不断の努力を重ねたからこそ、ご主人様はアサリナの戦闘補助を確立し、サルビアさんの『霧きりの仮宿』の魔法を習得できたと言える。

			　とはいえ、それらはご主人様の才能が平凡なものである事実を否定するものではない。

			　そうして考えてみると、こと『霧の仮宿』についての習得具合は飛び抜けていた。

			「うふふ。わたしと旦那様はとっても相性が良いということね」

			　嬉しそうにサルビアさんが笑った。

			「確かに、そうかもしれないわね。旦那様のなかは、とても居心地が良いもの。ねえ、アサリナちゃん」

			「サーマー」

			　同意するようにアサリナが鳴いて、蔓つるの体をぐねぐねと揺らした。

			「いいなー、ふたりとも。わたしもご主人様のなかに入ってみたい」

			　わたしも話の輪に加わると、ご主人様が困ったような顔をした。

			「なに言っているんだか」

			「えー。だって、どんな感じなのか気になるよ？　ねえ、ロビビア？」

			「うぇ!?　……お、おれは、別に」

			　ロビビアは動揺した様子を見せた。ひょっとすると、この子も同じことを考えていたのかもしれない。そんなわたしたちを見て、ご主人様は苦笑をこぼしていた。

			「まあ、いくら相性が良くても、そろそろ打ち止めだけどな」

			　森を歩き始めて小一時間は経っている。効率よく展開したところで、長時間使用していればさすがに魔力も消しよう耗もうする。

			「そうだねー。いい時間だし、帰ろっか」

			　モンスターとも何度か遭そう遇ぐうして、討とう伐ばつすることができた。結果は上々と言えるだろう。わたしたちは帰路に就くことにした。

			　村に足を向けたところで、ロビビアがご主人様の服の裾すそを引いた。

			「なあ、孝弘。魔力がないってのはわかったけど、体力のほうはどうなんだ」

			　似たような質問は、これで今日何度目だったか。

			「お前、貧弱なんだから、なにかあれば早く言えよ」

			　ドラゴンのロビビアからすれば、余程、人間であるご主人様の体は弱々しく思えるらしい。口調はぶっきらぼうで、言い方には遠慮がないが、それは気遣いの言葉だった。

			　意外と心配性な彼女に、ご主人様は優しい笑みを返した。

			「大丈夫だよ。ただ、返り血を浴びたから、ちょっと体を洗いたいな」

			　今日は実戦訓練も兼ねて、ご主人様がモンスターと戦った。結果、戦闘自体は危うげなく終わったのだけれど、かなりの返り血を浴びてしまっていた。

			　拭ぬぐいはしたものの、臭いが残っているし、かぴかぴしていて気持ち悪いのだろう。眉を顰ひそめたご主人様に、ロビビアがぶっきらぼうに言った。

			「自業自得だ。おれならあんなの一口なのに」

			「譲ってもらってありがとうな」

			「別に。おれはなんにもしてねえし」

			「そんなことはない。万が一のことがあったら困るからな。そのために、ロビビアを呼んだんだ。来てくれて助かったよ」

			「……ふん」

			　鼻を鳴らしたロビビアは、ご主人様の服の裾を引っ張ると、二の腕のあたりにぐいぐい頭を押し付けた。懐いているのか反発しているのかわかりづらい仕草だが、これは照れ隠しの仕草だった。おおかた、頼まれてこうして出てきたのに暇で、ちょっと拗すねていたのだろう。かまってもらえたことで、機嫌を直したらしかった。

			　そんな子供っぽい彼女の姿を見て、ふとわたしは口を開いた。

			「そういえば、ご主人様。最近、たまに村の子供の相手をしているけど、どんな感じ？」

			「ん？　そうだな。良い子ばかりだよ」

			　ご主人様はロビビアに向けていた目をこちらに向けた。

			「リリィも行ってみたらどうだ。この間はガーベラが顔を出してたぞ」

			「んー。そうだね。重体だった人たちの体調も落ち着いたし、顔を出してみるのも良いかな。あ、ロビビアも行く？」

			「お、おれ!?」

			　思い立って話を振ってみると、ロビビアがびくっとした。

			「お、おれはいい。要らない」

			　赤い髪を揺らして首を振る。なにかとんでもないことでも言われたかのような顔をしていた。反応が可愛かわいらしくて、わたしはくすりとしてしまう。

			「えー。たまにはいいんじゃない？　本当に小さい子たちばかりだから、ロビビアだって、お姉ちゃんだよ」

			「お、お姉ちゃん……？」

			　赤い顔でロビビアが言う。末の妹である彼女のこと、姉という単語には少し心揺らされるものがあったのかもしれない。
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			「おれが、お姉ちゃん……」

			「そうだよ。たまには、そういうのもいいんじゃないかな。ねえ、ご主人様？」

			　あと一押しと言ったところか。わたしはご主人様に水を向けた。

			　けれど、予想していた反応はなかった。不思議に思い、わたしは首を傾げた。

			「どしたの、ご主人様」

			「……え？」

			　遅れてご主人様は首を横に振った。

			「あー。いや、なんでもない」

			「ふぅん？」

			　なんだろうか。なにか考え事でもしている風情だったけれど。

			　少し気になる反応だった。

			「それで、なんだ？」

			「あ。うん」

			　ご主人様が促うながしてきたので、とりあえず疑問は脇に置いておく。尋ねられたことに答えた。

			「ほら。子供たちのところに顔を出すって話。ロビビアも一緒に行ったらどうかと思ったの」

			「ああ、そういう話か。いいんじゃないか」

			「だよねー。あ。でも、あまり大勢で押しかけるのもなんだったりするのかな。わたしとロビビアが行って、もともと加藤さんは子供たちの世話をしてくれてるし、ご主人様に一緒してもらって――」

			　指折り数えつつ、続ける。

			「――あとはローズも一緒なんでしょ」

			「……あー、まあ。そうだな」

			　相あい槌づちを打ったご主人様が、そこで視線を逸らした。

			　どことなく引っ掛かる反応だった。

			「ねえ、ご主人様」

			　わたしは呼び掛けて、ご主人様の横顔をまじまじと見詰めた。

			「ローズとなにかあった？」

			「……なにもないけど」

			　なにもなかったらしい。その割に、視線は合わないけれど。

			「ふぅん？」

			　わたしが首を傾げたところで、ロビビアがご主人様の手を引いた。

			「なあ、孝弘。村の子供の相手してるとこって、孝弘もいるんだよな」

			　彼女にしてみれば、ご主人様の妙な反応よりも、こちらのほうが気になったらしい。ご主人様が少しほっとした顔をした。

			「ああ、たまに顔を出すくらいだけどな。ロビビアが行くなら時間を合わせるけど。来るか？」

			「……み、見るだけなら」

			「なんだそれ」

			　人見知りをするロビビアに、ご主人様が肩を揺らす。そのまま、ふたりは話を始めた。

			　その間に、わたしは少し歩調を緩めた。

			　目の合ったサルビアさんを手招きする。

			「ローズの話、実際のところはどうなの？」

			　こっそりと尋ねた。

			　魔力温存のために普段は引っ込んでいるサルビアさんだが、数日に一度は外に出てくる。わたしはまだ、ローズと一緒に子供の相手をするご主人様をこの目で見る機会がないけれど、サルビアさんならひょっとしてと思ったのだ。

			「そうねえ」

			　サルビアさんは苦笑すると、抑えた声で答えてくれた。

			「最近、旦那様はローズさんのことを、少し意識しているみたいね」

			「……なるほど」

			　それであの反応かと、わたしは納得した。

			　詳しいことは知らないが、今回の件についても、ローズを応援する加藤さんあたりが動いているのだろう。さっきの少し不審なご主人様の反応は、そうした作戦が実を結びつつあるということであるらしい。

			　そこまで考えて、わたしは小さく眉を寄せた。

			「……それだけ？」

			「いまのところは」

			「そっか」

			　つまり、わたしの可愛かわいい妹の恋愛模様は、前進はしているけれど、まだ決定的なところまでは進んでいないらしい。むーっとわたしは唇を尖らせた。

			　正直なところ、じれったい。

			　そもそも、ローズはわたしよりは数日遅れたとはいえ、最初期からご主人様の傍そばにいたのだ。

			　あの子は、ご主人様の一番つらかった時期を、わたしと一緒に支えていた。はっきり言えば、ローズに対するご主人様の信頼と好意は、もうずっと前から、わたしに対するものとほとんど変わらない。

			　それが証拠に、思い返してみればいい。無味乾燥な木製人形から、可愛らしい少女のお人形さんへ。ローズがちょっとずつ変化を見せるたびに、ご主人様は動揺した様子を見せていた。加藤さんの手を借りつつ、ローズが積み重ねてきた恋愛攻勢は、ほぼすべてがクリティカル・ヒットだったと言っていい。ご主人様にとって、それくらいにローズは特別なのだ。

			　それがいまだに恋愛感情に進展していない大きな原因は、想いを寄せるローズが、自分の感情に確信を持てていないところにあるのだろう。

			　自分がご主人様のことを好きかどうかわからない。

			　薄々そうかもしれないと思ってはいるのだろうけれど、確信が持てていない。

			　察するに、そんなところだろう。

			　律りち儀ぎなローズのことだ。そんな状態では、ご主人様に好意を告げることなんてできなくても仕方なかった。

			　また、ご主人様はご主人様で、元の世界の感覚をいまだに引きずっているところがあるので、自分の気持ちにブレーキをかけてしまっているのだろう。

			　結果、お互いにどきどきしながらも、好意を告げられずにいるのだった。

			「あー、もどかしいなぁ。もっとこう、がーっと行っちゃえばいいのに」

			「……あらまあ。なんだか、とても実感がこもった言葉」

			　サルビアさんは頬ほおを少し染めて、口元を押さえた。

			「まあ、気持ちはわかるけれどね。人にはそれぞれのペースがあるものよ。リリィさんだって、それがわかっているから見守っているんでしょう？」

			「……そうなんだけどね」

			　ふたりの気持ちは最大限尊重したい。

			　わたしはそう思っているし、加藤さんあたりも同じ気持ちだろう。

			　そうでなければ、彼女のことだ。もっと効率良くことを進めたに違いない。

			　見ているとじれったいが、それでも時計の針は前に進んでいるのだ。

			　その日はいずれやってくる。

			　

			　ゆっくりとでも前進を続けているローズが、自分の気持ちに確信を持てるのが早いか。

			　それとも、ガタつきつつあるご主人様の心のブレーキが外れてしまうのが先なのか。

			　前を行くご主人様の背中を眺めながら、わたしはその日のことを楽しみに思うのだった。

		

	
		
			08　日暮れ

			　

			　ふとした瞬間に「やっぱり」と思う。

			　最近ずっと、そんな日が続いている。

			　

			「それじゃあ、みんな、今度はここからここまでだよ」

			　元気よくリリィが言う。その手は、見やすく大きな文字が描かれた紙を広げていた。

			　視線の先には、テーブルについた幼い子供たちの姿がある。その様子を確かめて、リリィはにっこりした。

			「よーし。しっかり見て、書いてみよっか！」

			　――切っ掛けは一冊の絵本だった。

			　以前に文字を覚えるために町で購入したものを、リリィが持ち出してきたのだ。読み聞かせの最さい中ちゆう、年長のひとりが文字に興味を示したことで、この『授業』が始まった。

			　娯ご楽らくの少ないこの世界のこと、物珍しい遊びのようにも感じられるのかもしれない。子供たちのうちの何人かは、熱心に文字の練習に励はげんでいた。

			　もちろん、向き不向きというものはある。それは、子供かどうかは関係なくだ。

			「あ。ローズ、そこ、違うよ」

			「そ、そうですか？」

			　ローズもまた、文字の書き取りに参加したひとりだった。どうやら以前から、いつか挑戦しようとは考えていたらしい。

			「ええと、姉様、どこでしょうか？」

			「ここのとこ、形が違うでしょ」

			　リリィが指摘すると、ローズはじっと自分の書いた文字を見詰めた。

			　さすがは手先が器用なだけあって、とても綺き麗れいな字が並んでいる。ただし、文字そのものへの馴染みがないせいか、覚えるのに手こずっているようだった。

			「大変だの」

			　少し遠くからそうした光景を眺めて、ガーベラが言った。ちなみに、最初から彼女は文字の勉強には参加せず、もっと小さな子供の面倒をみている。

			「その文字とやら、すべてを覚えたうえで、組み合わせることで意味を為すのであろ。まったく、よくもまあ、そんな大変な物事を為せるものだ」

			「なせるものだー」

			　ガーベラが抱っこしている女の子が真似をした。ちなみに、彼女は最初にガーベラを見たときに泣き出してしまった子のひとりだったりする。意外と懐かれるまで早かったのは、無邪気なところのあるガーベラの性格が、子供心にも好ましいものだったからかもしれない。

			　ローズは声をあげた女の子に微ほほ笑えみを浮かべてから、こちらに視線を向けてきた。

			「よく姉様は、あのように早く文字を習得されたものです。同じ眷けん属ぞくとして感心します」

			「こういうのは興味のあるなしが大きいからな」

			　知識を得る際に一番大事なのは、その物事に興味を抱いていることだ。結局のところ、楽しむこと以上に学習能力を向上させる方法はない。

			「同じ眷属と言っても、リリィの場合は、水島さんに引っ張られていたところも大きい。別人格であっても、趣しゆ味み嗜し好こうは影響し合っているみたいだしな」

			「興味ですか」

			　ローズは視線をやや上に向けて、少し考える様子を見せた。

			　そして、視線が再びこちらを向いた。

			「それでは、ひとつ教えていただきたいことがあります」

			　花のような微笑みが口許に浮かんでいた。

			「ご主人様のお名前は、この世界の文字でどのように書くのでしょうか」

			「――あ、ああ。おれの名前か。いいよ」

			　意外なお願いに、答えるのが一拍遅れた。

			「これでいいか」

			「あ。申し訳ありません。ご主人様の元いた世界での文字でもお願いできませんか」

			　要望の通りに書いて渡してやる。

			「ありがとうございます。これがご主人様の……ああ、確かにこれなら覚えられそうです」

			　おれの名前がふたつの言語で書かれた紙を胸元に抱いて、ローズは幸せそうに笑った。

			　眩まぶしい笑顔だった。なんとなく見ていられなくて、おれは視線を逸らしてしまう。

			　視界の端に、ローズが少し不思議そうにするのが見えた。

			　そこにガーベラが話し掛けた。

			「おお。それが、主殿の名前か。妾わらわにも見せてくれ」

			「ガーベラ。ええ。かまいませんよ」

			　ふたりがやりとりを交わし始め、おれは少しほっとする。

			　そんな自分に気付いて、頬ほおを掻かく。何度目かわからない想いが胸に過よぎる。

			　……これはやっぱり、そういうことなのだろうかと。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日課の訓練を終えて、汗を流す。そのあとで、おれは外の空気を吸いに外に出た。

			　空は綺き麗れいなオレンジ色に染まり、夕日は半分沈みかけている。

			「お、主殿」

			　丁度、帰ってきたところだったガーベラに声をかけられた。真っ白い体が、綺き麗れいな夕焼け色に染まっている。

			「そろそろ夕飯であろ。どこかに行くのかの」

			「いや。ちょっと外の空気を吸いに出てきただけだ。ガーベラはどうした？」

			「妾わらわは村の警備が終わったところだ。シランと交代して戻ってきた」

			「そうか。お疲れ様」

			「うむ」

			　ガーベラが近付いてくる。その手が伸びてきた。

			「……なんだ？」

			　頭を触られた。撫なでるとかではなく、子供が玩具に触れるようにぺたぺた触れられる。

			「湿っておるな」

			「風呂に入ったからな」

			　風呂と言っても、大きな桶おけに水を溜めて、ローズ作の模造魔石を組み合わせた単純なものだ。ひとつ村にも提供したところ、とても喜ばれている。

			「むぅ。そうか、風呂に」

			　ガーベラが唇を尖らせた。

			「だったら、もう少し早く帰ってくればよかったかの」

			「どういう意味だ」

			「そういう意味だ」

			　蜘く蛛も脚がきちりと鳴った。

			「体を洗うのを、主殿に手伝ってほしかったのだがの」

			「……いや。お前の体洗うの、けっこう大変だからな？」

			　おれは半眼になった。

			　蜘蛛の体には汗を掻かくわけでもないので、大抵、ガーベラは上半身を拭うだけで済ませている。ただ、少しずつ汚れるために、たまには風呂に入らなければならない。

			　ガーベラの蜘蛛の体は、人に比べて大きい。そのうえ、長い毛が生えている。状況としては、大型犬のお風呂みたいなものだ。それも、何倍も大変な。乾かすところまで入れれば、１時間以上かかってしまう。

			「下が面倒なら、上だけでも良いぞ」

			「おれが上を洗う意味はあんまりないだろ……」

			「あるぞ。妾が嬉しい」

			　むふふ、とガーベラはにやけた笑みを浮かべた。

			「主殿は嬉しくないのかの」

			「……ノー・コメントで」

			「主殿は奥ゆかしいな」

			　話をしている間も頭にぺたぺた触れていた手が、頬ほおにまで降りてくる。

			　その手が不意に引っ込められた。

			「む？」

			　ガーベラがこうべを巡らせた。

			　そこに、通りがかったふたり組の村人の姿があった。

			「あ！　孝弘様！」

			「お疲れ様です。先程は訓練に付き合っていただきありがとうございました」

			　一方は、ここケド村のエルフで、もう一方は隣のラファ村からの出向組のひとりだった。ふたりでひとつの大きな木箱を運んでいる。

			「それに、ガーベラさんも。村の周囲の見張り、お疲れ様です」

			「うむ」

			　特に怯おびえた様子もなく、ガーベラにも声をかけてくる。

			　ガーベラが鷹おう揚ように頷うなずくのに続けて、おれは尋ねた。

			「お疲れ様です。なにを運んでいるんですか」

			「ラファ村からの物資です！」

			　答えたのは、ケド村のエルフだった。返答にはずいぶんと気合いが入っている。

			「先程、届きましたので、その運搬をしております！」

			「ああ……」

			　この間の会合で、フィリップさんには物資の支援の約束を取り付けてある。現状で足りない分については、隣のラファ村から借りておいて、支援が出た時点で返す予定にしていた。

			「……あれ？　確かケイがラファ村から借りた物資のリストを作っていたと思いますが、そちらは終わったんですか。ずいぶんと早いですが」

			「あ。いえ。それはまだです。ただ、もう暗くなってきましたので、記録が終わったものから運ぼうという話になりまして」

			「そうでしたか。お疲れ様です。おれになにか手伝えることはありますか？」

			「え？　いえ！　そんな！　孝弘様に手伝っていただくなんて！」

			　とんでもないとばかりに首を横に振る。

			　その拍子に、箱を持つふたりのバランスが崩れた。

			「おっ、わっ!?」

			　慌てた声があがった。咄とつ嗟さに、おれはふたりを支えようとする。

			　しかし、その前にガーベラが動いた。

			「……危ないな。気を付けよ」

			　長く伸びた蜘く蛛も脚が、倒れ込んできた木箱を器用に支えていた。

			　その間に、ふたりはバランスを取り直す。

			「あ、ありがとうございます」

			「ったく、お前は」

			　もうひとりのエルフが呆れたように言って、蜘く蛛も脚を引っ込めるガーベラに礼を言った。

			「ありがとうございます、ガーベラさん」

			　続けて、おれに向かっても頭を下げる。

			「孝弘様も。お見苦しいところをお見せしました」

			　相方ほど大おお袈げ裟さではないものの、親しみと敬意のこもった態度だった。

			「それでは失礼します」

			　今度こそ慎重に箱を抱え直して、ふたりは去っていく。

			　見送ったガーベラが、ふむと鼻を鳴らした。

			「なにか変な気分だの。妾がこのように、人の集落で普通に接される日が来ようとは」

			「そうだな。おれもちょっと変な感じがするよ」

			　人の世界に足を踏み入れてから、ガーベラはずっと人目を避けてきた。

			　おれも彼女や他の眷けん属ぞくが見付からないように、注意を払ってきた。

			　こうして受け入れられた事実は嬉しいが、同時に違和感も覚えてしまう。

			「しかし、きっとこれが普通になるのであろうな」

			　強い言葉に視線を向ければ、ガーベラもまたこちらを見詰めていた。

			「否いな。これを普通にするために努めるのだ。であろ？」

			「……そうだな」

			　おれも笑みを返した。

			　そこで、ふとガーベラがおれの背後に視線を向けた。

			　背後で扉が開く音がした。振り返ると、扉を押し開けたローズと目が合った。

			「ぁ……」

			　ローズは小さな声を漏らした。

			　わけもなく、どきりとした。そのせいで、声をかけるタイミングを失ってしまう。

			　ローズは扉を中途半端に開いたまま、動きを停めている。

			　そんなおれたちの様子を見て、ガーベラがきょとんとした。

			「ふむ？」

			　赤い目が、おれとローズとを見比べた。

			「……ふむ」

			　鼻を鳴らしたガーベラが、なにやら頷うなずいた。こちらに視線を向けてくる。

			「さてと。妾わらわはそろそろ戻ろうかの。主殿はまだ残るのだろ」

			　ガーベラの行動は素早かった。

			　ローズと入れ替わりに家のなかに入ると、さっさと扉を閉めてしまう。

			「ガーベラ……」

			「ではの。ご飯までには戻ってくるのだぞ」

			　ぱたりと扉が閉まって、ふたりだけが残された。

			　気を遣われたのだということは、すぐにわかった。

			　おれはローズと顔を見合わせた。途端に落ち着かない気持ちになり、視線を逸らした。

			「えっと……ローズはどうしたんだ」

			「その、ご主人様が……いえ。散歩でもしようかと思いまして」

			「そうか」

			「はい」

			　なんともぎこちないやりとりだった。

			　どうしてこんなふうになってしまっているのか。思い返してみても、なにか明確な切っ掛けがあったわけではなかった。

			　この村に滞在するようになってから、ローズと一緒にいる時間をよく取れるようになり、気が付けばこんなふうになっていた。他に人がいればともかく、このようにふたりきりになると、なんだか落ち着かなくなってしまう。

			　おかしな話だ。むしろ、これまではローズと一緒にいると、おれはいつだって穏やかで落ち着いた気持ちになったものだった。

			　それは半ば、刷り込みめいたものだったかもしれない。

			　生きるか死ぬか。明日のことさえわからなかった樹海での生活のなか、おれを守るとローズは言ってくれた。その献身が、どれだけ救いだったことか。

			　たとえば、いつかローズを抱き締めて眠った夜。あの穏やかさを、おれは生涯忘れることはないだろう。彼女が一緒にいてくれるだけで、おれは安心できたのだ。

			　いまだって、それは変わらない。

			　ただ、それだけでは済まなくなったというだけのことで。

			　出会った頃から時は流れて、ローズは変わった。

			　女の子になった。

			　可か憐れんで、健気で、一いち途ずで。ふとした瞬間に、あれ？　と思う。

			　眼まな差ざしとか。

			　態度とか。

			　なんとなく伝わってくるものがあったからだ。

			　もっとも、リリィやガーベラとは違い、ローズはなにも言ってこない。態度から推し量ろうにも、もともとローズはおれにとても好意的だったので、態度に滲にじんだ好意の微量な変化がどういった意味合いを持つのかは、かえって容易に判別が付けがたかった。

			　確かなことは、そうしたローズの態度を見て、女の子として意識してしまう自分がいることだけ。

			　ローズといると、どきどきする。

			　この感情はなんなのか。そう考えている時点で、もう答えは出ているようなものだ。

			　……けれど、そこでブレーキがかかる。

			　元の世界での常識が邪魔をする――というのもあるが、それだけではない。

			　それだけならば、まだ良かった。

			　もうひとつ、大きな原因があった。

			　それは、これまでのおれとローズの関係性だった。

			　ローズは忠誠心が強い。奉仕することに喜びを感じる性分だ。仮にそういった関係を求めれば、きっと受け入れてしまうだろう。たとえ、彼女がおれにそうした感情を抱いていなかったとしてもだ。

			　それは駄目だ。

			　そう思うから、どうしても踏み出すことを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

			　ある意味、これまで大事にしてきた主従としての関係性が、ここにきて邪魔をしていた。

			　結果、ぎこちなくなってしまったこの空気に、ローズが気付いていないはずもない。

			「その……ご主人様。わたしはなにかしてしまいましたでしょうか」

			　不安そうな声で尋ねてくる。白い長手袋に包まれた手が、エプロンの裾すそを握っていた。

			「そうじゃないよ」

			　おれはかぶりを振った。

			　伝えられない想いがあるにせよ、はっきりとさせておかなければならないことはあった。

			「違うんだ、ローズ。これはおれの側の問題というか……うまく言えないんだが、とにかく、不快とかじゃない」

			　これだけじゃ足りないかなと思って、付け足した。

			「ローズと一緒にいられるのは嬉しいよ」

			「ご主人様……」

			　ローズが目を丸くする。気恥ずかしさを覚えたが、目を逸らさないように努めた。

			「本当ですか」

			「ああ、本当だ」

			「そう……ですか」

			　おれが強く言い切ると、ローズは信じてくれたようだった。

			　心の底から、ほっとした様子を見せる。

			「それなら良かったです」

			　曇り空から晴れ間が覗くように、たちまち明るい表情になった。

			　こんなちょっとしたことでも、胸のなかのものが揺り動かされる。

			　これはもう確定だなと、内心で苦笑いをするほかなかった。

			「ローズは散歩に出てきたんだったか。夕飯まではまだ少しあるし、ちょっと歩くか」

			「はい。ご主人様」

			　おれが歩き出すと、半歩うしろをローズが付いてくる。

			　足取りは軽く、嬉しそうに口元をほころばせて。

			　話をしているうちに、日は暮れていた。

			　夕日は姿を消し、空は墨を流したように暗くなりつつある。へばりついたような残照が村の景色を黒ずんだ朱色に染めて――行く先の道に、一匹の鬼の姿を照らし出した。

			「……え？」

			　逢おう魔まが時という言葉がある。

			　日は沈み、昼と夜が移り変わり、人は魔物に出会う。

			　暗がりに溶け込む黒い肌。不吉な赤い髪。

			　見る者を頭から喰らい尽くすような凶悪な笑みには、殺意と敵意が込められている。

			「よぉ、真島」

			　聖堂騎士団のひとり、『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュがそこにいた。

			「借りを返しにきたぜ」
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			09　執念の一刺し

			　

			　叩き付けられた殺意は、物理的な圧を感じるほどだった。

			　目の前の敵が、確かにあの『戦鬼』であることを確信する。

			　それだけに、わからない。どうしてここにエドガールがいるのか。村の周囲には、警戒網を引いていた。こんなところまで入り込んでくる前に、シランの精霊によって察知されるはずだった。それなのに、どうして……。

			「孝弘！」

			　必死の声が届く。エドガールの向こうに人影があった。

			　よろけるロビビアだった。だらんと下がった腕を押さえている。骨が折れているのだ。おれより先に、エドガールに遭そう遇ぐうしたに違いなかった。

			「逃げろ、孝弘！」

			　ロビビアが叫ぶ。

			　状況はまだはっきりしないが、ひとつだけ明らかなことがある。

			　目の前の鬼が、おれの命を狙っているということだ。

			「行くぜ」

			　エドガールが地面を蹴る。逃げる暇はなかった。

			「お下がりください、ご主人様！」

			　エプロンのポケットから戦斧を引き抜いて、ローズが前に出る。

			　その声には悲壮なものが滲にじんでいた。

			　わかっているのだ。ローズ単独では、『戦鬼』はとめられない。

			　相手はかつての勇者、世界の安寧さえ左右する転移者の力を受け継ぐ者だ。

			　おれの眷けん属ぞくのなかでも、リリィかガーベラ、シランでなければ、あの大剣のひと振りをとめることはできず――

			「――させはせんぞ、鬼よ」

			　家の扉をぶち破って、白い蜘く蛛もが状況に乱入した。

			　さっきのロビビアの声を聞いたのか、それとも『戦鬼』の殺気を察知したのか。状況も把は握あくしないまま、とにかく飛び出してきたのだろう。結果的に、それは戦鬼への奇襲となった。

			「シャアアァアア！」

			　蜘蛛脚が槍やりのように伸び、鬼の心臓を狙った。

			　エドガールの鬼の力を以ってすれば、迎撃は可能だろう。命を奪うまでには至らない。

			　しかし、足をとめることはできる。

			　リリィは家のなかにいる。すぐにでも飛び出してくるはずだ。シランは村のどこかで仕事をしているはずだが、いずれ駆けつける。時間を稼ぐことさえできれば、それでいいのだ。

			　だが、その目もく論ろ見みは外れてしまう。

			　エドガールが足をとめることはなかったのだ。

			「な……っ!?」

			　ガーベラの口から、唖あ然ぜんとした声が漏れた。

			　彼女の繰り出した一撃が、エドガールの左腕一本で防がれたからだ。

			　いや。正確には、エドガールは攻撃を防いだわけではない。ただ掌てのひらを向けただけだ。

			　当然、掲げられた掌から肘ひじまでを、蜘く蛛も脚が貫つらぬき通した。

			　肉が千切れ、骨が砕ける。目を背けたくなるような惨状だった。

			　しかし、それを代償に、一撃は心臓に届いていない。

			　武器である大剣も温存されたままだ。

			「こやつ……！」

			　ガーベラは予想外の防御に驚きながらも、反撃の一撃を予期して身構える。

			　だが、エドガールはさらに予想外の行動に出た。

			　血を噴き出す手が、痛みなど感じていないように蜘蛛脚を掴んだのだ。

			「……邪魔だ」

			「んなっ!?」

			　跳躍からの刺突を敢行していたガーベラは、地に足がついていなかった。

			　呆気なく投げ飛ばされたガーベラの体が、宙を舞った。

			　無論、ガーベラなら、空中で姿勢を整えることくらい簡単だ。追撃を受けるまでの間に、迎撃の態勢を整えることは可能だろう。

			　無理をしたせいで、エドガールの左腕はずたずたになってしまっている。左腕一本を犠牲にして、できたのはせいぜい当座凌しのぎだ。この判断は失敗だった。

			　……ガーベラを相手にして戦っているのであれば、そうだっただろう。

			　しかし、エドガールの標的は彼女ではなかった。

			　鬼の目は、ただただ、おれの姿だけを見据えていた。

			　その目の奥底には、どろりとしたものがあった。戦いに興じることだけを優先して、それ以外を顧かえりみることなく、戦意だけを露あらわにしていた以前のエドガールからは感じなかったものだ。

			　そのありように、ぞっと背筋が粟立った。ある種、狂的なものさえ感じた。

			　考えてみれば、エドガールは以前にシランひとりに敗北している。それなのに、すべての眷けん属ぞくが揃ったいまのこの村に、彼はひとりで侵入してきた。以前とは比べものにならない覚悟がなければできないことだった。

			　その身を突き動かすものはなんなのか。

			　己の体も顧みることなく、左腕から血を噴き散らしつつ鬼は進んだ。

			「がぁあああ！」

			　エドガールが吠える。

			「とまりなさい！」

			　ローズが全霊をかけて斧を振るう。

			「させるか！」

			　宙のガーベラが諦あきらめ悪く蜘く蛛も糸を飛ばす。

			「ぐ……っ」

			　おれの口から苦鳴が漏れ、赤い血が滴った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ご主人様!?」

			　リリィが家から飛び出してきたのは、その直後のことだった。

			「お前……エドガール！」

			　状況を目にしたリリィは、怒りの形相で槍やりを繰り出した。

			「どきなさい！」

			　攻撃を受けたエドガールは、無理することなくその場を退いた。リリィが間に割り込む。

			「ご主人様、無事!?」

			　敵に槍の穂ほ先さきを突き付けつつ、背後に声を投げてくる。

			「……ああ」

			　低い声で、おれは答えた。

			　――あの一瞬で、いくつかのことが起きていた。

			　まず最初に、ガーベラの蜘蛛の糸が、エドガールの大剣を見事に絡め取った。

			　しかし、その持ち手の足はとめられなかった。エドガールは未練なく、大剣を手放していたからだ。

			　大剣の代わりにエドガールは、腰の裏に差していた短剣を抜き払った。

			　もっとも、主武装を手放したツケは大きい。

			　ローズ謹きん製せいの戦斧と比べれば、短剣はあまりにも頼りない武器だった。

			　なにより、おれを守ろうとするローズには決死の覚悟があった。

			「シィ――ッ！」

			　捨て身で繰り出した一撃は、片腕を潰されて短剣一本という状態では、たとえ『戦鬼』であろうと捌さばけるようなものではなかった。

			　……ひとつ誤算があったとすれば、それはエドガールの側にも同様の覚悟があったことだ。

			　さっきのガーベラのときと同じく、エドガールはローズの一撃をほぼ無視したのである。

			「ぐ……がぁ!?」

			　必要最低限に身を躱かわすことしかせず、右の肩から脇腹へと斧の刃が抜けた。

			　内臓まで達する深い傷だ。それでも鬼はとまらない。

			「ぁああああ！」

			　短剣はただひたすらにひとりの標的だけを狙いすまして宙を走った。

			　まさに執念の一刺し。おれも剣を抜いて防ごうとしたのだが、想定外の前進から繰り出された攻撃に対して、防御を間に合わせることは至難だった。

			　けれど、結果としてその短剣の刃が、おれに致ち命めい傷しようを与えることはなかった。

			　ローズのお陰だった。

			「無事か、ローズ」

			「……はい、ご主人様」

			　少し離れた地面に倒れていたローズが、答えて立ち上がった。

			　その動きはひどくぎこちない。

			　無理もない。あの瞬間、一撃を繰り出した直後のローズは、そのままエドガールに体当たりを敢行したのだから。

			「……なんて真似をしやがる」

			　攻め込んだエドガールさえも、毒気を抜かれたような顔をしていた。

			　エドガールと正面衝突したローズは、トラックにでも撥はねられたかのように弾き飛ばされた。全身が砕けてしまわなかったのが、不思議なくらいだった。

			　まさに覚悟の表れだった。

			「……この身は、主を守る盾」

			　ぶつかった拍子に壊れた人形の左腕が、肩からもげるように地面に落ちた。

			　けれど、残った右腕は斧を握って離さない。

			「殺させは、しません」

			　無茶をする。

			　けれど、その無茶のお陰でおれは九死に一生を得た。

			　エドガールの短剣は、おれの左の二の腕を裂いただけだ。この程度なら支障は――

			「――ぐ」

			　呻うめき声が漏れた。

			「ご、ご主人様？」

			　リリィが反応して、エドガールを警戒しながらおれのところまで後あと退ずさる。

			「どうしたの」

			「……毒だ」

			　短く答えると、リリィが目を見開いた。

			「って、エドガールの短剣!?」

			「……ああ」

			　傷口が異様な熱を持ち始め、体が重くなりつつあった。

			　だが、おれはかぶりを振った。

			「大丈夫だ。抑えられる」

			　魔力による身体能力強化は、毒の害を抑え込める。他のチート持ち、戦闘能力に優れたウォーリア以上の連中とは比べられないとはいえ、身体能力強化についてはおれもそれなりのレベルにある。これでどうにかなることはない。戦闘行為も可能だろう。

			　とはいえ、あえて無理をする必要はない。

			「すぐに回復魔法をかけるね。ガーベラ、守りを！」

			「わかっておる」

			　ガーベラがこちらにやってくる。

			　油断なく身構えながらも、リリィが白く輝く魔法陣を展開させた。

			「……」

			　エドガールはそんなおれたちのことを観察するような目で見ていた。

			　足元には、決して小さくはない血の水溜まりができている。

			　……思った以上に冷静だ。さっきの様子だと、もっとなりふりかまわずに追撃をかけてきそうなものだったが。

			「あ」

			　と、じりじりと距離を取っていたエドガールが踵きびすを返した。

			　背中を見せて逃げ出したのだ。すぐにその姿は、薄はく暮ぼの暗がりのなかに消えた。

			「逃げたか」

			　暗殺の失敗を悟ったらしい。潔いさぎよい逃走ぶりだった。

			「ガーベラ、あいつを……」

			「現状で主殿を置いていくわけにはいかん」

			　断固とした口調で返された。

			「他に怪け我が人も多くおるしの」

			　敵の姿がなくなったことでローズは片膝を突き、覚おぼ束つかない足取りでロビビアが合流する。

			「やつは主殿を狙っておった。いまは主殿の安全を確保するのが最優先だ」

			　こと戦闘に関しては、白い蜘く蛛もの判断は的確だ。確かに、リリィが治療と護衛の両方をこなすのはリスクが大きい。

			「……そうだな」

			　おれは追撃を諦あきらめて、その場のみんなに声をかけた。

			「ありがとう、みんな。助かったよ」

			　まさか『戦鬼』が単独で奇襲をかけてくるとは思わなかった。どういった手段で警戒網を潜り抜けたのかわからないが、危ないところだった。

			「しかし、村のみんなが心配だが……」

			「大丈夫。今頃はシランさんが追撃をかけてくれてるよ」

			　リリィが口を添えたところで、魔法の炸裂音が少し離れた場所から聞こえてきた。

			　パスを介してシランの存在が感じ取れる。もう動き出したらしい。

			「さすがのエドガールも、いまの状態でシランさんを相手にして、村の人たちにまでちょっかいを出している余裕なんてないでしょ」

			　リリィの言い分は正しい。

			　先程の捨て身の猛攻は恐るべきものだったが、あれは全身全霊を振り絞って初めて可能なものだ。もう一度できるようなものではない。

			　それに、不意打ちを喰らったことでこちらには損害が出たが、それ以上に相手の被害は大きい。ガーベラが左腕を潰し、ローズに至っては内臓まで届きかねない重傷を与えた。この世界の回復魔法は強力だが、万能ではない。聖堂騎士団の『戦鬼』の回復能力がどの程度かわからないが、下手をすれば命にかかわり、そうでなくても後遺症が残りかねない大怪け我がだ。村のことは心配だが、シランが追撃に出ている以上、エドガールに余裕はあるまい。

			　また、いまのところ、他の場所で別の敵による戦闘なども起きている様子はない。

			　油断してはならないにしても、山場は越えたと見ていいだろう。

			「それよりも、ご主人様。いまは自分の体のことだよ」

			　リリィはちょっと怒ったような声を出した。

			「回復魔法をかけてるとはいえ、安静にしているに越したことはないんだから。いまはシランさんを信じて静かにしていて」

			「……わかったよ」

			　毒の影響で少し虚脱感があるのも事実だ。ここは素直に従っておくべきだろう。

			「っと、ロビビアも怪我をしてたな。そっちはどうだ」

			「こんなのほっときゃ治る」

			　折れた腕をぶらんとさせながらも、ロビビアは低い声で返した。

			「いいから座っとけ、馬鹿」

			　みんなからこう言われては仕方ない。素直におれはその場に腰を下ろした。

			　そこで、ローズが声をかけてきた。

			「ご主人様。申し訳ありません。わたしが至らぬばかりに、手傷を」

			　謝罪を口にしながら近付いてくる。一歩踏み出すごとに、ぎぃぎぃと軋きしむ音がしていた。

			「なんだ、そんなことか。気にするな」

			「しかし……」

			　ローズの表情は暗い。その目は、おれの負った傷に向けられていた。苦笑する。

			「おれのことより、ローズこそ手酷ひどくやられているだろう」

			「確かに損壊は酷いですが、わたしは部品換装でどうにかなります。ご主人様は生身です。それに、大事なお体ですから。比べられません」

			「おれにとっては、ローズの体も大事だよ」

			　とは言って聞かせたものの、どうにも通じている気配がなかった。

			　明らかにローズは落ち込んでいた。おおかた、リリィやガーベラなら守り切れたと思っているのだろう。

			　おれに寄り添って回復魔法を使っているリリィが、横目を使ってきた。ガーベラやロビビアも、こちらに視線を向けてくる。わかっていると、おれは内心でつぶやいた。

			「ちょっとローズ、そこに座れ」

			「はい」

			　おれが指示すると、ローズは素直に近付いてきて、ちょこんと正座をした。

			　もしもに備えて、無骨な斧を持ったままなのがちょっとおかしい。

			　同じくらいの高さになった視線を合わせて、おれは言い聞かせた。

			「いいか、ローズ。お前のせいで怪け我がをしたわけじゃない。お前のお陰で助かったんだ」

			　最後の一瞬、ローズがその身を挺して守ってくれなければ、おれは一刺しに殺されてしまっていただろう。そうならなかったのは、ローズのお陰だった。

			　かつてローズは、おれを守るためなら自分の身が木き屑くずになってもかまわないと言った。

			　その言葉は嘘うそではないのだと、彼女は行動で示してみせたのだ。

			「ありがとう、ローズ」

			　心からの感謝と親愛を込めて、おれは告げた。

			「……ご主人様」

			　言葉は届いたのか、硬かったローズの表情が少し緩んだ。

			　それを確認して、おれは胸を撫なで下ろした。

			　彼女の沈んだ顔は見たくない。

			　作り物だなんてもう誰も思わない、あの優しい笑顔が見たい。思うのは、ただそれだけだ。無骨な斧を握るローズの手に触れようと、おれは手を伸ばした。

			　

			　そして、ばたりと地面に倒れた。

			　

			「……あ、れ？」

			　ローズの驚いた顔が見えなくなり、地面が視界の半分を埋めた。

			　立ち上がろうとするが、体に力が入らない。

			　声が出ない。音がない。息が苦しい。悪寒が全身を支配する。

			　冷たい。寒い。おかしい。おかしい。おかしい。

			　そんな思考を最後に、ぷつんと意識が途切れる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――気付けば、おれは灯ともし火びとなって暗闇を漂っていた。

			　覚えのある空間。おれの内面世界とでも言うべき場所だ。

			　そのはずなのに、なぜか寒気がした。どこかが違う。そんな気がしてならなかった。まるで暗闇のなかに、得体のしれないなにかが潜んでいるかのような……。

			　……なにが起こったのだろうか？

			　どうして自分がここにいるのかわからなかった。前後のことが思い出せない。

			　ともあれ、このまま漂っていても埒らちがあかない。

			　おれは灯火と二重写しに見える自身の像を動かした。

			　以前に来たときに、勝手はわかっている。浮上する。目覚めるのだ。

			　その寸前、暗闇のなかからなにかが飛び出してきた。

			「……なっ!?」

			　どろどろとした汚泥のようなものが手首に絡みついた。

			　鳥肌が立った。手首を掴んだものが、人間の手の形をしていたからだ。

			　まるで出来の悪い粘土細工。あるいは、腐り落ちる寸前の死体の腕だ。

			「……捕まえた」

			　興奮した男の声が聞こえた。第三者の、まったくの他人の声だ。

			　この世界で聞くはずのないものだった。

			「……捕まえた……捕まえた……捕まえた」

			　もう一方の手に、肩を掴まれる。

			　そうして、暗闇の奥底からそれは顔を出した。

			「お、前は」

			　手と同様に、その顔もどろどろに溶けている。

			　端整だった顔立ちは見る影もない。

			　顔には横一文字に走った深い裂傷があり、目を潰されている。

			　それでもおれを見付け出したのは、おぞましい執念の為せる業だっただろうか。

			「捕まえましたよ、真島ァ……」

			「トラヴィス……!?」

			　崩れかけた顔を醜しゆう悪あくに歪ゆがめて、変わり果てた男が嗤わらった。

		

	
		
			10　奇襲のあとで　～リリィ視点～

			　

			　エドガールの襲しゆう撃げきから、一夜が経った。

			　わたしは回復魔法の光を展開しながら、誰にも気付かれないように小さく吐と息いきをついた。

			　完全にしてやられた。警戒はしていたというのに、虚きよを突かれてしまった。

			　とはいえ、すでに侵入経路は割れている。

			　ロビビアが侵入の瞬間を目撃していたからだ。

			　彼女の証言によると、ラファ村から運び込まれた荷物に奇妙な魔力を感じ、荷車を引っ繰り返したところで、不審な宝玉が取り付けられているのを発見したらしい。

			　黒い筋が混ざった紫の宝玉。わたしは見ていないが、聖堂騎士団襲来時にトラヴィスが逃走用に用いたのと同じものだったと言っていた。

			　シランさんに確認を取ったところ、『見通す瞳ひとみ』のゾルターン＝ミハーレクが、エドガールを逃がすために使用したものとも同じものだとわかった。

			　これは状況からの推論だが、その魔法道具は二対一組で使用するものなのだろう。一方が入口で、他方が出口になっているのだ。

			　ここケド村の外敵に対する警備は万全だったとしても、隣のラファ村はそうではない。

			　村人に気付かれないうちに、魔法道具を仕込んでいたに違いなかった。

			　そうして村に侵入した『戦鬼』は、遭そう遇ぐうしたロビビアを蹴散らすと、ご主人様を強襲した。

			　その際に用いられた毒により、ご主人様は倒れてしまった。いまも彼はベッドの上だ。瞼まぶたは力なく落ちている。意識は混濁しており、たまに目を覚ましても、すぐに気を失ってしまう。

			　額ひたいに浮かんだ汗を、ロビビアが布で拭った。

			　窮きゆう屈くつそうな動きなのは、折れた片腕を首から吊っているからだ。

			　首まで汗を拭ぬぐったあとで、ロビビアはこちらに視線を向けてきた。

			「……なあ、リリィ。少しは休んだほうがいいんじゃねえのか」

			「ううん、大丈夫」

			　一晩中、わたしは回復魔法をご主人様にかけ続けていた。

			　そうしなければならなかったからだ。

			　ご主人様が斬り付けられたのは左腕だ。ぱっくりと斬れてはいたものの、わたしの回復魔法なら、そう時間をかけずに塞ぐことができる程度のものだ。

			　事実、塞がりはした。毒の影響だって、かなりの部分を除くことができた。

			　しかし、あくまでそれは一時的なものだ。

			　魔法をとめてしまうと、また次第に顔色が蒼あおくなり始める。

			　わたしに使える最高の回復魔法を使っても、完全に毒を追い払うことができないのだ。

			　ご主人様の体のなかに、なにか悪いものが巣くっていて、回復魔法ではそれを消し去ることができない。そのために何度でも再発する。そんなイメージだ。

			　明らかに、尋常な状態ではない。どうにかしなければならないが……。

			「ただいま帰りました」

			　そこで、シランさんが部屋に戻ってきた。

			「おかえり、シランさん。どうだった？」

			「はい。エドガールの用いたという魔法道具は、もう村に存在しないことが確認できました」

			　シランさんはリアさんと協力して村を巡回し、瞬間移動の魔法道具が他に仕込まれていないかを精霊に調べさせていた。

			　その目がベッドに横になったご主人様を捉えた。

			「……申し訳ありません、リリィ殿」

			　謝罪の言葉には、悔恨の響きがあった。

			「わたしがエドガールを捕らえられていれば、どうにかなったかもしれませんのに」

			「シランさんのせいじゃないよ」

			　わたしはかぶりを振って、シランさんを見返した。

			　彼女の表情には焦しよう燥そうの色があり、それ以上に憔しよう悴すいしていた。アンデッドという彼女の身の上を考えれば妙な話だが、病人のようにやつれていた。

			「あと少しというところだったのですが……まさかこちらにまで影響が出るとは」

			　ご主人様が倒れると同時に、シランさんの体にも支障が出ていた。

			　わたしには、特に影響が出ていないから、恐らく、ご主人様に存在を依存しているのが原因なのだろう。シランさんのほかにも、アサリナは休眠状態に入っており、サルビアさんも顔を見せていない。

			「まあ、あまり気にし過ぎても仕方がないよ」

			　無念そうなシランさんを、わたしは慰なぐさめた。

			「仕留めたところでご主人様が治るわけでもないし、仮に捕らえたところで口を割ったかどうかもわからないしね」

			「……それもそうですが」

			「無事で戻ってきてくれただけでもよかったよ」

			　エドガールはかなりの怪け我がを負っていたとはいえ、シランさんの衰弱具合も酷ひどい。下手に戦いになっていたら、やられてしまっていたかもしれない。

			「それに、情報だって持ち帰ってくれたしね」

			　わたしは話を実際的なところに向けることにした。

			「ごめんね、シランさん。帰って早々悪いんだけど、お話を聞かせてもらえるかな。エドガールは『霊薬』って言っていたんだよね？」

			「はい。確かに」

			　エドガールと最後に剣を交えたのはシランさんだ。その去り際に、エドガールは捨て台詞せりふを残したらしい。

			　――ぁあ、やっと倒れてくれたか。

			　――なにをしたのかって？　お前にはなにも。

			　――今頃、お前の勇者は『霊薬』にやられてるぜ。

			　――勇者様だというなら、この程度の苦難は乗り越えられんだろ。

			　いかにも馬鹿にした言葉だ。捨て身の襲しゆう撃げきといい、余程の恨みを募らせているのだろう。

			　……その割には、未練なくあっさりとひいたもので、少しちぐはぐな印象もあるが。

			　いや。いまはエドガールの意図なんてどうでもいいか。大事なのは、ご主人様のことだ。

			「それで、その『霊薬』っていうのは、過去の勇者の異能のひとつなんだよね」

			「はい」

			　シランさんが頷うなずく。彼女の知識が頼りの綱だった。

			「昏くらき森の主を何匹も討とう伐ばつし、人間社会でも大きな財を成したことで有名な勇者様の異能です」

			「モンスターを殺すから、邪悪を払う『霊薬』か。でも毒だよね？　実際、モンスターじゃないご主人様は倒れているわけだし」

			「……身も蓋ふたもない話をすれば、そうなります」

			「転移者の毒か。厄やつ介かいだね」

			　魔力による身体能力強化で毒への抵抗性が十分に向上しているにもかかわらず、ご主人様は倒れた。加えて、回復魔法でも治癒できていない。

			　それも、転移者の固有能力由来の毒に蝕まれているからだとすれば納得がいった。

			「ただ、『霊薬』はすでに血統が絶えていたはずです。考えられることとしては、かつての勇者様が生成した『霊薬』が、聖堂騎士団に残っていたというところでしょうか。そうした物品は『勇者の遺産』と呼ばれています」

			「『勇者の遺産』か。またずいぶんなものを持ち出してきたね。どんなものなの？」

			「『霊薬』には、騎士たちの祈りを込めることができたと言います。祈りを込めた『霊薬』は、並みのモンスターなら死に至らしめ、昏き森の主クラスのモンスターであっても、著しく弱体化させたのだとか。また、『殉じゆん教きよう者しやの矢』という別の異名もありました」

			「殉教者？　ずいぶんと不吉な名前だね」

			「能力には代償が必要でした。祈りを捧げた騎士たちは、大抵が亡くなったのだそうです」

			「つまり、その勇者は他人の命を武器にする毒使いだったってことだね。……ああ、ごめん。ちょっといまのは言い過ぎた」

			　シランさんが眉を顰ひそめるのを見て、わたしは頭を下げた。さっきから、どうも発言が辛しん辣らつになりがちだった。

			「普段通りとはいかないみたい。情けないな」

			「いえ。状況を考えれば仕方ありません。取り乱さずにいるだけでも、たいしたものです」

			　シランさんは首を横に振ってから、話を元に戻した。

			「『霊薬』の勇者の伝説では、モンスターとの戦いで死に際した騎士たちが、己の魂たましいを差し出したのだといいます。孝弘殿に用いられたものも恐らくは同じでしょう」

			「誰かの魂がご主人様の内側に侵入して、蝕んでいるわけだ」

			「魂そのものを武器とする祈き祷とう攻撃……いえ、孝弘殿に向けられたのは、すでに概念として呪いに近いものです。かつての勇者様が用いたものと、原理は同じでも、在り方はまったく違います。許されるものではありません！」

			　声を荒らげたシランさんは、熱くなった自分に気付いたようで、握り締めた拳を解いた。
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			「……とにかく、孝弘殿のなかでは現在、ふたつの魂がせめぎ合っています。この戦いで重要なのは、魂の強度と、強い意志です。であれば、孝弘殿が負けることはありません。転移者の魂は、この世界の者よりはるかに強い。なにより孝弘殿には、強い意志があります。ですから、問題は肉体のほうです」

			「衰弱死してしまうってこと？」

			「ええ。その危険性があります。実際、現状はどのようなものなのでしょうか」

			　シランさんは、不安そうに眉を下げた。彼女にとっても、ご主人様は大事な人なのだ。

			　わたしは笑顔を意識した。

			「大丈夫。安定してるよ。完全に回復させようと魔力を費やしても、すぐに容体が元通りになっちゃうから、いまは常に弱い回復魔法をかけ続けて安定させてる。ご主人様が苦しんでいる姿を見るのはつらいけど、少なくとも、衰弱死する危険はないよ」

			「……さようですか」

			　シランさんは、心の底からほっとした様子を見せた。

			「それは良かったです」

			「対症療法なのが歯は痒がゆいけどね」

			「いまはそれが必要なのです。毒に打ち勝つ前に体が参ってしまっては、どうしようもありませんから」

			「そうだね。ご主人様が毒に打ち勝つまで、体の面倒を診みてあげなくちゃいけない」

			「どれくらいの期間、孝弘殿の容態を保つことができそうですか」

			「わたしだけだと、丸一日は無理かな。だけど、回復魔法は加藤さんと、ケイちゃんも使えるから……」

			「しかし、真菜殿とケイでは、たとえ下位の回復魔法でもそう長くは続けられないでしょう」

			「うん。だから、交代制にしても、けっこうきついところはあるね」

			「きちんと考えて、ローテーションを組まないとなりませんね……」

			　そこでシランさんが、暗い顔をしたロビビアに気付いた。こほんと彼女は咳せきをする。

			「もっとも、今日中にでも毒に打ち勝ってくれる可能性もあります」

			　実際、それは単なる気休めの言葉というわけではなかった。

			「あまり悪いほうにばかり考えていてはいけませんね」

			「そうだね。きっと、ご主人様なら……」

			　しかし、わたしはどうにも嫌な予感がしていた。それは、ご主人様を侵す毒と、魔法越しとはいえ接触したからこそ感じたものだったかもしれない。

			　これは手強い。短い時間ではどうにもならない。

			　そんな気がしていた。

			　……もっとも、だからといって、やることは変わらない。

			　ご主人様を信じて、自分にできることをやるだけだ。

			　それに、長引くだけなら、わたしがその期間、頑張ればいいだけのことだ。

			　ご主人様はこうしているいまも戦っているのだ。わたしも頑張らないといけなかった。

			「ありがとう、シランさん。話をしてくれて」

			　気持ちを新たにお礼を告げると、シランさんは首を横に振った。

			「必要なことですから」

			　気持ちよく返してくれたものの、顔には疲れがあった。やはり調子が悪いらしい。

			「大丈夫？　無理をさせて、ごめんね。少し横になったほうが……」

			「いいえ」

			　きっちりと背筋を立てたまま、シランさんは首を横に振った。

			「孝弘殿が倒れた以上、わたしが揺らぐわけにはまいりませんから」

			「……」

			　シランさんには、この村での立場がある。本来ならすでに先のなかったこの村がなんとかもっているのは、多くの助けがあったのはもちろんのことだが、村を救ったご主人様と、村出身で同盟騎士団で副長まで務めたシランさんの存在があったからだ。

			　信じるものがあれば、人間は頑張れる。

			　ご主人様が倒れた以上、シランさんはより毅き然ぜんとしていなければいけない。

			　……それはわかるが、時と場合に拠よるとも思う。

			「だけど、わたしたちだけしかいないところでは、もう少し気を抜いてもいいんじゃないかな」

			「ありがとうございます、リリィ殿。ですが、本当に大丈夫ですので」

			　シランさんはふっと笑った。しなやかな強さを感じさせる笑顔だった。

			「孝弘殿の騎士として、この程度でへばっていてはいられません」

			　体は弱っているものの、存在自体はそうではないとわかる。以前、グールになりかけていた彼女とは違っていた。この分だと、彼女は大丈夫そうだとわたしは内心で安あん堵どする。

			　どちらかといえば、問題は……。

			「……そういえば、真菜殿はお休みなのでしょうか」

			　シランさんが、ふと気付いたように言った。

			「先の『霊薬』についての話を聞いていただきたかったのですが」

			「加藤さんなら、ローズのところ」

			「……ああ」

			　シランさんが痛ましそうな顔をする。わたしも胸が詰まる思いがした。

			　ご主人様が倒れたときのローズの取り乱しようを思い出したからだった。

			　これまでにあんなローズは見たことがなかった。

			　自分の目の前で、自分が傍にいたときに、ご主人様が傷付けられて、倒れてしまったのだ。

			　気持ちは痛いほどにわかった。

			　いまは加藤さんが傍で落ち着かせているはずだった。

			「容態は落ち着きましたし、回復の可能性についても見えました。そのあたり、伝えたほうがいいかもしれませんね」

			「そうだね。わたしはちょっとこの場を離れられないから、誰か……」

			　言いかけたところで、ドアが鳴った。

			「姉様。わたしです」

			　噂をすれば影が差す。現れたのは、ローズと加藤さんだった。

			　かなり酷ひどい損傷があったはずだが、修理は済ませたらしい。取れた腕は元通りで、足取りもしっかりしていた。

			　それに、落ち着いてもいた。

			「ご迷惑をおかけしました」

			「迷惑なんて思ってないよ。心配してただけ」

			「ありがとうございます。もう大丈夫です」

			「そっか」

			　わたしは視線を加藤さんに向けた。

			　頷うなずきが返ってくる。どうやら本当に落ち着いたようだ。

			「ご主人様の容態はどうなのでしょうか」

			　ローズが尋ねてくる。わたしはもう一度、加藤さんと目を合わせてから口を開いた。

			「ん。それじゃあ、とりあえず、わかったことを話そうか」

			「お願いします」

			　わたしは先程までシランさんとしていた話を、ローズと加藤さんにもすることにした。

			　話が進むごとに、ローズの胸の裡うちに希望の光が差すのがわかった。

			「それでは、ご主人様は大丈夫なのですね」

			　話が終わると、ローズは胸を撫なで下ろす様子を見せた。

			　素直に喜ぶ姿に、わたしも嬉しくなる。

			　これであとはご主人様が毒に打ち勝ち、快かい癒ゆしてくれれば元通りだ。

			　と、そのとき、シランさんが声をあげた。

			「どうかなさいましたか、真菜殿」

			　加藤さんが口元に手をやって考え込んでいたのだ。

			「……少し気になることがありまして」

			「なに？」

			　彼女の思考能力に関して、疑いを差し挟む余地はない。わたしたちは揃って、その話に耳を傾けた。

			「『霊薬』について疑問があって。エドガールはどこからそれを調達したんでしょうか」

			「……どこから？」

			　わたしは首を傾げた。それは当然、聖堂教会からではないのだろうか。

			「いえ。確かに、聖堂騎士は聖堂教会直下の組織です。力もあります。しかし、『勇者の遺産』のひとつである『霊薬』はずいぶんと貴重なもののようです。一介の騎士が持ち歩いているものでしょうか」

			「それは……」

			　確かにそうだ。

			　聖堂教会は勇者を奉じる組織であり、勇者にまつわる物品を多く所蔵している。しかし、誰もがそれを持ち出せるわけではないだろう。貴重な物品であれば尚更だった。

			「……逃げ出したトラヴィスあたりが所持していたという可能性は？　あれでも部隊長だったんでしょう？」

			「かもしれません。ですが、先の襲しゆう撃げきで彼は『霊薬』を使いませんでした。ロビビアちゃんに追い詰められていてもです」

			「あ、うん。確かに、そうだったね」

			「もちろん、使うまでもないと判断したという可能性もありますし、『霊薬』には魂たましいを込める工程が必要だということですから、準備ができていなかったのかもしれませんけれど」

			　……だけど、そうではなかったとしたら？

			　そう考えて、ぞくりとした。

			　エドガールにそれを渡した『何者か』がいるのだとしたら？

			　そんなことを考えてしまったからだ。

			　そのときだった。

			「……なにか騒がしいね」

			　家の外で人の声がした。と思えば、玄関の扉が慌ただしく開かれる音が続いた。

			　その場の全員に緊張が走った。油断なく身構えるなか、廊下から声が響いた。

			「大変です！」

			「……リア伯母様？」

			　シランさんが不審そうにつぶやいた。

			　廊下をばたばたと走る足音が部屋の前でとまり、扉が開け放たれた。

			「大変です！　みなさん！」

			　現れたリアさんは、酷ひどい顔色をしていた。毒を受けたご主人様が臥ふせていることも忘れるくらいに焦っているらしい。大声で叫んだ。

			「軍が迫っております！」

			　その言葉を、誰もが理解できなかった。

			「……いま、なんて？」

			「軍が迫っているのです！」

			　もどかしそうに、リアさんは続けた。

			「敵はマクローリン辺境伯領軍！　彼らは『偽勇者を討とう伐ばつする』と謳うたって、こちらに迫っております！」

		

	
		
			11　とある町角での遭遇　～岡崎琢磨視点～

			　

			「あら」

			　宿を出ようとしたところで声を聞いて、ぼくはうしろを振り返った。

			　年上の少女がこちらに視線を向けている。栗くり山やま萌もえ子こさん。探索隊のリーダーである中なか嶋じまさんの護衛をしている人物だった。

			「町に出るのですか？　探索隊の幹部として、あまり羽目を外さないようにしてくださいね、岡おか崎ざきくん？」

			「はは。わかっていますよ」

			　探索隊の二つ名持ち、『万能の器』の岡崎琢たく磨ま。それが探索隊での、ぼくの肩書きだ。

			　もっとも、こんなのは別に望んだものじゃない。

			　求められたから応えただけ。この世界にやってきて手に入れたぼくの力は、ちょっとばかり優秀過ぎたのだ。

			　面倒なことだ。

			　かといって、どうでもいいやと無視することもできないのがつらいところだね。

			「ちょっと町を見てくるだけですよ。社会見学みたいなものです。栗山さんもどうですか？」

			「わたしはやることがありますので」

			　おや、残念。断られてしまった。だけど、これは仕方がないかな。

			　栗山さんは忙しい。一応、肩書き上は中嶋さんの護衛ということになっている彼女だけれど、そんなものあの人には必要ないので、実際の働きは秘書に近い。

			　中嶋さんは大おお雑ざつ把ぱなところがあるから、大変だろう。

			　あの人も、なかなか優秀な人ではあるんだけれどね。

			「くれぐれも勝手なことはしないように」

			「わかりました」

			　釘を刺してくる栗山さんにそう返すと、ぼくは泊まっていた宿を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　探索隊は現在、とある宿場町で過ごしている。

			　この町には２日間、逗とう留りゆうをする予定だ。

			　全員がチート持ちである探索隊は、みんな常識外れた体力を持っているので、物資の補給はさておいて、休息を摂とる必要性は薄い。それなのに、滞在期間が２日も取られているのは、町で歓迎の席を設けるとの申し出があったからだ。

			　探索隊のメンバーからすれば、まあ休日みたいなものだ。

			　半分くらいのメンバーは、町に繰り出しているはずだった。

			　他には宿でゆっくりしているやつもいるし、リーダーの中嶋さんをはじめとした数人については、周辺のモンスター討とう伐ばつなどの仕事に動き出してもいる。さっき栗山さんが忙しそうにしていたのは、こちらの関係だろう。討伐計画の細かいところを、町の人たちと詰めなければならないから。

			　まあでも、それは彼らの話だ。ぼくには関係ない。

			　といっても、他の転移者たちのように、町に出て遊び歩こうと思っているわけでもない。

			　ぼくにはぼくのやるべきことがある、とでも言えばいいのかな。力があるというのも考えものというか、ぼくとしては面倒なんだけど。

			　栗山さんには勝手なことをするなとは言われたけれど、それはそれだ。仕方のないことだと諦あきらめてもらおう。そもそも、気付かれるようなヘマはしないしね。

			　ぼくは市場とは逆の方向に向かった。人目がなくなったところで足をとめる。

			「さてと。じゃあ、行こうかな」

			　たたんっ、と。

			　鼻歌交じりに、独特のステップを踏む。ふと思い立って、タップダンスの練習を始めた……なんてわけではない。同時に身の裡うちの魔力を高めている。

			「よっと」

			　およそ５秒ほどの短いステップの最後に、少し強めに地面を蹴った。

			　浮遊感。ずれる感覚。移り変わる。

			「成功っと」

			　着地したときには、景色が切り替わっていた。

			　同じ路地裏だが、さっきまでとは別の場所だ。

			　というか、別の町だ。

			　前に訪れたことのある場所で、さっきまでいた町とは１００キロメートル以上離れている。

			　所謂、瞬間移動というやつだった。

			　もちろん、魔法の存在するこの世界でも、こんなことは普通できない。

			　できるとしたら、それは転移者の固有能力だけだ。

			「ふう」

			　脱力感を覚えて、ぼくは小さく吐と息いきをつく。一瞬で体内の魔力を大きく消しよう耗もうしてしまったせいだった。この移動方法、消費魔力が大きいことが玉に瑕きずなのだ。

			　それなりに便利なんだけどね。

			「琢磨様！」

			　路地裏から立ち上がる影があって、ぼくはそちらに目をやった。

			　最初から気配には気付いていたので、突然呼び掛けられても驚きはない。

			「こら。駄目だろう。宿で待っていろって言っていたじゃないか」

			「も、申し訳ありません」

			　返事をした彼女の名前はサラ。ちょっとしたトラブルに巻き込まれていたのを助けたのが切っ掛けで、知り合いになった女の子だ。頬ほおに白い染料で特徴的な化粧をしていて、これは樹海近郊の大草原地帯で暮らす人々特有のものなのだそうだ。

			「帰ってきてくださったことが嬉しくて。待っていられませんでした」

			「そうか。ふふ。まあ、だったら仕方がないかな」

			「それにしても、ほんとにぱっと現れるのですね。驚きました」

			　サラは素直な尊敬の目を向けてきた。ぼくはくすりと笑った。

			「こんなのはたいしたものじゃないよ」

			「そんなことありません！　それが、琢磨様の勇者様としての能力なのですよね」

			「いや。違うよ？」

			「え？」

			　サラがきょとんとした顔をした。まあ、わからないのも無理はない。

			　どういうことなのか教えてあげてもいいんだけど……それは今度のお楽しみということにしておこうかな。

			「悪いね、サラ。話はここまでだ。今日は用事があるんでね」

			「あ。そうなのですか」

			「うん。名な残ごり惜しいんだけど、ぼくはそちらに行かなくちゃいけない。宿に戻っていて、ご飯でも手配しておいてくれ」

			「わかりました」

			　ぼくが指示を出すと、疑問のひとつも浮かべず、従順にサラは頷うなずいた。

			　みんなこれくらい素直なら、ぼくも楽ができるんだけど。

			　なんて言っていても仕方がないか。さっさと動くことにしよう。

			　表通りに出て、雑踏のなかを歩き始める。

			「うん？」

			　その途中で、ちょっとした騒ぎを聞きつけた。

			「草原の民風情が！　舐なめた真似をしてくれる！」

			　足がとまった。草原の民というのは、サラの出身部族のことだ。

			　サラが帰ったのは別の方向だけれど、万が一ということもある。

			　念のために足を向けてみることにした。

			「も、申し訳ありません。申し訳ありません……」

			　案の定、そこにいたのはサラではなかった。

			　10歳にもならないくらいの男の子が、偉そうな男に許しを乞うている。

			　子供の頬ほおには、サラと同じ白い化粧がしてあった。

			　殴られでもして転んだのか、体中が擦り傷だらけだ。

			　そんな子供を、上等な服を着た恰かつ幅ぷくの好い中年男性と、その取り巻きと思われる男たちが取り囲んでいる。なにがあったのかはわからないが、どんな理由があっても、大の大人があんな小さな子供に向けていい態度ではない。

			　それがまかり通っている理由は、あの男が口にした『草原の民』という単語にあった。

			　草原の民は、その名の通り、町の外の草原地帯で牛の放牧によって生計を立てている。

			　基本的にこの世界の人間は生まれた町の壁のなかで一生を終えるため、町の外で暮らす彼らは異質な存在として見られる。

			　そのため、彼らはある種の偏見の目を向けられることもある。立場としては、エルフに近い。町のなかでは、理不尽な扱いを受けることも多いのだという。実際、サラと知り合ったのも、そうしたトラブルから彼女を助けたのが切っ掛けだった。

			　どうしたものかなと、ぼくは思案する。

			　サラと同じ部族のことだ。あの少年が彼女の知り合いという可能性もないでもない。

			　面倒ごとはごめんなのだけれど、これは仕方がないかな。

			　などと考えて飛び出す寸前に、声があがった。

			「なにをしている！」

			　人垣の間から、金髪の男性が進み出た。少し神経質そうだが、真面目そうで精せい悍かんな青年だ。体はよく鍛えられており、完全武装した姿は軍人のものと一目でわかる。

			　きっと戦場を駆け回った経験があるのだろう。義憤を露あらわにしたその威圧感たるや、相当なものだった。

			「な、なんだ、若造め。わしを誰だと思っている！」

			　中年男性が反発する。それだけの気概があったというよりも、これはどうも、普段から威張り慣れているせいで、退くに退けなかったってところらしい。

			　可哀想に。

			　当然、こけ脅しの態度なんて青年は歯牙にもかけなかった。

			「あなたが誰かなど知りません」

			　ぴしゃりと言ってから、腰の剣に手をかける。

			「わたしはルイス＝バード。マクローリン辺境伯から兵を預けられた者。正義なき行いを黙って見逃すわけにはまいりません」

			　人垣から部下の兵士たちが現れる。

			「捕えなさい」

			「ちょ、ちょっと待て！　いや。待ってください！」

			　中年男が慌てふためいた。自分より年下だと舐めてかかっていた相手が、立場ある人間であることに気付いたらしい。あっという間に、へりくだった態度に変わっていた。

			「お待ちを、軍人様。こいつは草原の民ですよ！」

			「だからなんだというのです。我らは過酷なこの地に生きる人間同士。どこの出であるかなど関係はありません」

			　はっきりと言ってのける。

			「話はあとでゆっくり聞きます。安心しなさい。あなたに非がなければ、すぐにでも解放されることでしょう」

			　判断も公平だった。なかなか立派な人らしい。

			「……くそ！」

			　中年男が駆け出した。まあ、やましいことでもあったんだろう。

			　腹の肉を揺らしながら走っていく。もっとも、ろくに運動もしていなそうなあのざまでは、逃げられるわけがない。すぐに騎士のひとりが追い付いて、その腕を捻ひねり上げた。

			　無様な悲鳴が上がる。いい気味だ。

			「少年の保護を。怪け我がの治療をしてやりなさい」

			「わかりました」

			　見事に場を収めてみせた青年が、部下に指示を出した。

			　そこまでを見届けて、ぼくはその場を去った。約束があることを思い出したからだ。

			　それにしても、ルイス＝バードね。

			　聞き覚えがある名前だ。

			　確か飯野さんが探索隊に一度戻ってきたとき、話に出てきた人物だったはずだ。マクローリン辺境伯の名前も出していたし、まず間違いはないだろう。お忍びで探索隊から抜け出してきて、そんな人物に出会うとは、妙な偶然もあるものだ。

			　彼から間違った情報を与えられたから、飯野さんは真島と戦うことになったとかなんとか。

			　飯野さんの目からは、ルイスさんは正義感に溢あふれた立派な人に見えたらしく、わざとそのような情報を流したのだとしたら……と、暗い顔をしていた。

			　この分だと、その心配は杞き憂ゆうだったらしい。それどころか、なかなかいいものが見られた。

			　ああいう人はもっと増えてほしいものだ。

			　そんなことを考えているうちに、町の広場に出た。

			　ここで人に会う約束をしていたのだけれど……あ、いた。

			「……遅い」

			　開口一番に文句を言われた。

			　けれど、こちらに向けられたしかめっ面は、すぐに気の好いい笑顔に変わった。

			「だが、来てくれたことには感謝するぜ。相変わらずそうでなによりだ、岡崎」

			「きみもね、神宮司くん」

			　約束をしていた人物、『竜人』の神宮司智也が、精悍な顔を引き締めた。

			「お前の助けが要る。話を聞いてもらえるか」

			　ぼくは肩をすくめた。

			「そのために来たんだよ――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――岡崎、起きろ」

			　声をかけられて目が覚めた。どうやら座ったまま、眠りこけてしまっていたらしい。

			　夢を見ていた。ちょっと前の出来事だった。夢で出てきたのと同じ人物が目の前にいた。

			「神宮司くんか。そろそろ時間かな？」

			「ああ」

			　短い答えが返ってくる。

			　なら仕方ない。ぼくはひとつ伸びをしてから、立ち上がった。

			　面倒なことだけど、人助けと行こう。

			　早く帰って、サラの手料理が食べたいね。

		

	
		
			12　手掛かり　～飯野優奈視点～

			　

			　挨あい拶さつに行ったバン子爵の屋敷で神宮司くんと再会したあと、わたしはゴードンさんをはじめとした聖堂騎士団第二部隊の騎士たちと合流することにした。

			　待ち合わせをしていた町の宿に到着する。

			「お帰りなさいませ、飯野様」

			「ただいま帰りました、ゴードンさん。なにか進展はありましたか」

			「それが、飯野様、お聞きください。勇者様についての情報を得ることができました。それも、この近くです」

			　ゴードンさんは少し興奮した様子だった。早速、部屋のテーブルに広げられた地図を指し示して、得られた情報を教えてくれる。

			「最近、こちらの村で勇者様が目撃されたという情報がありました。それから、こちらの村に移動したと。我々のいるこの町のすぐ近くです」

			　太い指が地図の上を滑った。

			「普段でしたら、第一部隊のほうにまず連絡を回すのですが、ここは我らが向かったほうが早いでしょう。ようやく偽勇者の尻尾しつぽを掴めるかも……」

			「……驚きました」

			　わたしは小さくつぶやいた。

			「そこ、わたしが行こうと言うつもりだった場所です」

			「なんと」

			　ゴードンさんが示したのは、元探索隊のメンバーがいると神宮司くんから教えてもらった村だったのだ。

			　びっくりしてしまったが、冷静になって考えてみれば、いまいる町からその村は近い。ゴードンさんたちが情報を得ていてもおかしくない。わたしはバン子爵の屋敷で神宮司くんと会ったことと、彼から聞いた話をゴードンさんに伝えた。

			「なるほど、そういうことでしたか。偽勇者ではなくて、本物の勇者様だったと。これは失礼をいたしました」

			「いえ。知らなかったんですから、仕方ありませんよ」

			　恐縮した様子を見せるゴードンさんに、わたしは地図を指し示してみせた。

			「この村、近い場所に昏くらき森があります。多分、彼らは脅きよう威いに晒さらされている村を守りに行ったんだと思います」

			「おお。さすがは勇者様です」

			　感嘆の吐と息いきを漏らす騎士たちの顔を、わたしは見回した。

			「偽勇者の調査とは別件ですけど、わたしは彼らに状況を伝えたいと思っています。知っていれば、偽者と疑われたときに打つ手もあるでしょうから。……どうでしょうか」

			　少し不安だったのだが、ゴードンさんは深々と頷うなずいてくれた。

			「無論です。我らも勇者様がいわれなき非難を受けるのは本意ではありませんからな」

			「ありがとうございます」

			　話はトントン拍子で進んだ。その日のうちに荷物を纏まとめて、わたしたちは町を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目的の村に向かって走る魔動車が、ガタゴトと揺れる。

			　車に乗り合わせたゴードンさんが、ふとした様子で言った。

			「機嫌が良さそうですな」

			「え？」

			　わたしは目を丸めた。

			　同乗した他の騎士たちが、微ほほ笑えましいものを見るような顔をこちらに向けている。それで初めて、揺れる車のリズムに合わせて小さく鼻歌を歌っていた自分に気付いた。

			「あ……」

			　顔が熱くなるのを感じて、わたしは目を逸らした。

			「あ、あはは。ちょっと浮かれてしまっていたみたいです」

			　これまでは噂話を追い掛けても、途中で足取りが途絶えてしまったり、そもそも信しん憑ぴよう性せいが高くなかったり、行き付いた先の村がすでに廃村になっていて手遅れだったりした。まともに成果と言えるものが得られたのは、これが初めてだったのだ。

			「気が緩んでいましたね。すみません」

			「謝ることはないでしょう。飯野様は熱心に我らの仕事を手伝ってくださいました。我らの気持ちは同じです」

			「でしたらよかったです」

			　にこりとしてから、わたしは表情を引き締めた。

			「ただ、これでまた偽勇者に関しては振り出しに戻ってしまいましたね」

			「そうですな」

			　いまのところ有力な手掛かりはなく、わかっているのはその被害だけだ。

			　偽勇者が目撃されたあとで、モンスターに襲われて廃村になった場所はすでに数箇所。

			　犯人は勇者として歓待を受け、正体がばれる前に逃げ出して、証拠隠滅のために村にモンスターを引き入れたものと考えられる。やっていることは、まさに鬼畜の所業だった。

			　いったい、何者なのか。

			　被害が広い範囲に散らばっていることから、単独犯とは考えられないが、かといって複数犯だとすると、村での行動が『ただ歓待を受けただけ』というのが解げせない。

			　そうして考えていくと、やはりもうひとつの可能性が正しいように思える。

			　すなわち、これがチリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人である『魔軍の王』工藤陸の仕業だという可能性だ。

			　彼は人間を憎んでいる。動機はそれで十分だ。

			　……ただ、工藤陸が偽勇者の正体なのだとすると、こちらもよくわからないことがある。

			　どうしてこんな回りくどいことをしているのか、その理由だ。

			　彼にはモンスターを自在に操る能力がある。偽勇者を騙かたるなんて回りくどいことをしなくても、村のひとつくらい蹂じゆう躙りんしてしまえばいいのだ。

			　なのに、どうして……。

			　考えてみるが、さっぱりわからない。

			　こういうのはどうにも向かない。刑事は足で稼ぐという言葉ではないが、とにかく聞き込みを続けることで手掛かりを得て、現行犯で捕まえるしか方法はなさそうだった。

			　ただ、現場を押さえられたとしても、それでよいというわけではない。

			　ゴードンさんたち聖堂騎士団は精力的に捜査を進めているが、もしも相手が『魔軍の王』工藤陸だとすれば、捕まえようとして返り討ちに遭う可能性もありえる。わたしがその場に居合わせられればいいのだけれど、常にそうできるとは限らない。

			　なら、どうするか。

			　この件について、わたしには考えがあった。

			「これから行く村に滞在している元探索隊のメンバーについてひとつ提案なんですが、わたしたちの捜査について協力を頼んでみたらどうかと思うんです」

			　わたしはゴードンさんに切り出した。

			「探索隊には正義感の強いメンバーが多くいます。協力を頼めば、応じてくれるんじゃないかと思うんです。実際、探索隊を抜けた彼らがこの地域にやってきたのは、モンスターの被害に頭を悩ませる貴族のみなさんの声に応えたからなんですよ」

			「なんと、そうなのですか」

			　ゴードンさんは意外そうな顔をした。

			「わたしはてっきり、村にいらっしゃる勇者様方は、帝都までの旅の途中でこの土地を訪れただけなのだと思っていました」

			「ああ。そういえば、このあたりの話はしていませんでしたね」

			　わたしは事情を説明する。

			「探索隊がまだエベヌス砦に滞在していた頃、この周辺の貴族たちから接触があったんです。なんでもモンスターの被害を訴えたんだそうで、探索隊の一部のメンバーは隊を抜けて、この地域にやってきました。バン子爵のところにいた神宮司くんみたいに、貴族のお世話になっている人もいますけど、自分たちだけで村を回ることにした人たちもいるみたいですね」

			　そんな彼らだからこそ、協力に応じてくれる可能性は高いだろうと期待が持てる。

			　というのも、彼らがあえて貴族から距離を取ったのは『自分たちは贅ぜい沢たくをするためにこの土地にやってきたのではない』という、ある種の高潔さの表れだからだ。

			　神宮司くんも、こう言っていた。

			　――他にも貴族の厄やつ介かいになることなく、村を転々としてるやつらもいるみたいだ。『おれたちは困っている人たちのために戦ってるんだ』ってな。おれみたいなちゃらんぽらんとは違って、志の高いやつらだよ。

			　野に下って村々を回り、モンスターを討とう伐ばつすることにした彼らは対価すら求めていない。そんな彼らであれば、きっと協力にも応じてくれることだろう。

			「うぅむ？」

			　そこで、わたしの話に耳を傾けていたゴードンさんが唸うなり声をあげた。

			　眉の間に小さな皺しわが寄っていた。

			「勇者様方は、自分たちだけで村を回っていらっしゃるのですか？」

			「え？　はい。そうですけれど」

			「そうですか」

			　納得のいかないような風情に、わたしは少し戸惑った。

			「どうかしましたか」

			「いえなに。たいしたことではないのですが」

			　尋ねると、ゴードンさんは一呼吸置いてから答えた。

			「どうして貴族と連携して、事に当たられないのかと思いましてな」

			「え？」

			「連携をしたほうが、的確に討伐を行えるのではないかと思うのですが」

			　意見を言ったというよりも、単純に不思議そうな様子だった。そして、その言い分には一理あった。

			「それは……」

			　確かに、実利を取るのなら、この土地の貴族と協力するのはありだ。もともと、モンスターの被害に頭を抱えていたのだから、彼らは喜んで協力してくれるはずだった。

			　もちろん、必ずしもそのほうがいいとは限らない。貴族のもとにいることで生じる不都合だってあるだろう。たとえば、領民の安全よりも自分の利益を優先する者もいるかもしれないし、そうした不自由さを嫌ったというのなら、あながちその判断は間違いとも言えない。

			　しかし、果たしてこの地を訪れた彼らは、そこまで考えていただろうか？

			　彼らの『自分たちは贅沢をするためにこの土地にやってきたのではない』という高潔さは、果たして、高潔さとしてだけ捉えていていいものだろうか。

			　疑念に囚われて、数秒、言葉に詰まる。そのとき、大きく車が揺れた。

			　ブレーキのたてる耳障りな音が響いた。

			「どうした!?」

			　戦場の指揮官の顔になったゴードンさんが、太い声で怒鳴った。

			「大変です！」

			　御者台の騎士の大声が届いた。

			「モンスターが……！」

			　そこまで聞いたところで、わたしは外に飛び出していた。

			　気持ちを切り替えて、まずは状況を把は握あくする。

			　延びた道の先、鱗うろこに覆おおわれた犬のようなモンスターがこちらに突っ込んでくるのが見えて――その姿を目にしたときには、わたしは抜いた剣を振りかぶっていた。

			　モンスターと遭そう遇ぐうすることなんて、この世界で旅をしていればよくあることだ。

			　ゴードンさんたちと一緒に行動を始めてからも、これが初めてというわけではない。

			　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。相手がこちらの存在を認識するよりも早く、その首を撥はね飛ばした。

			「お、ぉお……！」

			　御者台にいた騎士が感嘆の声をあげた。

			「お見事です、飯野様！」

			「いえ。たいしたことでは」

			　剣に付着した血ち糊のりを振るい落として、鞘さやに納めようとする。

			　その切っ先が、ぴたりと停まった。

			「ぐおぉおおっ！」

			　獣の咆ほう哮こうが耳じ朶だを叩いたのだ。わたしは、ばっと振り返る。

			　道から外れた木々の向こう、青い毛並みの大猿がこちらを睨にらみ付けて、咆哮をあげていた。

			　モンスター。２体目だ。胸を反らして大口を開けて、敵意を発散している。

			　その口こう腔こうに剣を突き入れた。

			「ぎっ!?」

			　反応する時間なんて与えない。脳髄を破壊する。

			　呆気なくモンスターは絶命する。この程度のモンスターは物の数ではなかった。

			「これは……」

			　けれど、わたしの口から出た声は深刻なものにならざるをえなかった。

			　状況を正しく理解したからだ。

			　どうと倒れる猿の巨体にはもはや関心を払うことなく、わたしは車から出てきたゴードンさんのもとに戻った。

			「飯野様。さすがで……」

			「緊急事態です！」

			　なにか言いかけたゴードンさんの言葉を遮さえぎって、わたしは叫んだ。

			「周囲に複数のモンスターの気配があります！」

			　気を緩めかけていた騎士たちが息を呑んだ。

			　いち早く意識を切り替えたのは、ゴードンさんだった。

			「数は？」

			　さすがは精鋭の聖堂騎士団で副長を務めているだけはある。必要なことを尋ねてくる。

			「数はどれくらいです？」

			「正確な数はわかりません。ただ……」

			　わたしは振り返った。

			「……いっぱいです」

			　前後に口を持つ大ムカデに、牛ほどもあるカエル、剣のように尖った頭部を持つトカゲ。

			　他にも10体程度のモンスターがこちらに向かってきていた。

			　まだ少し距離があるが、接敵までそう時間はかからない。状況に気付いた騎士たちが、動揺した素そ振ぶりを見せた。

			「そんな馬鹿な。これほどの数のモンスターが同時に……？」

			　目の前の光景は、通常ならありえないものだ。

			　群れを作るようなモンスター……有名どころで言えば、大地を回遊する魚型のモンスター、トリップ・ドリルや、真島が連れていた風ふう船せん狐ぎつねのようなモンスターを除けば、モンスターが同時にひとところにいることは通常ない。ましてや、別種のモンスターが、ほぼ同時に襲い掛かってくるとなれば尚更だった。

			　それこそ伝説に聞く、５００年前の勇者の樹海深部からの大敗走とか。

			　あるいは、どこかの砦とりでで起きた大事件のような例を除けば、だが。

			「……多分ですけど、あれで全部じゃないです」

			　かちりと、疑問のピースが埋め合わされた音がした。

			　これは予想もしない展開だった。

			　けれど、ある意味では、疑問に答えを出す類のものでもあった。

			「……ああ、そっか。そういうことだったんだ」

			　喉のどの奥から苦い声が漏れた。

			「飯野様……？」

			　剣の柄つかを握り締める手に力がこもった。ぎりっと奥歯が鳴った。

			　込み上げる怒りを呑み込んで、わたしはモンスターに向き直った。

			「……殲せん滅めつします。ゴードンさんたちは車を捨てて、来た道を戻ってください」

			「いえ。来た道を戻るのでしたら、飯野様も一緒に……」

			「わたしはこのまま村に向かいます」

			「それは！　危険です、飯野様！」

			　ゴードンさんがわたしの前に回り込んだ。

			「勇者様おひとりでモンスターに立ち向かうのは危険です。我ら騎士がどうして存在するとお思いですか」

			「ゴードンさん……」

			　その厳つい顔には、心からわたしの身を案じる表情が浮かんでいた。

			「勇者様の代わりに倒れるために、我らは存在します。世界は勇者様にしか救えない。ゆえに我らは剣を取り、命を投げ出すのです」

			「……ゴードンさんのおっしゃることはわかります」

			　この世界にやってきたことでわたしたち転移者が得た力は、他から隔絶したものだが、絶対ではない。

			　わたしのような二つ名持ちでなくても、チート持ちならモンスターくらい簡単に倒せるし、探索隊のように集団で旅をしている限りは、ただモンスターと遭そう遇ぐうしただけではまず危険などありえない。なので、勘違いをしてしまいそうになるが、モンスターとは勇者にとっても十分に脅きよう威いなのだ。

			　一対一なら楽に倒せる相手でも、一対十なら苦戦するかもしれないし、それ以上になれば命の危険も生じうる。勇者もまた人間である以上、疲労や消しよう耗もうからは逃げられない。実際、過去の歴史では、モンスターとの戦いで倒れた勇者はかなりの数いるらしい。わたしはあまり詳しくはないけれど、それでも帝国騎士団や聖堂騎士団と行動をともにしてきたので、そのあたりの事情は聞きかじっていた。

			「ならば」

			「けど、行かなくちゃいけないんです」

			　それでも、わたしは首を横に振った。

			　危険は承知のうえだった。

			　それでも、ここは譲れなかった。

			　悪を討つ。そのために『韋い駄だ天てん』の力はあるのだから。

			「大丈夫ですよ」

			　わたしは笑みを浮かべてみせた。

			「なにも考えなしに突っ込もうってわけじゃありません。危なくなったら逃げますから」

			「飯野様……」

			「安心してください。これでもわたし、ちょっとは強いんですよ」

			　他の探索隊メンバーなら、モンスターの群れに突っ込むなんて自殺行為だ。

			　けれど、わたしは探索隊の二つ名持ち、その名を『韋駄天』の飯野優奈だ。白兵戦に限定すれば、探索隊でも最強の力を持っている。

			「行きます」

			　わたしは地面を蹴って駆け出した。

			　ギアは最速に。足を突き動かす燃料には、胸のなかの感情の炎をくべてやる。

			　それは、明らかになった悪行に対する怒りの炎だ。尽きることなく燃え盛り、わたしの体を前に前にと飛ばしていく。その先に待つものを思い、わたしは剣の柄を強く握り締めた。

		

	
		
			13　韋い駄だ天てんと魔王の交錯　～飯野優奈視点～

			　

			　状況を整理しよう。

			　これまでわたしは聖堂騎士団第二部隊と一緒に、偽勇者の噂話を追ってきた。

			　けれど、成果は出なかった。追い掛ける偽勇者の行動に関して、腑ふに落ちない点ばかりが引っ掛かった。そのため、わたしは『魔軍の王』工藤陸の犯行を疑った。

			　しかし、仮に偽勇者の正体が工藤陸なのだとすると、どうして彼が村を訪れて、偽勇者を名乗るなんて迂う遠えんな真似をしたのかがわからなかった。

			　その疑問の答えが、この地には揃っていた。

			　探索隊のメンバーがいるはずの村。そこに現れた、異常な数のモンスターたち。導き出される答えは……。

			「……見付けたわよ、諸悪の根源」

			　20体を越えるモンスターを斬り捨てて、ようやくわたしは足をとめた。

			　崖の上、モンスターに囲まれた細身の少年が、こちらを振り返った。

			　柔和な顔立ち。冷たい目。人に絶望した魔王の表情。

			　予想していた通りのものがそこにあった。

			「『魔軍の王』工藤陸……！」

			　怒りを込めて名前を呼べば、薄い微ほほ笑えみが返ってくる。

			　背筋に怖おぞ気けが走る。感情の死んだ笑みだった。

			「そういうあなたは飯野優奈ですか。『狂獣』の一件以来ですね」

			　落ち着き払った様子で、工藤陸はこちらに向き直った。探索隊の『韋い駄だ天てん』を前にして、怯ひるんだ様子もない。それだけ自分の力に自信があるのだろう。

			　実際、周りにいるモンスターの数は多い。そのなかには、十文字くんの姿もあった。ドッペル・クイーン、アントンの分体が姿をコピーしているのだ。高たか屋やくんとの戦いでは共闘したが、今回は敵同士だった。

			　それ以外にも、見たことのあるもの、見たことないものも合わせて、何十体ものモンスターが集まっていた。なるほど。これならチート持ちでもウォーリアのレベルであれば、十分に圧殺できるだろう。

			「しかし、諸悪の根源とは奇妙な物言いをしますね」

			　工藤陸はこんなふうに嘯うそぶいてさえみせた。

			「ぼくは魔王。確かに、悪そのものに違いありません。しかし、殊こと更さらに悪行の原因とされるのは、心当たりがありませんね」

			「ふざけないで！」

			　今更、とぼけられるとでも思っているのだろうか。

			　……いいだろう。それなら、すべてを暴いてやる。

			　わたしは怒りを抑え付けて、弾劾の言葉を紡つむいだ。

			「最近、この地方で、勇者を騙かたる人間が訪れたいくつかの村が、モンスターに呑み込まれたわ。被害はあるのに、肝心の偽勇者は見付からなかった。いくら探してもね」

			　聖堂騎士団第二部隊は、精力的に働いていた。

			　なのに、手掛かりのひとつも得られなかった。本当に、これっぽっちもだ。

			「だけど、それは当たり前のことだった。そうよね？　なぜなら『そんなものはいなかった』んだから！」

			　工藤陸の取り澄ました微笑みに、わたしは剣の切っ先を向けた。

			「この近くの村には、探索隊のメンバーがいたわ。本物の勇者が。きっと、モンスターに壊滅させられたという他の村にも。あなたはチリア砦とりででそうしていたように、転移者の命を狙っていた。だから村をモンスターに襲わせた。そして、村に滞在していた勇者を偽者だったということにした。そうなんでしょう!?」

			　村をモンスターに襲わせたのが工藤陸なのだとしたら、どうして偽勇者を騙ったのかと考えていた。けれど、それは違ったのだ。

			　事実が捻じ曲げられていた。

			　工藤陸が偽勇者を騙っていたわけではない。ここには、確かに勇者がいた。

			　偽勇者を探しても見付かるはずもない。そんなものは最初からいないし、本物は全員が村で殺されていたのだから。

			　いま考えてみれば、この地方にいるはずの元探索隊メンバーにわたしがこれまで会えなかったのも、これが原因だったに違いなかった。

			「答えなさい、工藤陸！」

			「……ふっ」

			　噴き出す声が空気を揺らした。

			　堪こらえきれないとでも言うように、工藤陸が肩を揺らし始める。

			「ふふっ、あはっ。はははは！」

			　哄笑が崖上の空気を震えさせた。

			「はははははははは！」
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			　嗤わらう魔王の足元には、ふたりの血塗まみれの人間が転がっていた。

			　顔も名前も知っている少年たち。探索隊のメンバーだった。

			　もう我慢ができなかった。

			「なにがおかしい！」

			　地面を蹴った。

			　工藤陸との間には、無数のモンスターがいる。

			　だけど、それがどうした。こんなもの、わたしにとって意味はない。

			「邪魔よ！」

			　切り裂き、刺し穿うがち、蹴り付け、飛び越える。

			　邪魔者すべてを斬り捨てて、着地する。

			　工藤陸のいる場所まで、あと一息。

			　反応が追い付いていないのか、工藤陸はいまだに笑みを顔に貼り付けている。

			　ならばいい。思い知らせてやる。

			　そう思ったわたしの目の前で、工藤陸の影が立ち上がった。

			「な……っ!?」

			「させはしません！」

			　現れたのは、影絵から飛び出したかのような白黒の少女。

			　両手を剣に変えて、少女はわたしの剣を受け止める。

			　切っ先が深々とめり込んだものの、影絵の剣は断ち切れない。

			「人間め！　我が王の道は閉ざさせません！」

			「こいつ……！」

			　この強度、この反応。真島の眷けん属ぞくのひとりであるガーベラさんには及ばないが、かなりのレベルだ。倒せはするが、一息には厳しい。

			「あなたも手伝いなさい、エミル！」

			　わたしの一撃を受け止めたその間かん隙げきに、少女が叫んだ。

			　モンスターの群れのなかから、巨大な獣が飛び出してくる。

			「グルルゥォアアア！」

			「嘘うそ……!?」

			　繰り出された一撃は、あまりにも鋭く重いものだった。

			　このわたしでさえ、防げはしたものの、大きく弾き飛ばされてしまう。

			「うぐっ、そ……んな」

			　地面に剣を突き立てて、ブレーキをかける。

			　ダメージはないが、精神的な衝撃は大きかった。

			「高屋くん!?」

			「グルルルルゥ……」

			　赤い毛を逆立たせた凶悪な姿を見違えるはずがない。

			「工藤陸の手下になっていたっていうの!?」

			　凶獣と化した高屋くんは、山に消えたあと、所在がわからなくなっていた。

			　まさか工藤陸と行動をともにしていたとは思わなかった。

			　最後に見たときには全身ボロボロだったが、現在は治療もされているようだ。片腕こそ失っているものの、それ以外は万全の状態だった。

			　状況を把は握あくしてしまい、わたしは歯噛みする。

			　高屋くんの能力である『狂獣』は、戦闘向けの固有能力であり、チート持ちのなかでもかなり上位の戦闘力を備えている。もうひとり白黒の少女もいるし、これでは工藤陸を捕縛することは難しい。他にもモンスターがいることを考えれば、万が一の事態さえありうるだろう。

			「それでも、わたしは……」

			「ふふ。笑わせてもらいました」

			　そこで、工藤陸がつぶやいた。

			　その口元には、まだ笑いの残ざん滓しがあった。

			「あなた……」

			　胸のなかの怒りが再び熱を増した。あまりにも他人を馬鹿にした態度だった。

			　わたしは強く工藤陸を睨にらみ付けた。

			「なにがおかしいっていうの!?」

			「おかしいですよ」

			　ぬけぬけと言って、工藤陸はこちらを見返してきた。

			「だって、そうでしょう？」

			　自分とは関係のないものを語るみたいな、どうでもよさそうな口調だった。

			　

			「勘違いしているようですが、ぼくはその偽勇者の件とは無関係なんですから」

			　

			「は……？」

			　呆気にとられてしまった。

			　これは予想していなかった。白々しいにしてもほどがあった。

			「関係がない？　……この状況で、なにを言っているのよ！」

			　あまりにもふざけた言い分だった。

			　激げつ昂こうして斬りかかってしまわなかったのが、奇跡的なくらいだった。

			「だったら、その足元の死体はなんだっていうの!?」

			「それはそれ、これはこれ……と言っても、聞き入れてくれそうにありませんね」

			　工藤陸は溜め息をついた。

			「まあ、わざわざ説明をする義理もありません。また、そんな時間もない」

			　素っ気なく言うと、馬のような姿をしたモンスターを自分のもとに呼び寄せる。

			「逃げるつもり!?」

			「はい」

			　意外と堂に入った仕草で、工藤陸は馬の背に飛び乗った。

			　このままでは逃げられてしまう。わたしは焦りを押し殺して、思考を巡らせた。

			「なによ、わたしもあなたが殺すべき人間のひとりじゃないの？　……はっ。怖気付いたのだとしたら、魔王もたいしたことがないわね」

			「貴様……」

			　挑発をすると、白黒の少女が血相を変えた。

			　しかし、肝心の工藤陸の表情にはさざなみひとつ立たなかった。

			「なにを言っても無駄です。ぼくはあなたと戦うつもりはありません」

			「……逃げられると思っているの？」

			　これは駄目だと判断して、別の方向から揺さぶりをかけてみる。

			　敵戦力に高屋くんがいるのは想定外だったが、まだ戦力差はたいしたことはない。むしろ、逃げる相手を追う追撃戦なら、わたしの本領を最大限に発揮することが可能なくらいだ。

			　しかし、工藤陸の態度は落ち着いたものだった。

			「逃げられますよ。断言できます。あなたは、ぼくを倒せない。それに……」

			　馬上の工藤陸が、視線を余所に逸らした。

			「さっきぼくは『時間がない』と言ったでしょう。あれは、ぼくのことではありません」

			「なにを言って……」

			　罠の可能性も考えて、わたしはちらりと工藤陸の視線を追った。

			　そして、凍り付いた。

			「あ……れは」

			　崖の上から見渡せる場所には村があった。どこにでもあるような、小さく素そ朴ぼくな集落だ。

			　その村に、いまにも群がろうとするモンスターの一群が、目に飛び込んできたのだった。

			　数が多い。１００か２００か。もっといるかもしれない。少なくとも、たかだか村のひとつが押しとどめられる数ではなかった。

			　はっとして、わたしは工藤陸を振り返った。

			「や、やめさせなさい！」

			　これが、『魔軍の王』の力か。とんでもないことをしてくれる。

			　戦うつもりはないなんてふざけたことを言っていたが、とんでもない。ますます見逃すわけにはいかなくなった。叩きのめしてでもとめさせなければならない。

			　決意を込めて、わたしは地面を蹴ろうとした。

			　工藤陸が口を開いたのは、その寸前だった。

			「残念ながら、あれはぼくの手駒ではありません。ぼくを倒したところで意味はありませんよ」

			「……え？」

			　一歩踏み込んだところで、わたしはぴたりと足をとめた。

			「なにを言って……」

			「いまのぼくは、１０００近い数のモンスターを意のままに従えることができます。これがぼくの魔王としての力です。しかし、それも限界がないわけではありません。あのモンスターたちは、ぼくの支配の外にあります。だから、ぼくに関わっているのは時間の無駄だと言っているんですよ」

			「そんなことを……」

			「信じられませんか？　なら、かまいませんよ。やり合いましょうか」

			　工藤陸が手を挙げると、配下のモンスターたちが一糸乱れぬ動きでこちらに飛び掛かる姿勢を見せた。

			「こちらとしては、焦って本領を発揮できない『韋い駄だ天てん』を叩き潰せるのなら、それも悪くありません」

			　薄らと微ほほ笑えんでみせる。底冷えのする笑みだった。

			「どちらにしても、あの村はその間に壊滅するでしょうけどね」

			「うっ……」

			「付け加えて言えば、この場にはぼくの配下が３００体ほどいます。ぼくを殺してしまえば、その３００体についても手が付けられなくなるでしょう。どうしますか？」

			　最後の決定を委ゆだねるのは、この際、残酷な行いだった。

			「う、ううう……」

			　……どうしようもない。

			　そう理解して、わたしは剣を降ろした。工藤陸は満足そうに頷うなずいた。

			「わかってくれてなによりです。探索隊の『韋駄天』はもっと猪ちよ突とつ猛もう進しんな考えなしだと聞いていたんですが、話はできたんですね」

			「……好き勝手なことを言ってくれるわね」

			「感心しているんですよ。あなたは考えなしではありません。間違いは誰にでもあることです」

			　馬首を巡らせた工藤陸が、ふと気まぐれを起こしたように、こちらに視線を向けた。

			「実際、真実に近いところまで辿り着けてはいましたよ。ただ、あなたが思っているよりも、あなたより愚おろかな者は多くいます。これはそれだけのことです」

			「なに、それ。どういう……？」

			　問い掛けるが、返答はなかった。

			「それでは、失礼します」

			　気まぐれは、これで打ち止め。

			　工藤陸は配下を連れて、悠々とわたしの前から姿を消したのだった。

		

	
		
			14　揺るがない心　～リリィ視点～

			　

			「偽勇者の討とう伐ばつ……？」

			　部屋に飛び込んできたリアさんの言葉を、わたしは呆然と繰り返した。

			　ご主人様にかけている回復魔法を危うく途切れさせてしまいそうになるくらい、衝撃は大きなものだった。

			　わたし自身、偽勇者の噂話は以前に聞いていたし、いくつかの村が壊滅したことも知っていた。けれど、それがご主人様と結びつけて語られるのは、意味がわからない。なにかの冗談だと思いたいくらいだったけれど、リアさんの表情にそんな余裕はなかった。

			「先程、ディオスピロからの伝令が到着しました。確かな情報です」

			「伝令……？」

			「失礼します」

			　と、リアさんのうしろから男性が部屋に入ってきた。

			　アケルの王国軍の兵士の装いに身を包んだ、隻せき腕わんの男性だった。

			　シランさんが虚きよを突かれた表情を浮かべた。

			「……アドルフ？」

			「シランか。こんなところで、こんなふうに顔を合わせることになるとはな」

			　部屋に入ってきたのは、近隣の町ディオスピロに駐留しているアケルの軍人、アドルフさんだったのだ。

			　過去にはチリア砦とりでで騎士として戦いに身を投じ、腕を失って故郷のアケルに戻ってからは、軍の指南役として働いている人物だった。

			　シランさんにとっては元同僚であり、戦友ということになる。わたしたちは以前、シランさんの知り合いである彼を通して、魔石を融通してもらったことがあった。

			「それでは、アドルフさん。わたしは失礼しますので、あとはよろしくお願いします……」

			　そう言って、蒼あお褪ざめた顔のリアさんが部屋を出ていく。

			　見送ったアドルフさんが、シランさんに向き直った。

			「大変だったな。お前の体のことも含めて、フィリップ様から話は聞いた。話をしてくれなかったのは残念だが」

			「……すみません」

			「冗談だ。孝弘様の事情もある。そうそう吹ふい聴ちようできなかったことは知っているさ」

			　浮かべた笑みには、戦友への気遣いがあった。

			　けれど、笑顔はすぐに引っ込められた。

			　ベッドに横になるご主人様に、アドルフさんは視線を移した。

			「急いで事情を知らせなければと、ディオスピロから休む間も惜しんでやってきたのだが……まさか孝弘様がお倒れになっていたとはな」

			「アドルフ。マクローリン辺境伯が兵を差し向けてきたというのは、確かなのですか？」

			　シランさんが質問を投げ掛けると、アドルフさんは神妙な顔で頷うなずいた。

			「ああ。軍が掴んだ情報だ。辺境伯が差し向けた兵士は、わたしがディオスピロを出た時点で、すでにすぐ近くにまで迫っていた。率いているのは、ルイス＝バードという名の男だ。名目はチリア砦襲しゆう撃げきに関わる偽勇者、『邪悪なモンスター使い』真島孝弘の討とう伐ばつ。およそ５０００ほどの軍勢が確認されている」

			「５０００!?」

			　わたしは小さく叫んでしまった。

			「ご主人様ひとりを殺すために、５０００人も兵士を送ってきたっていうの!?」

			「というより、リリィ殿たち眷けん属ぞくも含めた一党を、纏まとめて相手にするための戦力でしょうね」

			　わたしのつぶやきを、シランさんが修正した。その表情は厳しい。

			「別に常識のない数というわけではありません。仮に……仮にですが、わたしが同じ立場にあれば、同様の判断をするでしょう。これは孝弘殿に限りませんが、勇者様は一騎当千の力をお持ちです。中途半端な数を差し向けても意味がありませんので」

			　勇者に剣を向けると言うのが仮定の話にしても不愉快なのか、硬い声だった。

			「ウォーリアクラスの転移者を相手にして、単独でも食い下がれるガーベラ殿やリリィ殿、そして、僭せん越えつながら、このわたし……他にもローズ殿たちをはじめ眷けん属ぞく全員の力を合わせれば、孝弘殿の率いる戦力は、すでに平均的な転移者のものを上回っています。だからこそ……」

			「……大軍ですり潰す必要がある？」

			「そういうことです」

			　認めたくはないが、納得のいく理屈だった。

			　先程、転移者の力を『一騎当千』とシランさんは評したが、これは別の見方もできる。

			　すなわち、１０００人いれば殺せるのだ。

			　もちろん、現実の世界はそんな単純なものではないが、どんな超人にも限界はある。数が増えれば対処が難しくなるし、疲労は溜まり、傷も蓄積する。数の暴力とはそうしたものだ。

			「マクローリン辺境伯は帝国南部貴族の元締め。保有する領土はアケル一国をはるかに凌りよう駕がし、豊かさでは比較にならない大貴族です。抱える兵力は１万をゆうに超えると聞いたことがあります。本気で孝弘殿とことを構えるつもりなら、それくらいの軍勢は差し向けてくるでしょう」

			　そこまで語って、シランさんは眉み間けんの皺しわを深くした。

			「ただ、わからないことがひとつあります」

			「わからないこと？」

			「マクローリン辺境伯の軍が、どうしてアケルの国境を越えられたのかということです」

			　わたしが首を傾げると、シランさんは丁寧に説明をしてくれた。

			「当たり前のことですが、軍隊が勝手に他国の領土に入り込むことはできません。無論、時と場合によっては、他国の軍隊を招くこともありますが……ご存知の通り、我らアケルとマクローリン辺境伯領は、非常に仲の悪い間柄になります。相当のことがなければ、軍隊が国境を越えることを許したりはしないはずなのです」

			「……たとえ事情があったとしても、許可など出るはずもない。なにをされるかわかったものではないからな」

			　アドルフさんは苦虫を噛み潰したような顔で言った。国防に携わる軍属というのも大きいのかもしれないが、仲が悪いというのは本当らしい。

			「でしたら、どうして？」

			　シランさんが疑問の表情を見せた。

			「そもそも、辺境伯軍が越境することは、もっと前に打診があったのではないのですか」

			「それがなかったのだ。やつらめ、事前通達もなしに、いきなり国境に現れたのだからな」

			「……馬鹿な。それでは、ほとんど侵攻してきたようなものではないですか」

			　シランさんは信じられないといった顔をした。

			「軍はなにをしていたのです」

			　そう言われるのは予想していたのだろう。無念の滲にじんだ声でアドルフさんは答えた。

			「なにもできなかったのだ。聖堂騎士団の方々が、同行していたからな」

			「……なんですって？」

			　シランさんの顔が強こわ張ばった。

			　おおよその経緯が予想できてしまったからだろう。低い声で問い掛けた。

			「いま、聖堂騎士団と言いましたか？」

			「ああ、辺境伯領軍には、聖堂騎士団のお方々が同行しているのだと聞いた。そうなれば、あれは正義の遠征だ。末端の兵士ではなにも言えん。それどころか……こともあろうに、辺境伯軍め、壊滅した聖堂騎士団第四部隊の敵かたき討うちを謳うたう始末だ」

			「そんな……」

			　シランさんが言葉を失った。

			　わたしはふと思い当たることがあって、唇を噛んだ。

			「……そっか、やられた。エドガールがこのタイミングで襲しゆう撃げきしてきたのは、そういうことだったんだ」

			　ご主人様が伏しているのは、聖堂騎士エドガールの襲撃を受けたためだ。まさか偶然ということはないだろう。

			「トラヴィスと辺境伯は共謀してたんだね」

			　辺境伯領軍を率いているルイス＝バードという人物の名前にも聞き覚えがある。飯野さんがセラッタでわたしたちについての間違った情報を得たときに、トラヴィスと同席をしていた人物だったはずだ。そのときから、彼らは結託していたに違いない。

			　そして、ご主人様を陥れたのだ。

			「こんなの、酷ひどい」

			　状況の悪さを認識せずにはいられなかった。

			　５０００の兵士は、わたしたちを潰すために用意されたものだ。ましてや、現状、わたしたちの戦力は激減している。シランさんは著しく弱体化し、わたしはご主人様の治療のために手を取られて動けない。なにより、ご主人様の意識がないのがまずかった。

			　ちらりと視線を巡らせた先、ロビビアは幼い顔を不安でいっぱいにしていた。小さな手が、ご主人様の眠るベッドの布地を掴んでいる。わたし自身、取り乱さずにはいられているものの、完全に平静でいられているとは言い難かった。

			　不安な気持ちは伝染する。際限なく広がり、黒々と心を染め上げる。

			　部屋に重い空気が立ち込めて――

			「リリィ姉様」

			　――ローズが口を開いた。

			「少しよろしいでしょうか」

			　平静な物腰で言われて、一瞬、わたしは呆気に取られてしまう。

			　それくらい、ローズはいつも通りだった。

			「……あ、うん。なに？」

			「わたしたちはこれからどう動きましょうか」

			　当たり前のことのようにローズは言った。

			　もともと表情が薄いのもあるにせよ、その態度に動揺の色は見られない。ただ、必要なことを語っているだけ。そんな自然な物腰だった。

			「状況の悪さに思い巡らせていても、なにが変わるわけでもありません。状況がどうあれ、わたしたちがやるべきことは決まっています。ご主人様を守らなければなりません。いまはそのために動かなければ。違いますか」

			　現実的な方向に、すでにローズは思考の舵かじを切っているようだった。

			　いや。というより、これはいつも通りにしているというだけのことなのかもしれない。

			　ご主人様を守る盾。ローズが考えることは常にひとつで、そこが揺らぐことはない。

			　そして、その変わらない在り方こそが、この場では覿てき面めんな効果を及ぼしたのだ。

			「……そうね。確かに、そうだ」

			　不安な気持ちは伝染する。であれば、その逆もまた然りだ。

			　目的を共有していれば、尚更のこと。確かな指針を与えられたことで、その場の空気がはっきりと変わった。もちろん、わたしも例外ではなかった。

			「……ふふっ」

			　なんとなく、まだ名もなかった白いアラクネにご主人様を攫さらわれたときのことを思い出した。あのときもローズの冷静さには助けられたのだった。

			　大事で可愛かわいい自慢の妹。いざというときに頼りになるのは昔からだ。

			　わたしはローズに笑顔を向けた。

			「よし。それじゃあ、これからどうするのか考えよっか」

			「はい」

			　ローズが頷うなずくと、すかさず傍かたわらにいた加藤さんが口を開いた。

			「おおまかには、迎え撃つのか、逃げるのか、あるいは、交渉を試みるのかですね」

			　立て板に水を流すかのように、これから取りうる方針を並べてみせる。まるでこうなることがわかっていたかのようだった。

			　あるいは、信じていたのかもしれない。

			「加藤さんはどう思うの？」

			　わたしが意見を求めると、加藤さんはすぐに答えた。

			「まず迎え撃つのは難しいでしょう」

			「やっぱ、そうだよね」

			　戦力を増やす魔法のような手段なんてない。対抗する力がない以上、戦いを避ける方向で考えるしかなかった。

			「だとすれば、逃げるか交渉するかだね。話し合いでわかってもらえればいいんだけど……」

			　わたしは眉を顰ひそめた。

			「あれだけ無茶苦茶吹っかけてきたトラヴィスと共謀している以上、それも無理だよね」

			「いえ。それはどうでしょうか」

			　意外なことに、加藤さんはここで疑問を差し挟んだ。

			「トラヴィスと共謀しているという表現は正しくないかもしれません」

			「どういうこと？」

			「トラヴィスの目的は、『邪悪なモンスター使い』を倒し、名誉と手柄を手に入れることでしょう。ですけど、辺境伯はどうでしょうか。わたしには、どうにも割に合わないように思えるんです」

			　おさげにした髪を指先でいじりつつ、考えを口にする。

			「真島先輩を討とう伐ばつするために５０００の兵士が必要だというシランさんの話はよくわかりました。ですが、そのための遠征のコストはどうでしょうか。自分の所属する組織の騎士を好き勝手に動かしていたトラヴィスとは違って、遠征の費用は辺境伯自身に返ってくるわけでしょう。いくら辺境伯領が豊かとはいえ、ぽんと出せるような額ではないように思うんです」

			　確認するような視線を向けられて、シランさんが頷うなずいた。

			「それは……確かに、真菜殿の言う通りです。軍隊というのは平時でさえ金食い虫ですから。遠征ともなれば尚更です。無論、たとえば、これが自領のことなら、話はまた違います。噂によれば、偽勇者というのは不利益をもたらす存在のようですし、それを排除するために動くのは当然のことです。ですが、ここはアケルです。利益だけを考えていたら、不仲な辺境伯が動く理由はないでしょう」

			　だから、割に合わない。利益のことを考えていない。

			　だとすれば……。

			「……辺境伯軍は本当に、偽勇者討伐のために動いている『正義の軍隊』だってこと？」

			　そういえば、辺境伯本人についてはよくわからないけれど、領軍を率いているルイス＝バードについては、『正義感の強い人物』だと飯野さんが言っていたことがあった。その見立てが信用できるかといえば、多少首を傾げるところもあるけれど、あれだけ言っていたということは、少なくとも、正義感の強い彼女には同類としてなにか感じ取れるものがあったのだろう。

			　だとすれば、飯野さんがわたしたちを襲しゆう撃げきしてきたときのように、同類のルイス＝バードも間違った情報に踊らされているのかもしれない。

			　ありそうな話だった。

			　迷惑な話でもあった。ただ、そうだとすれば、希望の光も見えてくる。

			「辺境伯領軍が単にトラヴィスの口車に踊らされているだけだとすれば、誤解を解くことで戦いを回避できるかもしれないね。とりあえずは逃げて、この場を切り抜けて、その間に……」

			「フィリップ様のお力を借りましょう」

			　わたしの言葉を、シランさんが引き取った。

			「予定とは違うかたちになりましたが、やることは同じです。王族の言葉となれば、辺境伯領軍も無視できないでしょう。アドルフ。フィリップ様はいま、どうしていらっしゃいますか？」

			「フィリップ様なら、孝弘様との協力関係について詳しい話をするために、陛下のもとへ発たれた。ただ、道中で辺境伯領軍の話は聞いているはずだ。フィリップ様のことだ。すでに動いてくださっているかもしれない」

			「それでは、わたしたちが逃げて時間を稼いでいる間に、辺境伯領軍の誤解を解いていただくようにと、フィリップ様にお伝えしてもらうことは可能ですか？」

			「無論だ」

			　アドルフさんは力強く頷うなずいた。

			「偽勇者がなんなのかはわからないが、孝弘殿が勇者であることは事実なのだ。偽勇者などという誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは恐れるに足りない。聖堂騎士団第四部隊とのことについても、フィリップ様は協力を約束されている。必ずやお伝えしよう」

			　これで当面の方針は立った。

			　もちろん、辺境伯になにか別の思惑がある可能性も否定はできないが、その場合も、時間を稼ぐことは有効だ。とにかく、この場さえどうにか切り抜けられれば、なんとかなる。いいや。切り抜けるのだ、なんとしても。

			　わたしはベッドで眠るご主人様に視線を落とした。

			　回復魔法の白い光に照らされた顔を、愛おしく見詰める。

			　絶対に守ってみせる。みんなで力を合わせて、この難局を乗り越えるのだ。

			　方針が固まり、わたしたちは頷き合った。

			　心をひとつにして動き出す――その直前のことだった。

			「待て、スライム」

			　扉の開く音がして、低い女の声が響いた。

			　灰色の巨体が、するりと部屋に入ってくる。

			　ぎょっとして、わたしは目を見開いた。

			「ベ、ベルタ!?」

			　そう。そこにいたのは、双頭の灰色狼ベルタだったのだ。

			　付いてきたらしく、傍にはあやめの姿もあった。

			「お、驚いた。戻ってきたんだね」

			　一時期はわたしたちと同行していたベルタは、主である工藤陸のところに戻っていた。

			　もう一度、こちらに来るようなことは言っていたけれど、このタイミングで顔を見せるとは思っていなかった。

			「よく村に入れたね。見張りをしてくれているガーベラが通したの？　……あ、いや。そんなことはいま、どうでもいっか」

			　頭が驚きから再起動した。

			「聞いて、ベルタ。いま、大変なことになっていてね」

			　立場上難しいところはあるが、ベルタの人格については信頼できる。どれだけの力を持っているのかも知っている。手を貸してくれれば力強い。

			「実は……」

			「知っている」

			　話をしようとしたわたしを遮さえぎって、ベルタは腰から生える触手で器用に扉を閉めた。

			「マクローリン辺境伯軍が迫っているのだろう？」

			　そう言うと、彼女は部屋の真ん中まで歩を進めた。ご主人様に目をやり、小さく唸うなる。そこにわたしは、無念の響きを聞き取った。

			「……これはまた、ずいぶんと面倒なことになっているな」

			「う、うん」

			「お前たちの先程の話。最後のところだけだが、聞かせてもらった」

			　ベルタは狼の鼻面をこちらに向けた。

			「お前たちの予想は正しい」

			「え？」

			「辺境伯領軍は、正義のために動いている。それは間違いない」

			　思わぬ相手から断言されて、わたしは混乱した。

			「ど、どうしてそんなこと言えるの……？」

			「見てきたからだ」

			　見てきた？　いったい、なにを見てきたというのだろうか？

			「話がある」

			　どうやらベルタは、ただ戻ってきたわけではないらしい。

			　考えてもみれば、この場に現れたこともおかしかった。

			　ご主人様と工藤陸との関係は、伏しておくべきものだ。こうしてベルタと話をしているのも、なるべくなら第三者の目には触れないほうが望ましい。

			　それなのに、彼女はこうも堂々と姿を現した。そうする必要があったということだ。

			　疑問の視線の集まるなか、ベルタが口を開いた。

			「話の内容は、辺境伯領軍について。そして、偽勇者についてだ」

		

	
		
			15　韋い駄だ天てんの奮戦　～飯野優奈視点～

			　

			　工藤陸と配下のモンスターの姿が視界から消えた。

			　探索隊離脱組の遺体も回収されてしまい、彼の行動の痕こん跡せきはなにひとつない。

			　崖の上にひとり残されて、わたしは拳を握り締めた。

			　なにもできなかった。

			　潜伏したチリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人を捕まえる、またとない機会だったというのに、みすみす逃がしてしまった。

			　……いいや。むしろこの場合、見逃してもらったのはわたしのほうか。

			　もちろん、工藤陸にわたしを見逃す理由はない。単に『韋駄天』と正面衝突することによる損害を嫌っただけなのだろうが、状況としては助かった。

			「……落ち込んでる暇なんてない」

			　自分は偽勇者とは無関係だと、工藤陸は言っていた。それが本当かどうかはわからない。適当に口から出まかせを言って煙けむに巻いたのかもしれないし、最悪、モンスターの群れが押し寄せているあの村に向かわせること自体、罠だという可能性も考えられる。

			　ただ、ひとつだけわたしにもわかることがある。

			　こうしているいまも、村は危険に晒さらされているということだ。

			　だったら、罠がどうこうと考えている余裕なんてなかった。

			「絶対に間に合わせる！　そのためには……っ！」

			　村はこの崖から見渡せる場所にある。崖を回り込んでいては時間がかかってしまう。

			　そう判断したわたしは、迷わず崖を飛び降りた。

			「……うあっ」

			　いくら体が頑丈になったにしても限度はある。わたしでも下手を打てば死ぬ高さだった。

			　もちろん、飛び降りたのは、そのあたりを覚悟したうえでのことだ。

			「こんなもの……っ！」

			　何度か斜面を蹴って勢いを殺す。

			　それでも足りない分は、目についた木に突っ込むことでクッションにした。

			「っぐ」

			　体の周囲で、ばきばきとすごい音がした。

			　折れて吹き飛ぶ枝葉とともに地面を転がり、すぐに立ち上がる。

			　無理をしたせいで、関節が痛んだ。

			　だが、うずくまっている暇はない。かまわず駆け出した。

			　間に合うかどうか。

			　……いや、間に合わせるのだ。

			　そう自分に言い聞かせた。

			　わたしは『韋い駄だ天てん』。探索隊の最速だ。間に合わないはずがない。

			　全速力を捻ひねり出す。

			　天地万物を背後に吹き飛ばして、ロケットのように前進する。

			「……いた！」

			　前方、モンスターの姿を捉えた。数秒で縮まる距離。速度は緩めない。

			「ぁああああああ！」

			　咆ほう哮こう一閃。剣を握る手にぐっと重い反動が返り、突き抜ける。

			　速度を乗せた一撃は、虫型のモンスターの強きよう靭じんな体を紙のように引き千切った。

			　だが、行く手を遮さえぎるモンスターはこれ１体だけではない。

			「邪魔！」

			　追いすがり、踏み込み、剣を振るう。そのたびにモンスターが地面に転がった。

			　文字通りに、道を切り開く。無茶をしている自覚はあったが、無理だとは思わなかった。

			　この世界において、強い想いは力となる。工藤陸が人間への憎悪から、モンスターを従える魔王の力を手に入れたのなら、わたしはその逆だ。悪を切り裂く断罪の剣として、人の常識をはるかに超えたこの力を手に入れた。

			　だったら、迷うことなどなにもない。

			　先程の工藤陸の言葉が本当であれ、嘘うそであれ、偽勇者の被害は厳然としてあるのだから。

			　そこには、必ず何者かの悪意があるはずだ。

			　許されないし、許さない。この想いがある限り、曲がらず折れず挫くじけない。それがわたし。『韋駄天』の飯野優奈。わたしはなにがあってもとまらない。

			「あぁああ――ッ！」

			　斬って、斬って、斬って、斬って。

			　モンスターの群れを、突き抜けた。

			「っ、はぁ！」

			　視界を村の防壁が遮った。

			「間に……合ったぁっ！」

			　本当にぎりぎりだった。

			　防壁に取りついているモンスターはいるものの、まだ村には侵入していない。

			「よし！　あとは……！」

			　地面を踵かかとで削るようにして、ブレーキをかけた。

			　返り血で濡れた剣の柄つかを握り直す。手首が痛み、指先が鈍にぶく痺しびれた。

			　全速力で急いだせいで、体力はかなり消しよう耗もうしている。息が荒く、心臓の音がうるさい。

			　それでも、まだ十分に戦えるだけの力は残っていた。

			　すべてのモンスターを壁の外で倒してしまえば、被害を未然に防ぐことができるだろう。

			　すべての……。

			「あ」

			　思考が現状に追い付いたのは、まさにその瞬間だった。

			　血の気が引いた。

			　これは駄目だと悟ったからだ。

			　村の防壁に殺到する、雲うん霞かのごとき怪物の群れ。たとえチート持ちであっても、平均的なウォーリアのレベルなら、あっという間に押し潰されてしまうだろう。

			　しかし、わたしは二つ名持ちだ。それも白兵戦に特化している。目の前の数百のモンスターであろうと、殲せん滅めつすることは決して不可能なことではなかった。

			　ただし、それは現状を打破できることとイコールではない。

			　むしろ白兵戦に特化していることは、その逆を意味していた。

			　これは、単純な処理速度の問題だった。

			　たとえば、以前にわたしと一緒にチリア砦とりでに向かった渡辺くん。魔法が得意だった彼なら、大規模魔法攻撃でモンスターを一掃することもできただろう。

			　けれど、わたしに魔法は使えない。１匹１匹、モンスターを潰していくしかない。

			　仮に１秒で１体のモンスターを殺せるとしても、この場にいる数百のモンスターを殺し尽くすには、数分以上の時間がかかってしまう。実際には一撃で倒し切れないものもいるはずなので、もっと時間がかかるだろう。

			　それだけの時間があれば、モンスターは村に入り込んでしまう。

			　わたしにとっては簡単に倒せるモンスターでも、この世界の平均的な兵士が対抗するためには、防壁による防御は必要不可欠だ。数体のモンスターが村に入り込んだだけで、こんな小さな村なんて瀕ひん死しに陥ってしまうだろう。

			「う、あ……」

			　どうしようもない状況を前に、わたしは小さく喘あえいだ。

			　この世界において、強い想いは力となる。そのはずでは、なかったのだろうか。

			　それとも、わたしの想いは足りなかったのか。

			　だから、悲劇を防ぐことが――

			「あ、ぁあ……ぁあああああああ！」

			　――そんなことはない。

			　そんなことはない！

			　冷たい背筋の感覚を振り払うように、わたしは雄お叫たけびをあげていた。

			　悲鳴じみたその声が、まるで他人のもののように聞こえた。

			　不吉な予感から逃れるようにモンスターの群れに斬り込んだ。

			　剣を握る掌てのひらの感覚が、まるで棒切れでも握るように頼りない。

			　踏みしめる地面は暗い闇の底に沈み込むかのようにあやふやだった。

			　ああ、そうだ。

			　未来が変えられないことは、わかっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こ、れで……最後！」

			　ぜいぜいと息を荒らげながら、わたしはモンスターの頭部に深々と埋まった剣を引き抜いた。

			　果たして何匹斬り捨てたのか。勇者由来の業わざ物ものであったはずの魔法の細剣は、とっくに血ち糊のりで鈍にぶくなってしまっていた。

			　村の防壁の周囲は、モンスターの死骸で埋め尽くされている。

			　動くものは自分以外なにひとつなかった。

			「……ぅあ」

			　がくんと膝が折れた。

			　全身が疲労に支配されていた。

			　頭がぼうっとする。脳みそに酸素が足りていない。

			　同じ距離を走るにしても、小走りをするのと全力疾走とでは話が違う。普段ならもっと余裕を持って戦うこともできただろうが、今回はとにかく殲せん滅めつ速度を優先したために、後先のことを考えていなかった。

			　……それでも間に合わなかったあたり、まったく救いようがなかった。

			「駄目。まだ、戦わないと……」

			　どうしても手が回らずに、防壁を乗り越えてしまったモンスターが何体かいた。防壁はぐるりと村を囲んでいるので、わたしの目の届かないところでも侵入されているだろう。壁の向こうでなにが起きているのか、想像することは容易だった。

			「う、ううう……」

			　わたしは目の前の壁を見上げた。

			　これまで見てきた廃村とは違う。この壁の向こうにあるのは自分の力不足の結果なのだ。

			「ぁ、ああ……」

			　ガタガタと膝が震えた。それは疲労のためだけではなかった。

			　……怖い。

			　見たくない。

			　恐怖が全身を縛り付けていた。

			　わたしは全力を尽くした。できることをした。そのうえで、どうにもならなかった。

			　どうしようもないことだった。こうした場面に飛び込んだ以上、手が届かない可能性は常にありうるのだ。その覚悟はしていたつもりだった。

			　けれど、多分、頭のどこかでは、なにがあっても自分ならどうにかできると思っていた部分があったのだ。

			　だからこれは、そうした楽観の報むくいだった。

			　衝撃はあまりにも大きくて、心は打ちのめされていた。

			　……思えば、これが初めてだった。

			　この世界にやってきてから、失敗はいくつもしてきた。手遅れだったこともあった。けれど、目の前で力及ばずなにかを失ったことはなかった。

			　だから、当然、その結果起こった惨劇を目の当たりすることも、これが初めてだ。

			「ぅ、あ……」

			　呼吸が浅くなる。眩暈めまいがする。逃げ出してしまいたい気持ちが胸を潰す。

			　……同時に、どこかの誰かの顔が脳裏を過よぎった。

			　この異世界の現実は過酷なもので、わたしのような力を持たずに生きていくのは、きっと常にこうした恐怖と隣り合わせなのだろう。だから、あいつはあれほどに必死だったのだ。

			「……うくっ」

			　無様に喉のどが鳴った。わたしは震える膝を叩いた。

			「う……うぅ！」

			　立ち上がると、上体がふらついた。それでも、立ち上がることはできた。

			　なにを考えていたわけでもなかった。

			　最後まで見届けるべきだという、責任感と義務感に駆られたのか。

			　守れなかった事実が、捨すて鉢ばちな気持ちを生んだのか。

			　まだ生きているものがいるかもしれないという現実逃避の類だったのか。

			　あるいは……いや、そんなことはどうだっていいか。

			　胸のなかにある不確かな衝動に従って、わたしは跳躍した。

			　丸太を組んで作られた防壁の上に着地して、その向こうにある村を見渡す。

			　そこにあったのは、すべてが喪われた地獄の光景――

			「え？」

			　――では、なかった。

			「あれは……騎士団？」

			　夢でも見ているのだろうか。

			　村に侵入したモンスターと、隊列を組んだ騎士たちが対たい峙じしている。

			　一瞬、先程別れたばかりのゴードンさんかと思った。

			　鎧よろいの意い匠しようが同じものだったからだ。

			　聖堂騎士団だ。騎士団が村を守っている。

			　どういうことかわからずに混乱するわたしの目の前で、戦いが展開していった。

			　騎士たちは小集団ごとにモンスターを一体相手にしていた。そうなるように、巧たくみに立ち回っているのだ。盾を構え、攻撃を受け止めて、隙すきを見て反撃を叩き込む。派手さはないが、堅実な戦い方からは、練度の高さがうかがえた。

			　剣にしろ魔法にしろ、反撃の一撃一撃はモンスターを倒せるようなものではない。けれど、積み重なればそれなりの効果はある。わたしの立っている場所の近くで戦っていた蒼あおい毛並みの化け猿が、執拗にぶつけられる魔法に堪たまらず後退した。

			「あとは任せろ！」

			　そこに、剣を携えて、少年少女たちが飛び出した。

			「あれは……！」

			　息を呑むわたしの見守る先で、少年たちの体から重々しい魔力の気配が立ち昇った。

			「おおおぉお！」

			　振るわれた剣の威力は、大岩を打ち砕くほど。わたしには馴染みのある、常識外れの力だ。

			　聖堂騎士団の援護もあって、彼らは着実にモンスターを打ち倒していく。

			「嘘うそ」

			　自分の目を疑った。

			「……あれは、探索隊の？」

			　間違いなく、彼らは探索隊を抜けたメンバーに違いなかった。

			　それが３人。

			　けれど、おかしい。

			　神宮司くんから聞いた限り、ここにいる離脱組は３人のはずだ。

			　工藤陸に殺されたのがふたり。ひとりの生死は不明だが、それ以外に転移者がいるなんて話は聞いていない。

			　それなのに、どうして？

			　呆然とするわたしの前で、モンスターたちは討とう伐ばつされていく。

			　やがて戦いは終息した。

		

	
		
			16　韋い駄だ天てんの問い掛け　～飯野優奈視点～

			　

			　拍子抜けしてしまうくらいに呆気なく、戦いが終息していく。

			　わたしはそのすべてを見届けて、半ば朦もう朧ろうとしていた。

			　極度の疲労を覚えていたのもあったし、張り詰めていたものが切れたせいもあった。

			　酷ひどい風邪をひいたときのように、頭の芯がガンガンした。酸素が足りなくて、顔面から血の気がひいている。胃が浮いたような感覚があって、ともすると、お腹のなかのものを逆流させてしまいそうだった。

			「……飯野さん？　飯野さんじゃないですか！」

			　このまま気を失ってしまいたいくらいだったけれど、最後のモンスターが倒れたところで、離脱組のみんながこちらに気付いた。次々に、わたしのいる防壁へと跳躍してくる。

			「おかしいと思ったんです。あんまりモンスターが侵入してこないから。まさか飯野さんが戦ってくれていたなんて！」

			「ええと、きみは……蛇へび岩いわ圭けい吾ごくん、だっけ？」

			　到底頭が回るような体調ではなかったので、思い出すのに少し時間がかかってしまった。

			「そうです。覚えていてくれたんですね」

			　蛇岩くんは、わたしよりひとつ下の、一年生の男の子だった。

			　一緒にいる男の子と女の子も、同じ一年生だったはずだ。

			　これといって深い交流があったわけではないけれど、言葉くらいは交わしたことがあった。

			　３人とも純真な笑みを向けてくる。

			「でも、本当に驚きました！　飯野さんが足留めをしてくれていたんですね！」

			「うわ、すごっ！　村の外にモンスターがいっぱい転がってる！」

			「こんなにたくさん、ひとりで……さすがは飯野さんです！」

			　戦いが終わってすぐなせいか、みんなテンションが高い。

			　口々に褒めそやしてきて、口を挟む暇もなかった。

			　というより、その余裕がわたしにはなかった。とにかく疲ひ弊へいし切っていたのだ。

			　すぐに聖堂騎士団の騎士たちもやってきた。

			「お疲れ様でした、圭吾様。ところで、そちらの方は？」

			「ああ。紹介しますね。こちらは、探索隊の幹部の飯野優奈さんです」

			「おお、この方が、探索隊の名高き『韋駄天』様ですか！　前にお話を聞かせていただいたことがありましたね」

			「村の外で戦っていてくれたみたいなんです。ほら、見てください」

			　蛇岩くんの言葉には純粋な尊敬だけが溢あふれていたし、対する聖堂騎士にしてもそれは同じだった。けれど、聞いているわたしの喉のどは、なぜだか嫌な感じに干上がっていた。

			「こ、これをたったおひとりで!?」

			「驚きました。噂うわさに違わぬ……いえ。噂以上の力量ですね」

			「もちろん、圭吾様たちのご活躍もあってのことですが」

			「なんにしてもめでたいことです」

			「聞け、みんな！　勇者様方の奮戦により危機は去ったぞ！」

			「村の者にも伝えろ！」

			「勇者様万歳！」

			　騎士たちの口から、賞賛の言葉が唱和される。

			　その声が聞こえたのか、隠れていた村人たちも家々から顔を覗かせ始める。

			　こちらを見上げる彼らの目には、希望の光が宿っていた。

			「……ぅ」

			　喉の奥に嫌なものが込み上げてくるのを感じた。

			　自分の無力を痛感したのは、つい先程のことだ。

			　そのすぐあとに賞賛を受けられるほど、わたしは厚顔ではいられなかったのだ。

			「ちょ、ちょっと待ってください」

			　堪たまらずに声をあげる。酷ひどい頭痛のせいで、ただ声を出すだけでも、ナイフを突き立てたかのように頭の芯が痛んだ。

			　もっとも、そのお陰で靄もやがかかっていた思考がクリアになってくれた。

			「どうしたんですか、飯野さん」

			　蛇岩くんが声をかけてきた。幼さの残る顔が、心配そうに顰しかめられている。

			「顔色が悪いですね。すみません、気付かなくて。あれだけの数のモンスターと戦ったんです。疲れていて当然でした。休んだほうが……」

			「大丈夫よ、蛇岩くん」

			　差し出された手を、わたしは拒んだ。

			　そんなことより大事なことがあったからだ。

			　少し驚いた顔をする蛇岩くんに尋ねる。

			「それよりも、聞かせてほしいことがあるの。どうしてここに聖堂騎士団がいるの？」

			　この村に探索隊から離脱したメンバーがいるのは知っていた。

			　しかし、聖堂騎士団がいるなんて話は聞いていなかった。

			「ああ、なんだ。そんなことですか。それはまあ、不思議ですよね」

			　納得した様子で、蛇岩くんはうんうんと頷うなずいた。

			「実はですね、飯野さん。おれたちは偽勇者の噂話を追ってきたんですよ」

			「偽勇者の……？」

			「はい。おれたちは探索隊を抜けたあと、帝都に向かったんです。他にも、そういうやつらは何人かいたんですけど、帝都では聖堂教会にお世話になっていました。そこで、ある日、おれたち勇者の偽者が現れたから調査を手伝ってくれないかって、協力を依頼されたんです」

			　探索隊の離脱組が全員、この地域にやってきたわけではない。離脱組はエベヌス砦とりでに辿り着いた探索隊メンバーのうち半数の60人を超えている。そのなかには、この世界の中心である帝都に向かった人も相当数いたのだろう。

			　帝都に招かれて勇者として戦う。この世界ではスタンダードな勇者の在り方だ。蛇岩くんたちは、その『帝都組』として、偽勇者の調査を依頼されたということらしい。

			「それで、蛇岩くんはここに？」

			「ええ。それはもう。すぐにオッケーしましたよ」

			　蛇岩くんは胸を張った。

			「おれたちは勇者ですからね。困っている人は見逃せません」

			　迷いのひとつもなく言ってみせる。

			　これほど正義感に溢あふれた子だとは知らなかったので少し驚いてしまう。

			　他のふたりも頷うなずいており、きっと気が合う３人なのだろうと感じられた。

			　蛇岩くんが騎士たちに目をやった。

			「というわけで、おれたちは聖堂騎士団第一部隊のみなさんと一緒にここまでやってきたわけです」

			「……第一部隊の。とすると、第二部隊のほうから連絡を受けて？」

			「あれ？　どうして、飯野さんがそれを知っているんですか」

			　蛇岩くんは不思議そうにしたが、わたしはこれで話が見えてきた。

			「わたしは第二部隊と同行していたのよ。同じように偽勇者を追ってね」

			「ああ、それで」

			　第一部隊は第二部隊と共同で今回の事態に当たっている。今回の場合、わたしたちが動くと決めてから目的地に着くまで１日しかなかったので、互いに動いていることを知らなかったのだ。情報伝達に時間がかかるこの世界では仕方のないことだった。

			「事情はわかったわ」

			　わたしは頷いてみせた。

			「そうすると、肝心の犯人を逃がしてしまったのは惜しかったわね」

			　蛇岩くんたちも偽勇者の調査のためにわざわざやってきたのに、空振りだったというわけだ。

			　わたしが工藤陸を捕まえられていればよかったのだけれど、それもできなかった。そのあたりの事情についても話をして、情報共有をしなければならないだろう。

			　ああ。それに、離脱組のふたりが殺されていたことについても伝えないと。気持ちは重いけれど、これはなにもできなかった者の責任だろう。

			　わたしが残酷な事実を告げようとしたとき、蛇岩くんが先んじて口を開いた。

			「いえ。それが、飯野さん。違うんですよ」

			　混じり気のない純粋な笑顔には、どことなく誇らしげなふうがあった。

			「おれたちは偽勇者を捕まえたんです」

			「……え？」

			　ぽかんとしてしまった。

			「偽勇者を、捕まえた？」

			　意味がわからなかった。

			「はい。と言っても、捕まえたのは聖堂騎士団のみなさんですけどね」

			　屈くつ託たくない口調だった。

			　嘘うそや冗談を言っているふうではない。それだけに、わたしは混乱してしまった。

			「ちょ、ちょっと待って。聖堂騎士団が捕まえたの？」

			「ええ。おれたちはその場にいなかったので、報告を受けただけですけど。えっと、どうかしましたか？」

			「その場にいなかった……？」

			　ますますわけがわからなかった。

			「それじゃあ、聖堂騎士団が単独で、あの工藤陸を捕まえたっていうの？」

			　ありえない。だって、相手はあの『魔軍の王』だ。

			　ついさっき、『韋い駄だ天てん』の二つ名を持つこのわたしが逃したばかりの相手なのだ。

			　しかし、蛇岩くんの返答は、ますますわたしを混乱させるものだった。

			「工藤？　工藤がどうかしたんですか？」

			　きょとんとして、彼は尋ね返してきたのだ。

			「だから、工藤陸が偽勇者の正体で……」

			「なんですか、それ」

			「え？」

			　疑問の視線が交こう錯さくする。なぜだろう。話が通じない。

			　なにかがおかしかった。

			　状況が捻ねじれている。

			　どちらがなにかを勘違いしている？　だとすれば、それはいったいなにを？

			「聖堂騎士団が偽勇者を捕まえていて、工藤陸は偽勇者じゃない……？」

			　これらはまったく、わたしの認識とは食い違う。けれど、蛇岩くんの言葉を纏まとめると、そういうことになってしまう。

			　不意に工藤陸とのやりとりが脳裏に蘇よみがえった。

			　――それはそれ、これはこれ……と言っても、聞き入れてくれそうにありませんね。

			　離脱組のメンバーを手に掛けたことを、彼は否定しなかった。

			　そのうえで、村の一件を自分には関係のないものだと言っていた。

			　嘘うそをつくなら、そんな半端をするだろうか。

			　本当のことだったからこそ、彼はそうしたのではないだろうか。

			　だとすれば……いや、違う。そんなはずがない。

			　わたしは脳裏に過よぎった疑念を否定した。

			　だって、だとすればおかしいのだ。

			　工藤陸がこの村になにもしていないのなら、さっきのモンスターたちはなんなのか。

			　理屈が合わない。工藤は出で鱈たら目めを言っただけだ。そうとしか考えられない。

			　だけど、工藤陸が偽勇者だとすると、この村で捕まったという偽勇者とはなんなのか。

			　考えろ。

			　この村にいたのは……。

			「まさか」

			　可能性に辿り着き、わたしは呻うめき声をあげた。

			　それが正しいとすると、このままではまずい。

			　慌ててわたしは蛇岩くんに詰め寄った。

			「蛇岩くん！　その偽勇者っていうのはどこにいるの!?」

			「え？　な、なんですか、急に？」

			　蛇岩くんは目を白黒させた。

			「いいから！　答えて！」

			「え、ええっと、おれたちが捕まえたわけじゃないので、はっきりしたことは。ただ、すぐにでも護送するとかなんとか聞いて……って、飯野さん!?」

			　みなまで聞かず、わたしは動いた。

			　村をぐるりと囲んだ防壁の上を走り始める。

			　小さな村だ。すぐに防壁に一箇所設けられた門が見えた。

			　その近くには１台の魔動車が停まっており、いままさに連れられて行く人影があった。

			　罪人だ。頭からすっぽりと白い布をかけられており、騎士たちに囲まれている。

			「待ちなさい！」

			　吐き気も頭痛も抑え付けて、わたしは防壁から大きく跳躍した。

			　騎士たちの目と鼻の先に、ほとんど弾丸みたいに着地する。

			「な、なんだ!?」

			　巻き起こったつむじ風が砂を巻き上げ、驚く騎士たちが顔を手で庇かばった。

			　罪人の姿を隠していた白い布もまた、はためき舞い上がった。

			「……あ」

			　目が合った。黒髪黒目の少年だった。

			　やっぱりと思った。

			「河こう津づくん」

			　わたしは名前を呼び、少年は焦しよう燥そうに落ち窪くぼんだ目をかすかに見開いた。

			「飯野？」

			　河津朝あさ日ひ。元探索隊のメンバーだった。

			　同じ二年生だったのもあり、探索隊ではそれなりに話をした間柄だった。

			　そして、これこそが、あるはずのない偽勇者の捕縛の正体だった。

			　まさか同じ村に、本物と偽者の勇者が一緒にいるはずがない。工藤陸ではない偽勇者が捕まったのだとすれば、ありえることは誤認だった。村に滞在していた３人の離脱組のうち、殺されたのはふたり。残されたひとりが偽勇者と間違えられてしまったのだ。

			「飯野様？」

			　そして、もうひとつの再会があった。騎士のひとりが声をあげたのだ。

			　怜れい悧りな印象の女性だった。顔に見覚えがあった。

			「ええと……確か以前に？」

			「はい。エリナーと申します。過日は失礼をいたしました」

			　偽勇者の被害に遭って滅びた村で出会った、騎士の女性だった。わたしを偽勇者と勘違いして、剣を抜きかけたことがあったので、顔を覚えていた。またこうして、わたしとは別の転移者を偽勇者に間違える場面に行き遭ったのは、なんの因果だろうか。

			　あのときはゴードンさんがわたしのことを知っていたお陰で、事なきを得た。

			　いまはわたしが河津くんのことを知っている。

			　シチュエーションもよく似ていた。

			「エリナーさん、話はあとで。いまはとにかく……間に合って良かった」

			　わたしは河津くんに駆け寄った。肩に手を置いて、その顔を覗き込む。

			　疲れ切った酷ひどい顔をしていた。

			　……冤えん罪ざいをかけられたのだから当然か。

			　弱っている仲間の姿を見て、萎なえていた体に少し力が戻ってくる。わたしは周りを囲む騎士たちに目をやった。

			「聞いてください。彼は偽勇者なんかじゃありません」

			「本物の勇者様だというのですか」

			　エリナーさんが尋ねてきた。

			　その表情は険しい。怯ひるんでしまいそうになるくらい、強い圧を感じた。

			　わたしはその視線を正面から受け止めた。

			「そうです」

			　仲間を守るのだ。一歩も譲るつもりはなかった。

			「彼はわたしと同じ勇者です」

			　もしもエリナーさんの誤解が頑かたくななものであったとしても、断固として抗議する。

			　そう心を固めていたのだ。

			　けれど、その覚悟は――思わぬところから崩される。

			「……違う」

			「え？」

			　間の抜けた声をあげて、わたしはよろめいた。

			　突き飛ばされたのだ。戦いで体が弱っていたからというのもあったが、それ以上に、まったく予想していなかったせいもあった。

			　信じられない気持ちで、自分を突き飛ばした相手をわたしは見返した。

			「河津……くん？」

			「違う」

			　掠かすれた声が返ってくる。

			　ぞくりとした。河津くんはまるで死体が起き上がったような虚ろな顔をしていたのだ。

			「違う。違う。違う。違う。違う！　違う！」

			　河津くんは叫んだ。

			　頭を掻かき毟むしり、何度も何度も否定の言葉を口にする。

			　ぶちぶちと髪が千切れ、皮膚が抉えぐれ、血が滲にじんでもとまらない。

			　狂態を前に立ち竦すくむわたしに、絶望の底から響くような暗い声で河津くんは言った。

			「おれは勇者じゃない！　勇者なんかじゃないんだ……っ！」

			　そして、地面に崩れ落ちる。

			　わたしはただ、その背中を見下ろすことしかできなかった。

			　なにが起こっているのか理解ができない。

			　目の前の光景の意味がわからない。

			　誰か教えてほしい。

			　

			　いったい、なにが起こっているの？

		

	
		
			17　輝ける勇者

			　

			　魔力が存在するこの世界では、想いが現実に影響を及ぼす。

			　ある一定以上の強い想い、魂たましいの底からの願いを抱いたとき、転移者は固有の能力を発現する。

			　固有能力は基本的にひとりにひとつ。願いに基づいて形成された独自のものだ。

			　しかし、探索隊でウォーリアと呼ばれる者については、話が違っている。彼らは固有の能力を持たず、ただ戦闘に極めて優れた適性を示すのだ。

			　かつて工藤陸は、その在り方を『なり損ない』と評した。なぜなら、それは願いにより得られた力ではなく、根拠のない確信によるものだからだ。

			　――根拠のない確信もまた、無意識下の強い想いには違いありません。『こんな世界に来たんだから、自分はやっぱり特別だったんじゃないか』『そうであってほしい』『いや、そうだ』『そうに違いない』とね。それが彼らの超人的な力の根源であり、想いの伴わない虚うつろな力の所以ゆえんでもあるんです。

			　かつて工藤陸が語った通り、根拠のない確信という源泉から共通して力を引き出した彼らの力は、なべて同質のものだ。

			　もっとも、そうした共通点を差し引けば、当然、彼らの個々人の性質は違っている。

			「朝日はどうも、じれったいところがあるんだよなあ」

			　河津朝日にそう言ったのは、探索隊のリーダー中なか嶋じま小こ次じ郎ろうだった。

			　それがどういった場面だったのか、朝日は覚えていない。

			　他愛のない雑談の一幕だったからだろう。

			「目的を見据えて、真剣に考えて、物事を決断して、果断に動く。まあ朝日に限らずなんだが、なんつーかこう、もっと情熱を持とうぜ。そうすれば、きっともっと楽しくなるよ」

			　中嶋小次郎には、たまにこんなふうにお説教くさくなるところがあった。

			　彼の仲間思いな一面が表れた言葉ではあるものの、どうにも暑苦しいことは否めない。

			　尊敬を集めるリーダーの、愛すべき欠点とでもいうべきか。そうした場面に行き遭うと、探索隊のメンバーは苦笑していたものだった。

			　ああまた言っているなと、そのときの朝日も思った。

			　その反面で、その言葉を忘れなかったのは、腑ふに落ちたからかもしれない。

			　河津朝日という人間には、どうにも流されやすいところがあった。それをなんとなく自覚もしていて、そうした性質を言い当てられたと感じたのだ。

			　よく見ているものだなと感心した。

			　ただ、だからといって、そんな自分を変えようともしなかった。

			　変わろうとしなかったのではなく、変わろうという発想がそもそもなかった。

			　朝日が帝国南部の小貴族領に向かうことになったのも、そうした性質のためだった。

			　なにせ彼が探索隊を離れたのは、ただ仲の良い友人ふたりに誘われたのが理由だったのだ。

			　そこに彼自身の強い意志はなかった。困っている人を助けなきゃという正義感と、自分たちの活躍に対する大きな期待だけがすべてだった。

			　これに関しては朝日だけではなく、他のふたりもそんな調子だった。

			　そして、気楽な旅は始まった。

			　勇者である彼らは、立ち寄った村々で歓待を受けた。

			　村に近付くモンスターを軽く蹴散らしてやるだけで歓声があがった。

			　そのへんをちょっと歩き回って、倒したモンスターを引きずって帰ってくれば、勇者様、勇者様と崇あがめられた。

			　英雄になるのなんて、まったく簡単なことだった。

			　ただ、ほんの少しだけ朝日が他のふたりと違うところがあったとすれば、ふと目を向けてしまったことだろう。

			　――親の顔を知らない子供がいた。

			　――恋人の死を嘆く女がいた。

			　――家族をみんな喪って、ひとり生きる老人がいた。

			　無論、朝日は遠征隊のひとりとして辿り着いたエベヌス砦とりでで、このあたりの地域を治める貴族から、モンスターに脅おびやかされる領民のことは聞いていた。

			　だから、知っているつもりだった。

			　それが、つもりでしかなかったことを悟った。

			　変な話だが、朝日は実際に村人たちと接することで、彼らが自分と同じ大地に生きていることに気付いたのだった。

			　彼には想像力が足りなかった。だが、目の前にいる人々に共感しないほど感性の枯れた子供でもなかった。

			　彼らの悲しみが心に響いた。苦しみに感情移入した。

			　なんとかしなければいけないと思うのは、まったく自然な成り行きだった。

			「おお、勇者様！　勇者様だ！」

			「わたしたちをお助けください！」

			「怯おびえることのない生活を！」

			「どうか、勇者様！」

			　目の前に助けを求める人がいる。自分には、簡単に英雄になれるだけの力がある。

			　だったら、どうするべきなのか。

			　どうしたいのか。

			　――朝日はどうも、じれったいところがあるんだよなあ。

			　そんなとき、リーダーの言葉を思い出した。

			　――まあ朝日に限らずなんだが、なんつーかこう、もっと情熱を持とうぜ。そうすれば、きっともっと楽しくなるよ。

			　ああ、これが『そういうこと』なのだと、朝日は悟ったのだ。だから――

			「――それじゃあ、そろそろ行こうぜ」

			　ここまで一緒にやってきた友人、樹いつき佑ゆう汰たと籾もみ井い義よし弘ひろのふたりに朝日は声をかけた。

			「おーぅ」

			　意気込む朝日に比べると、いかにも気楽そうな声が返った。

			「つっても、あんまりテンション上がんねえけどなぁ」

			「違いない」

			　ふたりはけらけらと笑っている。朝日とは違って、彼らはあまり村人たちの窮きゆう状じように関心を示していなかった。もっとも、それはたいした問題ではなかった。

			「まあでも、頼まれたなら仕方ねえよな」

			「だな」

			　結局のところ、彼らは彼らで乗り気だったのだ。

			　勇者として求められることに文句なんてなかった。

			　ふたりして上機嫌に、友人をからかいさえしてみせるくらいだった。

			「にしても、朝日は最近やる気じゃん。前の村でもそうだったし」

			「モンスターを倒しに、真っ先に飛び出していくんだもんなぁ」

			「こりゃ、そのうち嵐でも来るんじゃね」

			「げぇ。このタイミングで雨とか笑えねー。ずぶぬれは勘弁してくれよ、朝日」

			「……知るか」

			　などと不ふ貞て腐くされてみせたものの、朝日は自分のやる気を否定しなかった。

			　彼らの指摘は事実だったからだ。

			　胸のなかに、これまで感じたことのない熱があった。それが自分を突き動かしているのを感じていた。慣れない感覚だけれど、悪いものではなかった。

			「行くぞ」

			　朝日たちが借りている家を出ると、村人たちが揃って出迎えた。

			　空気が熱い。期待と希望が空間に満ちていた。

			　この場の誰もが確信していた。

			　いまこのときこそが、いずれ伝説に語られる一節なのだと。

			　周りを囲む村人たちからなにを求められているのか、朝日は自然と察することができた。

			　だから、求められるがままに応えた。

			　腰の剣を抜くと、その切っ先を天に掲げたのだ。

			「待っていろ！」

			　胸のなかの熱を吐き出すように、高らかに宣言した。

			「おれたちが今日！　みんなを脅おびやかすモンスターを討とう伐ばつする！」

			　村人たちは熱狂的な歓声をあげて、彼らの英雄を祝福した。

			　脳裏には、これまでの苦しみが思い出されていた。

			　失われた者を思えば、涙が流れることはとめられなかった。

			　けれど、それもここまでだ。輝ける未来を与えてくれる存在を彼らは声を嗄からして称えた。

			　伝説で語られる存在が、彼らの望みを叶かなえるのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　これが、ひとりの少年にまつわる成長の経緯だ。

			　人生をなんとなく生きてきた少年には、熱意と呼べるものがなかった。

			　困窮する人々を見て、少年は生まれて初めて、自分になにかできないかと感じた。

			　だから助けを求められたとき、それに応えて動き出すことに躊躇ためらいはなかった。

			　美しい成長の様。熱い少年の決意。

			　……だからこそ、その結末はあまりに惨むごかった。

			「な、なにが……!?」

			　息を切らして、朝日は森のなかを走っていた。

			「どうしてぇ……!?」

			　疲労のために足がもつれがちになり、恐怖がさらに四肢を縛る。

			　何度も無様に転んでは、地面を掻かいて立ち上がって、また走る。

			　利き腕はだらんと下がり、指先からは血が滴っている。

			　まだ村を出てから半日も経っていない。だというのに、華やかな勇者の輝きなんて、もはやどこにもありはしなかった。

			　あまりにも無残だった。

			　いったい、どんな悪意に襲われたら、こんなふうになり果ててしまうのだろうか。

			　モンスターを操って人を滅ぼさんとする魔王の手先か。

			　あるいは、第三の知られざる悪逆の徒に襲われたのか。

			　……いいや、そのどちらでもなかった。

			　むしろ、そうであったのなら、いくらかは救われただろう。

			「こんなっ、こんなはずじゃあ……っ！」

			　朝日の顔に強く表れていたのは、後悔の色だった。

			　過去の自分の行いを悔いる表情だった。そこに他者の介在する余地はなかった。

			　ただただ、彼は自分の決断を呪っていた。

			　そして、残酷な話だが、そうなることはある種の必然でもあった。

			　中嶋小次郎だって、ちゃんと言っていたのだ。

			　自分のことを想ってかけられた言葉を、朝日はきちんと覚えておくべきだった。

			　――目的を見据えて、真剣に考えて、物事を決断して、果断に動く。まあ朝日に限らずなんだが、なんつーかこう、もっと情熱を持とうぜ。そうすれば、きっともっと楽しくなるよ。

			　この言葉をきちんと聞いていれば、朝日も気付けたかもしれない。

			　確かに、朝日は自分の裡うちに灯った熱意に突き動かされて、村人たちの助けを求める声に応えることを決めた。

			　けれど、それはただ応えただけだ。

			　そこに彼自身の考えはなかった。意志はなく、ただ突き動かされただけだったのだ。

			　だったら、それはただ流されているのと、なにが違うというのだろうか。

			　せめてもう少し考えていれば、なにか違ったかもしれないのに。

			　

			　村人たちが願ったこと。

			　河津朝日の後悔の原因。

			　それは、近隣の昏くらき森に棲すむモンスターの討とう伐ばつだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同情の余地があるとすれば、河津朝日が『知らなかったこと』だろう。

			　自分たちが持つ力が、一騎当千と評されることの意味も。

			　伝説のなかで、常に勇者の戦いに騎士が随ずい伴はんしている理由も。

			　真島孝弘がシランと旅をすることで、あるいは、飯野優奈が騎士団と行動をともにすることで得た知識を、河津朝日はなにひとつ知らなかった。

			　そのうえで、なにも考えずに、ただ求められるがままに振る舞った。

			　それが悲劇の原因だった。

			　

			　昏き森の近隣にある村は、常にモンスターの被害に悩まされていた。自分たちの生活の安全のために願うことは決まっていた。そして、過去の勇者がいくつもの昏き森を攻略してきたことを村人たちは知っていた。目の前の勇者にもできると思うのは自然なことだった。

			　朝日たちも、自分たちならできると踏んだ。彼らにとって、モンスターを蹴散らすなんていとも容易いことだったからだ。

			　しかし、それは勘違いだ。

			　勇者は他を隔絶した力を持つが、絶対無敵の存在ではない。一騎当千の力は、１０００人集まれば相殺される。相手がモンスターの群れであっても、当然、この理屈は変わらない。だからこそ、勇者には騎士が随伴する。他と隔絶した貴重な存在が喪われないように脇を固めるのだ。昏くらき森の攻略ともなれば、そのうえでも慎重に慎重を期さなければならない。

			　もっとも、そんなことをただの村人が知っているわけがない。彼らにとって、勇者とは絶対の存在なのだから。

			　それに、実際、一対一ならモンスターを軽く蹴散らす姿を見てもいるのだ。それがどこまで通用するものなのか測ることなんて、ただの村人にできることではない。

			　そんな村人たちができると言ったからと、求めるがままに振る舞えばどうなるか。そんなこと、火を見るより明らかだろう。

			　昏き森に挑んだ河津朝日たち３人は、当然のごとく敗走した。

			　無様極まりない惨敗だった。

			　もっとも、それだけで済んだなら、まだましだっただろう。

			　３人の行動は、さらなる地獄の釜かまを開けてしまったのだ。

			　状況として一番よく似ているのは５００年前にあった樹海深部への勇者の遠征だ。

			　モンスターは人を襲う。生息数の極端に多い場所で恐ろしいのは、戦ううちにその喧けん騒そうを聞きつけて、新手が現れてしまうことだ。もしも処理速度が足りなければ、集まる数はどんどん膨ふくれ上がり、手が付けられない雪崩なだれと化す。今回、そうだったようにだ。

			　手遅れになったあとで逃げたところで、雪崩はとまらない。膨ふくれ上がり、溢あふれ出し、すべてを押し流してしまう。こうなっては、もはやどうすることもできない。

			　できることといったら――自分だけでも生き残れるように必死になるくらいのものだ。

			　そうして樹佑汰と籾井義弘は逃げ延びた。

			「ど、どうにかなったな……」

			　昏き森から溢れ出したモンスターの波に巻き込まれたふたりは、ぎりぎりのところで生き延びていた。樹佑汰は右肩に、籾井義弘は背中に大きな怪け我がをしているものの、ウォーリアの強きよう靭じんな肉体なら命にかかわるほどではない。

			　籾井義弘は安あん堵どの吐と息いきをついた。

			「死ぬかと思った……」

			「馬鹿。死んで堪たまるか。にしても、ああ、くそっ。痛い」

			　肩を押さえて現状を罵ののしる樹佑汰に、籾井義弘がふと気付いた様子で尋ねた。

			「そういや、朝日はどうした？」

			「知らねぇよ、くそっ。村が危ないって言って、途中でどっか行っちまった」

			「村が……？」

			　籾井義弘は疲れ切った顔を強こわ張ばらせた。

			　昏き森からモンスターが溢れ出した以上、近隣にある村に被害があるのは当然だ。今更になって状況に気付いたあたり、完全に村のことは頭から抜け落ちていたのだろう。

			「それは……まずいんじゃないか」

			「じゃあ、どうするよ」

			　樹佑汰が尋ねると、籾井義弘は口を噤つぐんだ。

			「助けに行くか？　死ぬかもしれないのに？」

			「それは……」

			「おれはごめんだ」

			　いま村に戻ることの危険性はふたりともが理解していた。

			　ひょっとすると、うまく防壁を利用して戦えば、村を守ることができるかもしれない。

			　けれど、村諸共に呑み込まれる可能性のほうがずっと高いだろう。

			　そう考えてしまえば、もうふたりは動けなかった。

			　彼らはこれまで、基本的には善意に従って行動してきた。何度もモンスターを倒して、いくつかの村の安全に寄与した。それは間違いなく『善行』と言えるものだった。

			　けれど、そうした行為は、あくまで自分に危険のない範囲でのことでしかなかった。この点で、ふたりの行動原理は、たとえば飯野優奈のそれとはまったく異なっていた。

			　もちろん、それ自体は責められるようなことではない。誰もが他人のために命を投げ出せるわけではないのだ。ここまでの彼らの『善行』に救われた人だっている。それは、否定されるようなことではない。

			　とはいえ、この場面では話は別だ。彼らのそうしたスタンスは、最悪の無責任さとして現れてしまっていた。

			「あんなことになるなんて知らなかった。おれたちのせいじゃない」

			「そ、そうだな。仕方がない……仕方がないことだったんだ」

			　彼らが村を見捨てることに決めるまで、わずかな時間しか必要としなかった。

			　それだけ追い詰められていたとも言える。

			「というか、おれらだってまだ安全じゃない」

			　石のように強こわ張ばった顔をして、樹佑汰はふらふらと立ち上がった。

			「いつモンスターが現れるかわかったもんじゃない。なるべく遠くまで離れないと……」

			「その必要はないよ」

			　そのとき、第三者の声が彼らの会話に割り込んだ。

			　まさかこの場面で声をかけられるとは思わない。ふたりはびくりと竦すくんだ。

			「誰だ！」

			　疚やましいことがあればこそ、反応は大きなものになった。

			　ふたりとも武器を失っていたが、素手でもウォーリアの体は凶器だ。ある程度は戦える。

			　身構えた彼らの前に、少年は姿を現した。

			「ぼくだよ。渡わた辺なべ芳よし樹きだ」

			「渡辺!?」

			　小柄な少年に笑みを向けられて、樹佑汰は驚きの声をあげた。

			　渡辺芳樹は『韋い駄だ天てん』飯野優奈、十文字達也と一緒にチリア砦とりでに向かった探索隊メンバーだ。

			　樹佑汰は割と渡辺芳樹と仲が良かった。だからこそ、戸惑った。

			「お、お前、チリア砦で死んだって……」

			「……誰がそんなこと言ってるんだい？　この通り、ぴんぴんしてるよ」

			　半眼になって、少年は肩をすくめた。その仕草は、まさに彼らの知る渡辺芳樹だった。

			　聞いていた話と現実との齟そ齬ごに混乱するふたりに対して、真剣な眼まな差ざしが向けられた。

			「そんなことより、まずいことになってるんだよね」

			　うしろめたいことのあるふたりはびくりとした。

			　もっとも、さいわいなことに、それ以上この話が深く掘り下げられることはなかった。

			　それどころか、彼らは望む言葉を得たのだった。

			「助けに来たよ。探索隊のみんなも一緒だ」

			「ほ、本当か!?」

			「うん。だから、もう大丈夫さ」

			　夢のような話だった。

			　思わず耳を疑ったが、聞いた事実は消えない。

			　ふたりは顔を見合わせて、わっと喜んだ。

			「あ、ありがとう、渡辺！」

			　樹佑汰に至っては、思わぬ救世主に駆け寄ると、感動のあまりその手を握り締めたくらいだった。

			　にこりと笑顔が返された。

			「なに。気にすることはないさ。ぼくたちは仲間だろ？」

			　探索隊時代、渡辺芳樹がたまに見せていた得意げな笑顔が、これほどまでに輝いて見えたことはなかった。

			「あ、ああ。そうだな。おれたちは仲間だ」

			「うん。それよりも……」

			　少年の笑顔が怪け訝げんそうな表情に変わった。なにかを探すように、その目があたりを見回す。
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			「あとひとりいるって聞いてたんだけど」

			「あ、ああ。朝日のことだな。あいつとは途中で逸はぐれたんだ。多分、村のほうに行ったんだと思う。ただ、無事かどうかは……」

			「そっか。残念だね」

			「だ、だけど、まだ死んだって決まったわけじゃないぞ」

			　溜め息混じりに告げられた言葉を聞いて、樹佑汰は声を高くした。

			　危険を脱したことで、ようやく友人の安否を気にすることを思い出したのだ。

			「あいつのことも助けてやらねえと。無事でいてくれればいいんだけどな……」

			「ああいや。そういうことじゃなくってさ」

			　今更ながらも樹佑汰が救出について言及すると、否定の言葉が返された。

			「は？　それってどういう……？」

			　樹佑汰は怪け訝げんそうな顔をした。直後、その表情が硬直した。

			　

			「だって、ひとり逃しちゃったわけだろう？」

			　

			　無防備なその喉のどに、渡辺芳樹――の姿をした少年が、ナイフを走らせたのだ。

			　樹佑汰は喉を押さえた。

			「か……はっ」

			　おびただしい量の赤色が、押さえた指の間から噴き出した。堪たまらず樹佑汰は膝をついた。

			「野、郎……」

			　抵抗しようとしたのかもしれない。

			　常人なら即座に絶命しただろう重傷で、わずかながら堪たえたことはすさまじい。

			　しかし、その身に遠方から飛んできた影絵の剣が突き立った。

			　弱った樹佑汰には、その攻撃を避けることができなかった。

			　命を失った体が、ごろりと地面に転がった。

			「……え？」

			　籾井義弘が呆気にとられた様子で目を見開いた。状況を理解できないのだ。

			「な……なにを、渡辺」

			「いやいや。冷静に考えてみようよ。こんな都合の良い展開、あるはずがないよね」

			　笑顔で残酷な事実を告げて、『渡辺芳樹』の姿が影に変わった。

			　籾井義弘は唖あ然ぜんとして、目の前の光景を見詰めた。

			「……ドッペル・ゲンガー？　ま、まさか……」

			「正解です」

			　声は背後から聞こえた。

			　油の切れた機械のようなぎこちなさで、籾井義弘は声のしたほうを向いた。

			　そこに、配下のモンスターを引き連れた少年の姿があった。

			「工藤陸……」

			　籾井義弘は探索隊を出る前に、チリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人である工藤陸の話を聞いていた。

			　だから、目の前の少年がどういった存在であるのか理解できた。

			　……できてしまった、というべきかもしれない。

			　硝がら子す玉だまよりも無機質な目を見た瞬間、籾井義弘の喉のどは干上がった。こんなものを、彼はこれまで見たことがなかった。

			「まったく。たいした勇者様ですね。自分たちのせいで滅びようとしている村を見捨てて、無責任に逃げ出そうというんですから」

			　恐怖と絶望とで凍り付いた籾井義弘に、工藤陸は語りかけた。

			　淡々とした調子で、丁寧な物腰だった。

			　それでいて、静かな声の下には、おぞましいほどの怨おん念ねんが渦を巻いていた。

			「ま、待ってくれ！」

			　さすがにこの状況で、都合の良い楽観ができるはずもない。籾井義弘は喚わめき立てた。

			「じ、事故！　そう、これは事故みたいなものだったんだ。悪意はなかった！　本当だ！」

			「知っていますよ。あなたに悪意はなかった。あなたは分不相そう応おうな力を得ただけの、愚おろかで弱い、どこにでもいるただの人間です」

			　籾井義弘の訴えを、工藤陸は否定しなかった。

			　かといって、決まりきった結末がそれで覆くつがえるわけでもなかった。

			「だからこそ、あなたたちは悪質だ」

			　そもそも、工藤陸はひとつの村が滅びに瀕ひんしていることを責めているわけではなかった。

			「普段は善人ぶるくせに、いざとなれば醜みにくい本性をさらけ出す。自分のためになら、他人を犠牲にして恥じることはない。弱くて、愚おろかで、凡ぼん庸ようで、だからこそ、なにより悪質だ」

			　抑えきれないどす黒いものが、どろどろと顔を覗かせた。

			　怒りよりも荒々しく、絶望よりもなお暗い。

			　その感情に名前を付けることは、きっと人間にはできない。

			　なぜならそれは、人の弱さと愚かさが生み出した悪性に踏み躙にじられて、人道を外れた魔王だけが持ちえる感情だからだ。

			「……ああ。やはり、あなたたちは醜い」

			　英雄になり損ねた少年の絶望の呻うめき声を聞きながら、魔王は貼り付いた笑顔で死を告げた。

			「ぼくはただ、その醜しゆう悪あくさが許せない」

		

	
		
			18　韋い駄だ天てんと謎の男　～飯野優奈視点～

			　

			「たった３人で、昏くらき森を攻略しようとした……？」

			　わたしは愕がく然ぜんとしてつぶやいた。

			　場所は村の家屋。河津くんと再会してから、小一時間ほどが経過していた。

			　テーブルを挟んだ向かいでは、エリナーさんがこちらに静かな視線を向けている。いまは、河津くんから聞き出したという事件のあらましを話してもらっているところだった。

			「そ、そんな馬鹿な……」

			　予想もしていなかった事実を知って、頭がぐらぐらした。

			　村ひとつ滅ぼしかけた今回の騒動は、すべて河津くんたち３人が原因だったというのだ。

			　偽勇者なんてものは実在しなかった。あえていえば、その正体は、本物の勇者である離脱組のメンバーだったのだ。

			「信じられませんか」

			「正直、信じがたいです」

			　わたしは瞼まぶたを落として、大きく肩で息をした。

			「ですけど……事実なんでしょうね」

			「冷静でいらっしゃるのですね。信じていただけるのは助かります」

			「いえ。こちらこそ、話してもらえてありがたいです」

			　こうして事情を明かされてから考えてみれば、確かに偽勇者という存在は酷ひどく曖あい昧まいなものではあったかもしれない。

			　そもそも、なにをもって偽者と判断されるのか。

			　別に、当人が偽者だと喧けん伝でんするわけでもない。

			　勇者を名乗った人間が偽者とされたのは、ただ『大きな被害が出たから』だ。本物であるのなら、そんなことがあるはずがないと考えた。逆に言えば、そこにいたのがたとえ本物だとしても、被害さえ出てしまえば偽者だと思われてしまうということになる。

			　わたしは『工藤陸が村に滞在した勇者を偽勇者ということにした』のだと考えたが、これは半分だけ当たっていたということになる。ただ、『河津くんたちを偽勇者にした』のは『工藤陸』ではなく『彼ら自身の行い』だった。

			　確かに、本人の言っていた通り、工藤陸は偽勇者そのものには無関係だったわけだ。

			「でも、河津くんはどうしてそんな無茶苦茶なことを……」

			　と、言いかけて気付いた。

			「……いや。そっか。河津くんたちは、それが滅茶苦茶だってわからなかったんだ。これまで負けたことなんてなかったから」

			　わたしは探索隊でも最高クラスの戦闘能力を持っていると自負しているものの、実のところ、この異世界に来てから三度の敗北や失敗を経験している。

			　今回の一件がひとつ。その前が真島とのいざこざ。

			　そして、最初の一回は、この異世界に転移してきた直後のことだ。

			　特に、最初の一回は、河津くんたちが引き起こしてしまったものにかなり近い状況だった。転移した場所がどのようなところなのか、てんでばらばらに周辺の探索を始めた結果、モンスターに遭そう遇ぐうしてしまい、その喧けん騒そうがモンスターを呼ぶ連鎖が起こり、危うく全滅しかけたのだ。

			　その際には、リーダーが先頭に立ってみんなを纏まとめて、結果的にその出来事が探索隊結成のきっかけにもなったのだが……。

			　そのときにいた初期メンバーなら、今回のようなことはしなかっただろう。彼らは自分の力が及ばない事態がありえることを知っているからだ。

			　しかし、運が悪いことに、河津くんたちはそうではなかった。

			　いいや。これも違うか。

			　転移直後のあの危地を乗り越えた初期メンバーは、探索隊への帰属意識が強い傾向がある。それは多分、あの出来事があったからこそだ。

			　逆に言えば、探索隊を離れたメンバーには、あとになってから探索隊に入った人間が多い。そのために、離脱組の大半は、本当に危険な場面を経験したことがなかったのだ。

			　たとえば、第一次遠征隊としての旅だってそうだ。

			　曲がりなりにもモンスターが跋ばつ扈こする樹海を横断し、エベヌス砦とりでまで辿り着くのに苦労がなかったわけではない。けれど、死を覚悟するほどの困難に突き当たったことがあったかと言われれば、首を横に振らざるをえないだろう。

			　もちろん、それ自体は悪いことではない。あるはずがない。命の危険なんて、ないに越したことはないのだから。

			　ただ、事実として河津くんたちは順調に走り続けたということだ。

			　なんの障害もなく、失敗もせず、立ち止まって考えることなどなく。

			　走るうちに速度は上がり、転んだときには致ち命めい傷しようだった。

			「だけど、そんなのってない。それじゃあ、誰も……救われない」

			　河津くんたちも、村の人々も、悪意を持っている人間なんてひとりもいなかった。

			　それだけに、より一層、現実は無残だ。

			　耳を塞いでしまいたくなるくらいに。

			　無論、そんなことはできないのだけれど。

			「……エリナーさん」

			　確かめなければいけないことがあった。

			「今回のような事件、これが初めてというわけでは……」

			「ありません」

			　きゅっと心臓を握り締められたような気持ちになった。

			「同様の事例は、すでに４件確認されております。もちろん、すべてが昏くらき森を攻略しようとした結果というわけではありませんが」

			「４件も……」

			　気が遠くなった。

			　確認されただけで４件ということは、実際にはもっと多い可能性もある。さすがに昏き森に挑んだ者はそう数はいなかったようだが、不用意にモンスター討とう伐ばつに向かった結果であれば同じことだ。わたしはさっきからずっと痛み続けているこめかみを強く押さえた。

			「……それじゃあ、エリナーさんたちは、みんなを保護してくれていたんですね」

			「そんな大層なことではありません。実際に河津様をお救いになったのは、あくまでも蛇岩様たちです。わたしたちにできることはただ、勇者様がたにお力添えをすることだけですので」

			　エリナーさんは静かに首を振った。

			「それに、この地を訪れた勇者様がたを全員保護できたわけではありません」

			「……やっぱり、そうなんですね」

			　今回で言えば、樹佑汰と籾井義弘のふたりが命を落としている。彼らは工藤陸の手にかかったようだが、別のケースではモンスターによって殺された者もいただろう。

			　その点で言えば、河津くんは運が良かった。少なくとも、命だけは助かったのだから。

			　なんでも、昏くらき森から命からがら逃げ出した河津くんは、村の近辺まで戻ると、ぎりぎりまでモンスターと戦っていたのだそうだ。

			　しかし、多勢に無勢で力尽きた。

			　そこで、聖堂騎士団を伴って村に現れた蛇岩くんたちに気付いた。

			　河津くんは逃げ出した。

			　モンスターからではない。人々の目から逃げたのだ。

			　――おれは勇者じゃない！　勇者なんかじゃないんだ……！

			　あの言葉は別に、自分は偽勇者だと言いたかったわけではなかった。

			　ただ言葉の通りに、自分は人々を救う勇者なんかではないと否定した。きっと堪たえられなかったのだろう。錯乱の様子を見れば、彼の心が粉々に砕けてしまったことは明らかだった。

			「河津くんをどうするつもりですか」

			「帝都に護送する予定です。他の勇者様がたも同様の措そ置ちを取っておりまして、現在、心と体の治療を受けております。どなたも先程の河津様と大差ない状態でしたので」

			「体はともかく、心もどうにかなるものなんですか？　というか、魔法でどうにかなるなら、探索隊には魔法が得意な子がいっぱいいます。合流させたほうが……」

			「心の傷を魔法で完治させることはできません。いえ。厳密に言えば、心を落ち着けたり、眠りを導入したりして、治療に魔法を用いることはあります。しかし、魔法そのものに心を癒いやすものはないのです」

			「……魔法はあくまで道具でしかないってことですか。だとすれば、なるほど。確かに、わたしたちにはどうしようもないですね」

			　魔法でどうにかすることができないなら、わたしたちはただの学生だ。なにもすることはできない。専門家に任せるしかないだろう。

			「お話はわかりました」

			　わたしは頷うなずき、眉根を寄せた。

			「ですが、ひとつだけ質問させてください。どうしてあなたたちは、秘密裏にみんなを保護していたんですか。ゴードンさんも知らなかったみたいですけど」

			　エリナーさんたちが事情を隠していたために、わたしは偽勇者のことについて、あれこれと頭を悩ませなければならなかった。ゴードンさんも同じだった。……そのはずだ。知っていて黙っていたのだとすれば、ちょっとショックだった。

			「はい。騎士ゴードンにも知らされてはおりません」

			　さいわいなことに……なのかどうか、エリナーさんはこの件について否定しなかった。

			「蛇岩様たちや、彼らと行動をともにしている騎士たちも、偽勇者騒動の真実については知りません。この一件は、わたしたち、聖堂騎士団第一部隊のごく一部の者で処理することが決められております。なるべく真実は伏せる必要がありましたので」

			「というと？」

			「失礼ながら、今回の一件はあまりにも外聞が悪過ぎると、上層部は判断したようです」

			「……河津くんたちのために、ということですか？」

			「もちろん、それが第一です。しかし、もうひとつ言えば、人心に与える影響が無視できません。勇者様がモンスターに敗北し、あまつさえ集落がいくつも消え去る事態に陥ったなどということが知れ渡れば、社会不安が醸じよう成せいされる危険性が高いですから」

			「え、ええ？　社会不安ですか。そこまでのことは……」

			「あるのです」

			　ぎょっとしたわたしに、エリナーさんはあくまで真面目な顔で告げた。

			「ぎりぎりのところで、わたしたちの生活は成立しております。特に前線の戦力は、勇者様がご不在の間は摩耗し続けるばかりです。士気の崩ほう壊かいは、前線の後退に繋がりかねません」

			「そ、そこまでですか……」

			　話が大き過ぎて、どうにも大おお袈げ裟さなようにしか感じられなかった。

			　とはいえ、確かに。わたしたちのせいで少しでも悪影響があるというのなら、対策は取るべきだろう。実際に失われるのは、前線で戦っている兵士の命なのだから。

			　エリナーさんは淡々と説明を続けた。

			「勇者様のご威光には、翳かげりがあってはならないのです。ただ、実際に村が壊滅した事実を隠すことはできませんでした。そこで、すでに流れていた偽勇者の噂話が利用されました。あれは勇者様ではなく、勇者様の偽者の仕業だということにしたのです」

			「そういうことだったんですか」

			　わたしは深く溜め息をついた。

			　……やっていることは、事実の隠いん蔽ぺいだ。正直なところ、眉を顰ひそめる気持ちがないでもない。

			　とはいえ、事実をつまびらかにしたところで、事態が悪化するだけで得られるものはない。

			　これは河津くんたちのためでもある。わたしからなにか言えることではなかった。

			「ご理解くださったのでしたら、さいわいです」

			　エリナーさんが静かに頭を下げる。

			　こうしてわたしは偽勇者にまつわる真実を知ったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日は、村に逗とう留りゆうすることになった。

			　エリナーさんたちは河津くんを連れて、すでに村を出ている。

			　遅れてゴードンさんと合流したけれど、わたしは体調不良を理由に部屋に引きこもった。

			　実際、昼間の戦いで酷ひどく消しよう耗もうしていたので、まるきりの嘘うそというわけでもない。ただ、どちらかといえば、ひとりになりたいというほうが理由としては大きかった。知らされた事実を自分のなかで消化するのに、少し時間がほしかったのだ。

			　偽勇者の噂話について確かめる旅は終わった。わたしは真実に辿り着いた。である以上、もうこの地に用はない。明日には、村を出るつもりだった。

			　向かう先は、マクローリン辺境伯領。そこで探索隊と合流して、この地で得られた事実をリーダーに伝えなければならない。

			　とはいえ、今夜くらいはゆっくりしてもいいだろう。

			　わたしは夜の明かりを消すと、開けた窓の傍に椅子を持ってきて座った。

			　窓枠に頬ほお杖をついて、空を見上げた。

			　そうしていると、益やく体たいのない想いが浮かんでしまう。

			　……どうして河津くんたちは、あんなことになってしまったのだろうか。

			　今回の事件には、人の悪意なんてどこにもなかった。むしろ善意が悲劇を招いたのだ。

			　その事実をどのように受け止めてよいのかわからず、わたしは胸を押さえた。

			　ひどく動揺している自分がいた。

			　悪意なら潰せばいいと思っていた。わたしの身に宿ったのは、そのための力なのだから。

			　だが、そうでないものをどうすればいいのだろうか。

			　なんだかひどく不安定な感じがした。

			　わたしは溜め息をつき――そこで、ふと目を細めた。

			　ほんの一瞬のうちに、意識が非常時のものに切り替わっていた。

			「……見られてる？」

			　視線を感じたのだ。

			　しかし、あたりを見回してみても人影はない。夜の村の光景が広がっているだけだ。

			　深夜営業の店が当たり前のようにある現代日本でもあるまいし、こんな時間に外を出歩いている者なんていない。逆に言えば、この視線の主は通りすがりとかではなくて、あえて姿を隠してわたしの様子を窺うかがっているということになる。

			　つまりは、不審者だ。普通の女の子なら、怖おじ気け付いてしまう場面だろう。

			　けれど、わたしは即断で窓枠に足をかけた。

			　引きずり出して捕まえる。即座にそう決めていた。

			「……あそこね」

			　少し離れた茂みのなかに人の気配を感じた。こちらの行動を見て、動揺したのか尻尾しつぽを出したのだ。逃げ出そうとでもしたのかもしれない。だが、遅い。

			「はっ」

			　窓から飛び出すと、わたしは一足で距離を詰めた。

			　茂みごと、蹴っ飛ばしてやろうとする。次の瞬間、ぎょっとした。

			「わっ」

			　月明かりを反射して、槍やりの穂先が茂みから飛び出してきたのだ。

			　鋭い一撃だった。だが、無論、そうやすやすと喰らったりはしない。わたしは咄とつ嗟さに槍を蹴り飛ばすと、茂みのなかの人物を突き飛ばした。

			　眉を顰ひそめた。手加減しつつもそれなりの力で突き飛ばしたつもりだったのだが、どうも手ごたえがない。どうやら受け流されたらしい。

			　茂みを追い出された人影は、受け身を取ってすぐに立ち上がった。

			　やや小柄だが、体格からすると恐らくは男性だと思われた。

			　恐らくは、というのは、頭まですっぽりと包むフード付きの外がい套とうで顔が隠されていたからだ。おまけに口元を布で覆おおっている。見た目にしろ、先程の動きにしろ、ただの村人ではないことは明らかだった。

			　もっとも、戦いの心得があるなら、それなりの対応をするまでのことだ。

			　わたしは腰の剣を抜いた。

			　昼間あれだけ無茶をしたので体調は悪いが、そうそうおくれを取るつもりはない。

			　しかし、飛び掛かろうとしたところで制止が入った。

			「待て」

			　フードの人物が、掌てのひらをこちらに向けたのだ。

			「おれは敵じゃない。話をしに来ただけだ」

			「不審者がなにを」

			　言いながら、少し妙だと思った。

			「落ち着いてくれ」

			　そういう男の声は、不自然なくらいに低かった。どうやら声を作っているらしい。顔を隠していることといい、正体を知られたくないのだろうが、わざわざ声まで変えているのは念の入ったことだった。

			　あるいは……ひょっとすると、知り合いなのかもしれない。

			　根拠があったわけではなかった。なんとなく、そう考えると声に聞き覚えがあるような気がしただけだ。親しい相手であればさすがにわかるだろうから、せいぜい会ったことがある程度だろう。あるいは、ただの気のせいかもしれない。

			　まあ、顔を見ればわかることだ。

			「落ち着けと言われてもね。顔も見せない人間を信用しろと？」

			「事情があるんだ」

			「それが通用すると思ったら……」

			「敵意はない。なんなら、武器は捨てよう」

			　言うが早いが、フードの男はあっさりと槍を手放した。両手をあげる。

			「おれは話をしたいだけだ」

			「む……」

			　さすがに、武装解除した相手を一方的に攻撃するのは気が引けた。こうなることがわかっていて武器を捨てたのなら、やはりわたしを知っている人物なのかもしれない。

			「聞きたくないなら、それでもいい。ただ、これはお前と同じ転移者に関することだ」

			　躊躇ためらうわたしの隙すきを突くように、フードの男は言った。

			「わたしたちに関わる話……？」

			　その言葉もまた、わたしに攻撃を思いとどまらせるものだった。

			「そうだ。興味があるなら、手をとめてくれ」

			「……」

			　不審なところはおおいにあるものの、フードの男は理性的だ。事情があるとも言っている。

			　なにより、以前にあった真島とのいざこざが思い出されてしまった。あのときは、話を聞かずに斬りかかって大変なことになったのだ。

			　話し合いは大事だ。警戒は解かなかったものの、わたしは剣を引いた。

			「ありがとう」

			「話を聞くだけよ。信用をしたわけじゃないわ」

			「それだけでいい」

			　ぴしゃりと言ってやったのだが、男は悪びれることもなかった。

			　なんとなくだが、気に喰わないタイプだ。わたしは鼻を鳴らした。

			「それで、なにを話そうっていうの？」

			「その前に、ひとつ確認をさせてくれ。お前は偽勇者の正体を知っているか？」

			「……」

			　ぴくりと眉が跳ねあがるのを感じた。

			　話すと言っておきながら、まずはこちらに尋ねてくるとはいい神経をしている。

			　とはいえ、ここで揉めても話が進まない。

			「知ってるわ。あなたこそ、知っているの？」

			「偽勇者なんてものはいない。自然発生した噂話だ。その一部は聖堂騎士団が本物の勇者の失態を隠すために利用している」

			　言い返した甲斐もない。さらりと答えられてしまった。本当に、何者だろうか。わたしがようやく知ることができた事実を当たり前のように話すなんて。

			　正直言えば、胡う散さん臭くさい。

			　そうした疑念は表情に出ていたかもしれないけれど、男は気にした様子もなかった。

			「お前もここまでは知っているな？」

			「ええ。それがどうかしたの」

			「なら話が早い。実は、お前と同じ転移者のひとりがまずい状況に陥っている」

			「まずい状況？」

			　どうにも穏やかではない言いようだった。聞き逃せる情報ではない。

			「それに、わたしと同じ転移者って？」

			　尋ねたわたしに返ってきたのは、思わぬ名前だった。

			「真島孝弘という男だ。知っているな？」

			「は？　真島？」

			　きょとんとしてから、一拍遅れで言葉の意味を理解した。

			「ちょ、ちょっと待ちなさい！　あいつがどうかしたっていうの!?」

			　その瞬間、わたしは目の前の男に抱いていた疑念を忘れていた。

			　前のめりに尋ねるわたしを見て、初めて男は面食らった様子を見せた。

			「あ、ああ。とてもまずい状況にある、んだが……」

			　相変わらずフードで顔は見えないが、声には驚きの色が濃い。

			「なんだ。お前、真島孝弘とは親しいのか？」

			「し、親しくなんてないわよ。あんなやつ」

			「……そうか」

			　ほんのわずかな時間、考えるような間があった。

			　が、男はすぐに思考を打ち切って口を利いた。

			「まあいい。そんなことより、いまは話さなければならないことがあるからな」

			　その言い方には引っ掛かるものがあったけれど、確かに言っていることは正しい。

			　わたしは先を促うながした。

			「真島になにがあったの？」

			「マクローリン辺境伯の名は知っているな。帝国南部最大の貴族だ。その辺境伯が、『偽勇者討とう伐ばつ』の目的を掲げて真島孝弘に軍を差し向けた。もう１ヶ月以上も前のことになる」

			「なっ……」

			　わたしは言葉を失った。

			「なにそれ！　真島は転移者よ、偽者なんかじゃないわ！」

			「ああ。そうだ。しかし、お前はもう、そうしたことがありうると知っているはずだ」

			「それは……」

			　なにを言っているのかはすぐわかった。ごくりと喉のどが鳴った。

			「偽勇者の正体は本物の勇者だった。だったら、真島のやつが偽勇者と間違えられてしまうことだってありうる……？」

			「そういうことだ」

			「そんな。だとすれば、あいつは偽勇者騒動のとばっちりを喰らったことになるじゃない」

			　あいつが誤解を受けやすい立場にあることは知っている。聖堂騎士団が偽勇者の噂話を積極的に利用していたのも、結果的には、悪い方向に影響したことになるのだろう。

			「おれは、この事実をお前に伝えにきた」

			「……話はわかったわ」

			　わたしは拳を握り締めた。

			「どうにかしないと……！」

			　話を聞くことにしたのは正解だった。真島は嫌なやつだが、あれでも一緒にこの世界にやってきた仲間だ。放っておくわけにはいかない。絶対に。

			「辺境伯はいま、自領にいる。領軍をとめたければ、命令を下した当人と話をするといい。お前の足なら間に合うだろう」

			　男は最後にそう言うと、槍やりを拾って夜闇に消えていった。

			　結局、正体は不明のままだ。なにを考えているのかも最後までわからなかった。

			　それでも、伝えてくれた事実がなくなるわけではない。

			　善意の第三者であったにせよ、なにか意図があるにせよ、わたしのやることは変わらない。

			　不幸な誤解とすれ違いを解けるのは、真実を知る人間だけだ。

			　相変わらず体調は悪かったけれど、芯のところに力が戻ってきていた。

			　翌日の朝早く、わたしは辺境伯領に向かって全速力で移動を開始した。

		

	
		
			19　正義の男

			　

			　モンスターに蹂じゆう躙りんされる故郷の村。

			　その光景を思い出すたびに、ルイス＝バードは自問する。

			　人々のために、自分にはどれだけのことができるだろうかと。

			　

			「おや、ルイス様。それはどうなさったのですか」

			　ルイスが野営の段取りについて打ち合わせをしているときのことだった。集められた部下のひとりが、ふとした様子でルイスに尋ねた。

			「ああ。これか」

			　目め敏ざといものだと苦笑しつつ、ルイスは手首を持ち上げた。

			　そこには、革製の腕輪が巻かれていた。

			　編み込んだ革かわ紐ひもを何重にも巻き付けた、独特の意匠のものだった。

			　普段、ルイスは身を飾ることをしない。マクローリン辺境伯領では高い地位にあり、それなりの俸給を得ていながら、彼は贅沢の一切に興味を示さなかった。

			　それだけに、素そ朴ぼくなものとはいえ、装飾具の類は部下の興味を惹いたのだろう。

			「この間、ちょっとしたいざこざを仲裁したことがあってな」

			「草原の民の少年を助けたという話ですか」

			「それだ。そのときに、礼をしたいと渡された。草原の民のお守りだそうだ」

			　この遠征の最さい中ちゆう、立ち寄った町での出来事だった。

			　難癖を付けられていた草原の民の少年をルイスは保護し、傷の手当てを手配してやった。

			　別れ際、少年はルイスが軍を率いて遠征の途上にあることを知り、その身を案じてこの腕輪を渡した。

			　ただの装飾具であれば、ルイスは受け取らなかっただろう。だが、それは少年の想いが込められたものだった。その事実に気付かないほど、ルイスは気の利かない男ではなかった。

			　ありがたく受け取ると、その場で付けてみせたのだった。

			「あの少年、ずいぶんと感謝していましたね」

			　別の部下が話し掛ける。彼はあのとき、ルイスに同伴していたひとりだった。

			　口にされたのはルイスを褒める言葉だったが、当の本人は浮かない顔だった。

			「わたしは当たり前のことをしただけだよ」

			　溜め息をつく。

			「あのような年とし端はも行かない子供が虐しいたげられるとは嘆かわしい。草原の民を虐げることは不当であり、無意味だ。彼らもまた、帝国の臣民には変わらないというのに」

			　心の底からの嘆きだった。

			　帝国には、草原の民を蔑べつ視しする風潮がある。

			　防壁を築いて町を作り、モンスターの脅きよう威いをやり過ごす人々にとって、危険なはずの平野で放牧を行い、壁の外側で暮らす彼らは、酷ひどく異様な存在に見えるものなのだ。

			　その気持ちは、ルイスにも理解できた。

			　もっとも、だからといって、彼らを差別してはならないとも考えていた。

			　正確に言うなら、現マクローリン辺境伯であるグラントリー＝マクローリンが、ルイスをそのように育てたのだ。

			　ルイス＝バードはモンスターに滅ぼされた村の出身だ。危ういところをマクローリン辺境伯領軍によって保護され、辺境伯の屋敷に引き取られた。

			　これはある種の慈善事業で、屋敷には同じような境きよう遇ぐうの子供が何人もいた。グラントリー＝マクローリンは、彼らに生きていくために必要な仕事と、教育の機会を与えた。

			　引き取られた子供のなかで、ルイスの素養と努力は抜きんでていた。

			　そんな彼に、辺境伯も目をかけた。

			　人々を守り、導くのが貴族としての自身の責務なのだと、幼いルイスにマクローリン辺境伯は語って聞かせた。

			　そこに差別などない。あってはならない。人々がみんな手を携えなければ、いつまで経っても、この世界に真なる平和は訪れない。

			　世界のために、人々を脅おびやかす悪なる存在と戦う。正義を為す。

			　勇者様とは違って力は足りていないが、それでも自分に為すべきことを為さねばならない。

			　そのように、グラントリー＝マクローリンは語って聞かせた。

			　ルイスにとっては、誰にも代えがたい恩人の教えだ。疑問など差し挟む余地はなかった。

			　自分もまた、その思想に殉じゆんじるつもりだった。

			　そう思い定めているだけに、ルイスにとって現実は歯は痒がゆいものだった。

			　たとえば、この間の草原の民の少年を虐しいたげていた中年の男性。とある商会の幹部であった男と、ルイスは語り合った。しかし、あの男の偏見をなくすことはできなかった。

			　残念なことだと思う。

			　ましてや、偽勇者などという存在に至っては言ごん語ご道どう断だんだ。

			　どうして人間同士、手を取り合うことができないのか。ルイス＝バードにはわからない。

			「ルイス様！」

			　深い溜め息をついたそのとき、ひとりの兵士がその場に駆けつけてきた。

			「ご報告します！」

			「なんだ」

			　ルイスは即座に頭を切り替えた。

			　一軍を率いる者として、浮うき世よのままならなさを嘆いてばかりもいられない。

			　モンスターでも出たかと思ったが、兵士が伝えたのは違うことだった。

			「先程、ルイス様に面会の申し出がありました」

			「面会だと？」

			　予想外の内容だった。

			「詳しく話せ」

			「はい」

			　頷うなずいて説明を始めた兵士の話を聞いて、ルイスは目を細めたのだった。

		

	
		
			20　価値観　～飯野優奈視点～

			　

			　マクローリン辺境伯が偽勇者討とう伐ばつの兵を真島に差し向けたという話を、謎の人物から聞かされた次の日。

			　２ヶ月近く行動をともにしていたゴードンさんと別れて、わたしはマクローリン辺境伯領に向かった。戦いが始まる前にとめられれば一番いいし、始まってしまっていたとしても、とめるのは早ければ早いほどいい。そのためになら、無理にでも足を動かした。

			　辺境伯が居を構えるのは、鉱山都市ヌルヤスだ　通常なら１ヶ月半ほどかかる旅路を、わたしは１週間で走破した。

			　辿り着いたヌルヤスは、山さん麓ろくに築かれた巨大な都市だった。

			　都市の中央には、ヌルヤス砦とりでと呼ばれる古めかしい要塞が鎮座している。セラッタなどがそうだが、この場所もまた、もともとは樹海攻略の最前線であった時代があったのだという。現在では、近隣にある山々から良質の魔石を採掘できる帝国屈指の大都市として知られていた。

			　この世界では常のことではあるが、街は頑丈な防壁で守られていた。都市の拡張に伴い何重にも張り巡らされた防壁は、これまで見たなかでも特に重々しく、じっと見ていると圧迫感を覚えるくらいだった。

			　有事には軍団が行き来するのだろう物もの々ものしい門をくぐって、わたしはヌルヤスに足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辺境伯への面会はすぐに叶かなった。

			　ゴードンさんが聖堂騎士団の名前で紹介状を書いてくれていたのが大きかったのだろう。

			　偽勇者の噂話が流る布ふしている以上、必要だろうと渡されていたものだった。

			　辺境伯のもとで働いている男性に案内されて、わたしはヌルヤス砦に向かった。

			　ひとつ予想外だったのは、探索隊がまだヌルヤスに到着していなかったことだ。

			「探索隊の皆様がたでしたら、ヌルヤスのすぐ近くにある町に逗留されていると、お話をうかがっております」

			　案内をしてくれた男性は、親切に話をしてくれた。

			「なんでも、立ち寄られた町々で、モンスターの討伐を行っていらっしゃるのだとか」

			「ああ。それで、予定よりも到着が遅れているんですね」

			　わたしもマクローリン辺境伯領に入ったところで、探索隊のモンスター討伐の話は聞いていた。なんでも着実に成果をあげているらしい。

			　きちんと準備をしたうえで討伐作戦を決行してきたのだろう。補佐役の栗山さんはそうしたあたりぬかりはないし、あれでリーダーもしっかりしているのだ。

			　……河津くんたちも、もう少し考えて行動してくれていれば、あんなことにはならなかっただろうに。そう考えると、やりきれなさが募った。

			「どうかなさいましたか、飯野様」

			　考えが顔に出ていたらしい。怪け訝げんそうな顔をされてしまった。

			「いえ。なんでもありません。それにしても、大きな街ですね。この世界に来てから、これほど大きな街は他に見たことがないです」

			　伏せられている偽勇者の真実について、まさか話すわけにはいかない。適当な世間話を振ると、辺境伯の部下は誇らしげな顔をした。

			「ええ。そうでしょう。すべては領主様のお力の賜たま物ものです」

			「よければ、辺境伯について話を聞かせていただけませんか」

			　そう頼むと、彼は嬉しそうに教えてくれた。

			　現マクローリン辺境伯、グラントリー＝マクローリンは、豊かな辺境伯領を堅実に経営する優れた領主として知られているらしい。特に、領地の西に位置するアラリア河の治水事業で成果をあげているのだそうだ。

			　また、モンスター討とう伐ばつにも力を入れており、ときには領軍に命じて、困こん窮きゆうした別の貴族領に助力することもあるという話だった。

			　帝国南部の安定化に寄与する大貴族。それが、領内での評判だ。

			　ここに来るまでの間にも領民の声に接する機会はあったが、おおむね、好意的なものだった。

			「良い領主さんなんですね」

			「まさに。領主様は我らの誇りです」

			　……そんな人でも間違えるわけだ。

			　という感想は、心のなかだけでとどめておいた。

			　言っても仕方のないことだ。

			　それに、その間違いを正すために、わたしはここに来たのだった。

			　こちらも道中で聞いた話だが、辺境伯が偽勇者討伐の軍を出したのは事実らしい。真島の名前こそ出てはいなかったものの、謎の男から聞いた話の信しん憑ぴよう性せいは高まっていた。

			　案内の男性の背中を追いながら、わたしは気を引き締め直した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ようこそ、おいでくださいました」

			　わたしは応接室で、グラントリー＝マクローリン辺境伯と対面した。

			　覇気のある老人だった。

			　真っ直ぐな髪をうしろで束ねて、顎あご髭ひげは整えられている。背筋はぴんとしており、細身の体には指先まで活力が通っていた。身に纏まとったシャツとズボンは、広大な領地を持つ貴族として恥ずかしくないものではあるのだろうが、華美な装飾はなく嫌みのない品の良いものだった。

			「どうぞおかけください」

			　深みのある声で勧められて、わたしはソファに腰を下ろした。

			　まずは初対面の挨あい拶さつを交わし、突然の訪問を詫わびる。

			　その間に、給仕がお茶を準備して出ていった。話をする準備が整った。

			「さて。本日はどのようなご用向きでしょうか」

			　年月が皺しわとなって刻まれた顔が、こちらに向けられている。

			　さあ、ここからだ。お腹に力を入れて、わたしは口を開いた。

			「マクローリン辺境伯。わたしはあなたが差し向けたという、偽勇者討とう伐ばつ軍についてお話をしにきました」

			　単刀直入に切り込んだ。

			「とある人物から、真島孝弘を討伐するために、辺境伯が軍を差し向けたと聞いています」

			　どんな些さ細さいな変化も見逃してはならない。噂通りに善良な為政者なのか、それとも腹に一物抱えた悪人なのか。そこを見極めるのだ。

			「これは事実ですか？」

			「真島孝弘の名前は、巷こう間かんには流れてはいないはずですが……いいえ。そちらについては、深くは聞きますまい」

			　辺境伯は静かに頷うなずいた。

			「ええ、確かにわたしは、偽勇者である真島孝弘を討伐するために、アケルへ軍を差し向けました。正義の軍団。邪悪を滅ぼすための一矢として」

			　落ち着いた物腰だった。表情からも口調からも、疚やましいものは感じられない。

			「わざわざアケルまで、ですか？」

			「飯野様。古くから続く貴族の一門として、わたしには世界の安寧を守る義務があるのです」

			　踏み込んでみたが、やはり揺らぎはない。

			「この世界の人々の生活は、常に揺らぐ波のうえにある小舟のようなものです。確かにアケルは遠く、そもそも、帝国領ではありません。しかし、そこに生きる人々がいる以上、他国のことと座視するわけにはいかないでしょう」

			　語られる言葉からは、鉄のように強固な意志が感じられた。

			　これは口先だけで言えるようなものではない。

			　そこには、長い年月をかけて、ひとりの老人の核となったものが込められていた。

			　そう感じられたことに、わたしは胸を撫なで下ろした。それと同時に、苦しさも感じた。

			「この世の邪悪は滅ぼされなければなりません。そうでしょう？」

			「……ええ。その志は、素晴らしいことだと思います」

			　わたしは胸を圧おし潰されそうな気持ちで告げた。

			「ですけど、真島の件については違うんです」

			「違う、ですか？」

			　怪け訝げんそうに尋ねてくる姿に胸が痛む。

			　この人は正しい。けれど、間違ってしまった。

			　状況は、わたしが真島を追ったときに似ていた。

			　だからこそ、これ以上は間違えさせたくなかった。

			「真島孝弘は偽勇者なんかじゃありません。悪いことだってしていません。あいつはわたしたちと一緒にこの世界にやってきた、転移者のひとりなんです」

			　わたしは懸命に言葉を紡つむいだ。

			　半分は真島のためだったが、もう半分は目の前の男性を想ってのことだった。

			「……なんと。まさかそのようなことが」

			「驚くのも無理ありません。でも、本当のことなんです」

			　わたしは身を乗り出して訴えかけた。

			　辺境伯は悪人ではない。それどころか、他者への慈いつくしみと責任感、悪を憎む心を備えた人物だ。一言でいえば、わたしは辺境伯に共感していたのだった。

			「だから、争う必要なんてないんです。無駄な犠牲を出したらいけません」

			「……なるほど。お話はわかりました」

			　言い募るわたしに、辺境伯は頷うなずいてみせた。

			　理性的な態度だった。行動を咎とがめられて、怒り出すタイプでもないようだ。

			　懸け念ねんがまたひとつクリアされて、ほっとする。

			　これなら、説得は容易い。

			「兵を退いていただけますね」

			　確認をするわたしに、辺境伯は静かな視線を向けた。

			　相変わらず、落ち着いた物腰で――

			「それはできかねます」

			　――口にされたのは、拒絶の言葉だった。

			「……え？」

			　わたしは凍り付いた。なにを聞かされたのか、理解ができなかった。

			「い、いま、なんて……？」

			「兵を退くことはできかねると言いました」

			　聞き返しても、返ってくる言葉は変わらなかった。

			「なんでですか!?」

			　わたしは思わず腰を浮かせた。

			　ここで戦いをやめない理由がわからなかった。

			「真島は悪いことなんてしていません！　なのに、どうして……っ！」

			「真島孝弘という男は、モンスターとともにあると聞きました」

			　静かに諭さとすように辺境伯は言った。

			「理由はそれだけで十分ではありませんか」

			「……は？」

			　呆気に取られた。

			　理由が、理由になっていない。なにを言っているのかがわからない。

			「い、意味がわかりません」

			「わかりませんか」

			　辺境伯は眉み間けんのあたりを揉みほぐすようにした。

			　当たり前の事実をどう説明しようか、迷っているような風情だった。

			　ややあって、辺境伯は口を開いた。

			「いいですか、飯野殿。モンスターは人の世界を脅おびやかす邪悪そのものです。そんなものとともにある存在は、ただそれだけで邪悪でしょう」

			「ただそれだけで……？」

			「ええ。議論の余地などありえない」

			　滅茶苦茶な言い分だった。少なくとも、わたしにはそう思えた。

			　悪い人間というのは、悪いことをした人間のことだ。

			　そのはずだ。

			　けれど、辺境伯の意見はそうではない。極端な話、『悪行を為しているかどうかなんてどうでもいい』と言っているのだった。

			　滅茶苦茶だ。なにかの言いがかりとしか思えない。

			　それなのに、辺境伯は堂々としていた。揺らぎなどかけらもなかった。

			　彼は本心から言っていた。

			　吐き気を催もよおすほどに、その姿勢は善意と義ぎ侠きよう心しんに満ちていた。

			　そう感じられたからこそ、ようやくわたしはおぞましい事実を認識したのだった。

			「邪悪は滅ぼされなければなりません。わたしが差し向けたのは、そのための『正義の軍団』なのです。彼らは必ずや、この世の邪悪を滅ぼしてくれることでしょう」

			　辺境伯は決して邪よこしまな人格の持ち主ではない。

			　自分の良識に従い、正義を尊たつとび、邪悪を憎んでいる。そこはわたしと変わらない。

			　けれど、その価値観にずれがあった。邪悪とするものが致命的なまでに違っていた。

			　こんなの説得のしようがなかった。

			「で……ですけど、真島がわたしと一緒にこの世界にやってきたことは確かなんですよ」

			　わたしが最後に縋すがることができたのは、自分たちが勇者であるという事実だけだった。

			　この事実だけは揺るがない。それがどれだけこの世界の住人にとって大きなことなのか、わたしは実感を持って知っていた。だから、これが最後の砦とりでだった。

			「それなのに、真島が邪悪だって言うんですか」

			「もちろんです」

			　あっさりと返されてしまい、わたしは言葉を失った。

			「なっ……なんっ……」

			「真島孝弘は、確かに転移者なのかもしれません。ですが、だからといって、彼が偽勇者ではないということにはなりません」

			　辺境伯は断言した。

			　その力強さは、わたしにとって、あまりに不可解なものだった。

			「ど、どうして？　真島は、確かに……」

			「そう難しい話ではありません。此度の勇者様の降こう臨りんには、多くの例外がありました。１００名以上の勇者様がエベヌス砦を訪れるのみならず、降臨した数はさらに多く、１０００を超えたとか。それ自体は、本当に素晴らしいことです。しかし、かつてない規模であったがために、歪ゆがみも生じたのでしょう」

			「歪み……？」

			「わたしは辺境伯という立場にあります。その責任ゆえに、様々な情報を得る必要があります。前線の砦、各地の貴族、そして、聖堂騎士団からも。だから、前々からおかしいとは思っていたのですよ」

			　男の目が刃のように鋭くなった。

			「勇者様のご威光に翳かげりなどあるはずがありません。だからこそ、おかしいのです。チリア砦の首謀者だったという転移者の暗躍も、それに加担した『魔軍の王』の跳ちよう梁りようも、救世主たる勇者様であればありえない」

			「あ……」

			　慄りつ然ぜんとしたものが、背筋を走り抜けた。

			　チリア砦襲しゆう撃げき事件については、現状、事実は伏せられている。それはおそらく、今回の偽勇者についての真相が、勇者の威光に傷を付けないために伏せられたのと同じ理由だ。

			　けれど、マクローリン辺境伯に関しては話は別だ。なぜなら、チリア砦の兵士を保護したのは彼なのだから。隠し切れるはずもない。

			　それでも彼は『勇者の威光に翳りはない』と言い切った。その意味が、これだった。

			「転移者のなかには、邪悪な者がいる。しかし、勇者様がそんなことをなさるはずがない。ならば、結論はひとつでしょう。すべては勇者様に紛れ込んだ偽者のしでかしたことなのですよ。そうでなければ説明が付かない。モンスターを率いる邪よこしまな術を操るという真島孝弘なる者もまた、そのひとりであるのでしょう」

			「あ、う……」

			　理解する。

			　転移者であるという事実自体は、辺境伯を説得する材料にはなりえない。最後に縋すがったものは、あえなく崩れ去った。もはや説得の言葉はなかった。

			「邪悪は滅ぼさなければなりません。そう考えてみると、偽勇者が逃げ延びたのがアケルであったのも、ある意味では都合の良いことだったかもしれません」

			　思考を空転させるわたしは、ただ続く言葉を聞くことしかできなかった。

			「なにしろ、あの土地は不浄な存在に満ちています。巨大な邪悪とともに、すべてを一掃することができるでしょう」

			　なにかを祝福するような口調が、不吉そのものにしか感じられない。

			「不浄な存在……すべてを、一掃？」

			　顔面から血の気が引いていく。さっきまで共感を覚えていたはずの老人が、なにか得体の知れない生き物のように見えた。

			「な、なにをするつもりですか」

			　尋ねるわたしに、老人は穏やかでいて包容力のある――それゆえに、ひどくおぞましい笑みを浮かべたのだった。

		

	
		
			21　辺境伯軍の蹂じゆう躙りん

			　

			「ルイス様。目的地に到着いたしました」

			　馬上のルイスに副官が声をかけた。その顔には、戦いを前にした兵士の高こう揚ようが表れていた。

			「そうか」

			　応じるルイスは落ち着いたものだった。

			　その立ち振る舞いには、指揮官としての格があった。平民の、それも孤児でありながら、一軍を纏まとめる立場にまで登り詰めた男が、弛たゆまぬ努力のすえに手に入れたものだ。

			　視線の先に村の防壁を認めると、ルイスは馬をとめて指示を出した。

			「大隊長に伝達しろ。攻撃準備。手筈通りに進めるように」

			「了解しました！」

			　命令に従い、全軍が整然と動き出した。行軍の間にやや崩れていた陣形を整え、より攻撃に適した形へと組み替える。

			　辺境伯領軍は、歩兵、弓兵、魔法兵の三種の兵種で構成されている。

			　兵士には全員に胴鎧よろいが支給されており、さらに歩兵は盾と長槍を携えている。重装備だが、動きはきびきびとしている。盾を揃えて槍やりを並べた陣形に隙すき間まはなく、練度のほどが窺うかがえた。

			　弓兵は盾と槍の代わりに弓を手にしており、近接戦用の剣を腰に下げている。位置は盾を揃えた歩兵のうしろ。歩兵が防御の担い手であるなら、弓兵は攻撃の要とも言える存在である。士気は十分、矢の数にも不足はない。

			　最後に魔法兵だが、彼らは数が少なく、他の兵種に埋没しがちだ。武装も盾と短剣と、一見、地味である。しかし、その装備に埋め込まれた宝玉に気付けば、彼らこそが辺境伯領軍の華であることがわかるだろう。

			　それらはすべて、魔法を補助し、魔力の消しよう耗もうを抑える魔法道具なのだ。５０００の兵士のうち、魔法兵は２００名ほどだが、そのすべてに魔法の武具が行き渡っている。これ以上の装備を備えた軍隊と言えば、それこそ聖堂騎士団や、皇帝を守る親衛隊くらいのものだ。魔石を産出する鉱山を領内に複数抱え、豊かな財力を保有する辺境伯領ならではの装備だった。

			　無論、装備ばかりが立派なわけではない。

			　豊かな辺境伯領で十分な訓練を受けた兵士は、ひとりひとりのレベルが高い。

			　実際、これだけの大軍で樹海表層部を移動している以上、これまでモンスターとの遭そう遇ぐうも何度かあったのだが、辺境伯領軍はそのことごとくを被害なく跳ね返していた。また、本隊とは別に、騎兵も随伴しており、遊撃隊としての働きを待っている。

			　南部貴族の雄たるマクローリン辺境伯にふさわしい精強な軍隊だった。

			　敵対するものにとっては、悪夢の軍団というべきだろう。

			　ほどなくして、副官が戻ってきた。

			「準備できました。いつでも行けます」

			「よろしい」

			　ルイスは頷うなずいた。

			「目標は偽勇者、真島孝弘が潜むケド村。これより我らは総攻撃をかける」

			　双そう眸ぼうが冴さえ冴ざえとした鋼はがねの光を帯びた。

			「殲せん滅めつせよ」

			　命令は下され、隊たい伍ごを組んだ兵士たちが前進を開始した。なにもかもを蹂じゆう躙りんする大軍だ。その整然たる前進を見て、低い呻うめき声があがった。

			「……貴様」

			　語尾に怨えん嗟さの震えがあった。

			　ルイスは振り向く。手首を拘こう束そくされた男性が、ルイスを強く睨にらみ付けていた。

			　アケルの人々がこの光景を見れば、怒りに頭を沸ふつ騰とうさせたかもしれない。

			「フィリップ殿下。お越しになりましたか」

			　フィリップ＝ケンドール。兵士に連れられてきたのは、アケルの第二王子その人だった。

			　実のところ、アドルフがリリィたちに語っていた予想通り、フィリップは辺境伯軍をとめるために動いていた。

			　甘い顔立ちとは裏腹に、彼もまた尚しよう武ぶの国アケルの王家の一員だ。守る者であり、戦う者である。人類を守る戦いの最前線に飛び込んで行った苛烈な妹と同じものを、芯のところに持っている。そんな彼だからこそ、国王への報告の旅の途上でマクローリン辺境伯領軍の話を聞いたとき、即座にディオスピロへ引き返すことを決めたのだった。

			　真島孝弘はアケルの民を助け、フィリップは彼と協力することを約束した。

			　であるからには、その義理を果たし、恩には報いなければならない。

			　フィリップはそう考えていた。

			　ひいては、それが国のためになると確信していた。

			　単に相手が勇者だからというだけではない。周囲の大切なものをなんとしてでも守ろうとする孝弘の姿勢をフィリップは評価していたし、共感してもいたのだった。

			　つまらないすれ違いや誤解で、孝弘が殺されるようなことがあってはならないと、強く感じていた。

			　ディオスピロに舞い戻ったフィリップは、駐留するアケル王国軍に接触して現状を聞き出すと、ケド村へと進軍する辺境伯領軍を全速力で追い掛けた。王族である自分が乗り込むくらいでないと、ここまで遠征してきた辺境伯領軍はとめられない。そう考えてのことだった。

			　そして、辺境伯領軍を率いるルイス＝バードと対面した。

			　フィリップは対談の場で、真島孝弘が偽勇者ではないことを訴えた。

			　たとえ疑いが拭ぬぐえないのであっても、いきなり攻撃を仕掛けるべきではないと説いた。

			　探索隊に連絡を取るなりして、確認してもらってからでも遅くはないだろうと諭した。

			　その言い分には理りがあった。

			　しかし、説得はことごとくが失敗に終わった。それどころか、引き下がって対策を練る暇も与えられず、フィリップはその場で拘こう束そくされてしまったのだった。

			　迂う闊かつだったとフィリップはほぞを噛んだが、この状況を予測することは難しかっただろう。

			　頭が固くて耳を傾けないなどという話ではない。

			　はなからルイスには、話が通じなかったのだ。

			　逆に言えば、ルイスのほうもフィリップとは会話にならなかったと感じていた。

			　けれど、だからと言って、態度を変えたりはしなかった。

			「殿下にお越しいただいたのは、他でもありません。そろそろ、気は変わった頃だろうと思いまして」

			　ルイスの態度はあくまで丁寧だった。拘束したフィリップを相手にしても、一定の敬意を示していた。

			「わたしは殿下に危害を加えるつもりはございません」

			　嘘うそのない口調だった。

			　実際、ルイスがフィリップを拘束したのは、あくまでもその必要があったからだった。

			　意見が違っていようと、相手の尊厳を無視してはならない。

			　相手は同じ人間なのだから。

			　これがたとえ犯罪者であっても、ルイスは同じように接しただろう。

			　そこには、ルイス＝バードという男の信念があった。

			「力を合わせなければ、人はこの過酷な世界を生きられません。国は違えど、我々は同じ大地に生きる同どう胞ほうです。同胞は慈しむものであって、傷付けるものではありません」

			　ルイスは本気だった。

			　見方によっては、彼もまたフィリップと同じ性質を持っていたと言える。彼は守る者であり、戦う者だった。正確に言えば、それはルイスに大きな影響を与えたマクローリン辺境伯家の性質だった。

			　ただし、その対象とするものが、アケル王家とマクローリン辺境伯家とでは、致命的にずれていた。だからこそ、彼らはいがみ合ったのかもしれない。

			「わたしは信じています。たとえ邪悪に魅入られてはいても、殿下にもいつかご理解いただけるものと」

			「理解などできるものか……！」

			　普段は優しげな容よう貌ぼうを、フィリップは大きく歪ゆがめていた。

			「貴様は自分がなにをしたのか、これからなにをしようとしているか、理解しているのか!?」

			「無論です。わたしは邪悪を滅ぼし、正義を為します。人々のために」

			　ルイスは断言した。そうすることに迷いなどかけらもなく、言い切ってみせた。

			「モンスターを操るなどという邪悪な存在は、燃やし尽くさなければならないのです」

			　その思想は、グラントリー＝マクローリンと正確に同一だった。

			　だからこそルイスは、辺境伯の名みよう代だいとしてここにいる。

			　実のところ、セラッタでルイスに出会ったときの飯野優奈の直観は正しかった。

			　紛れもなくルイス＝バードは正義の化身だった。その総身は、ただ邪悪を――彼らにとっての邪悪を滅ぼすだけのためにあった。そして、邪悪というのは、真島孝弘とその一党だけに限らない。だからこそ、彼が先程下した命令は殲滅だった。

			「村にいる者はひとり残らず殺します。真島孝弘も、その眷けん属ぞくも――村のエルフも例外ではありません。ええ。エルフもまた、精霊などと称してモンスターを扱う邪悪な生き物、この世にあってはならない異物なのですから」

			「……なんと惨むごいことを」

			　フィリップは言葉を詰まらせた。

			　ルイスの言っていることが口ばかりではないことを、彼は知っていたからだ。

			　正確に言えば、目にしていた。

			　すでにルイスは、隣のラファ村を――真島孝弘に味方したエルフの開拓村を攻撃していたからだ。

			　昨日のことだった。

			　村長の判断で住民の大半は逃がされたが、村に残った少数のエルフたちは抗戦した。

			　開拓村はモンスターの襲しゆう撃げきに備えて、ある程度の防備が固められている。しかし、５０００の兵士に攻められてはひとたまりもなかった。

			　直前に逃げ出した住民たちにも、容よう赦しやなく追手が出された。

			　あのままだったなら、住民たちは皆殺しにされていただろう。

			　そうならなかったのは、途中で邪魔が入ったからだった。

			「昨日は残念でした。あの異形の狼さえいなければ、殲滅できたものを」

			　あと少しというところで、逃げる村人たちの最後尾を守るように、触手を蠢うごめかせる双頭の狼が割り込んだのだった。

			　想定していたのは村人の掃討だったため、追跡部隊はそう多くなかった。本来の敵である真島孝弘との戦いを控えていたこともあり、損害を嫌って部隊は深追いを避けた。お陰で住民は真島孝弘が滞在するケド村に逃げ延びることができた。

			　しかし、それは寿命がほんのわずかに延びただけのことに過ぎない。

			　それを理解しているフィリップは、血を吐く思いで訴えた。

			「目を覚ませ、ルイス＝バード。エルフとて、守るべき民だろう……！」

			「いいえ。あれは邪悪な存在であり、滅ぼすべき異物です。あなたこそ目を覚ますべきです」

			　ルイスは取り合わない。

			　かつて草原の民への偏見と差別を憂うれいたその口で、エルフを邪悪な存在と吐き捨てる。

			　このことについて、少なくとも、彼のなかで矛む盾じゆんは生じていない。

			　嘘うそ偽いつわりなどかけらもなく、ルイスは人々を愛している。力ない人々を守ることが、故郷の村が滅びた日に、たったひとり生き延びた自分の価値だと信じているからだ。

			　そんなルイスを、部下たちも慕したっている。

			　良識を持って、善を為す。正義を遂行する。意見の違う者も、たとえ犯罪者であろうと、相手に対する敬意を忘れることなく接する。

			　けれど、それは相手が同じ『人間』であるのならだ。

			　彼の守る『人々』のなかには、そもそも『エルフ』は含まれていないのだ。

			　むしろ、その存在を排除することこそが、良識に則のつとった行為だと確信さえ抱いている。

			　これこそが『エルフ嫌いのマクローリン』の正体だった。

			　マクローリン辺境伯家の方針に従うルイスの徹底した姿勢は、ある側面では敬けい虔けんな宗教者にも似ていたかもしれない。

			　そうした印象も、あながち間違いではない。滅びた村から救い出されたその日から、ルイス＝バードは、グラントリー＝マクローリンという存在を信仰しているのだから。

			　そして、その信仰は、いまやこの世界最高の権威に裏打ちされていた。

			「……おい。そろそろじゃねえのか」

			　ふたりのやりとりに、低い声が割り込んだ。

			「エドガール様」

			　現れた男の名をルイスが呼んだ。

			「状況は？」

			　馬を降りようとしたルイスを制して、エドガールが尋ねた。

			　喋しやべり方は乱暴だが、声色自体は静かだった。かつては対面する誰しもが感じた、荒々しい印象は薄れている。ただ、それだけにいっそう、陰惨な印象は強まっていた。これなら、争いを求める荒くれ者であったときのほうが、まだ接しやすかったかもしれない。実際、ルイスの副官は顔を強こわ張ばらせていた。

			　もっとも、ルイスの反応は違っていた。

			「すべて順調です、エドガール様」

			　エドガールに向けられる言葉には、敬意が込められていた。

			　ルイスにとって、これは当然のことだった。

			　エドガールは聖堂騎士団第四部隊の一員として先んじて真島孝弘と戦うのみならず、無念にも真島孝弘によって人事不省に陥った隊長トラヴィス＝モーティマーの志を継ぎ、辺境伯領軍の手助けをしてくれているのだから。

			　加えて、辺境伯領軍が攻勢に出る直前には、捨て身の奇襲を成功させている。

			　今頃、真島孝弘は昏こん倒とうしているはずだ。士気の低下と指揮系統の混乱は避けられない。また、元騎士のグールをはじめ真島孝弘の眷けん属ぞくは、半分以上が行動不能に陥っていることが予想されていた。

			　言うなれば、エドガールは単独で敵戦力を、まともに防衛さえできない状況に追いやったのだった。

			　もっとも、そのときに受けた傷が理由で、エドガールは戦いには参加できない。

			　その代わりに、聖堂騎士団第四部隊の生き残りが戦いに参加することになっていた。

			「ここから先は、お前たちの戦いだ。支援はくれてやる」

			「わかっております。エドガール様の貢こう献けんを無駄にはいたしません。正義のために、全力を尽くしましょう」

			「ああ。正義のために、だ」

			　ふたりのやりとりを聞きながら、フィリップは歯噛みした。聖堂騎士団第四部隊の存在こそが、辺境伯軍の滅茶苦茶な軍事行動に正当性を与えるものだったからだ。

			　正義のためというエドガールの言葉を、フィリップは信じていない。

			　お前はただ、敗北した真島孝弘に対する雪せつ辱じよくを果たしたいだけだろうと思っている。

			　だが、それでも、そこにいるのは聖堂騎士団――この世界の正義の象徴なのだ。彼らが随伴しているだけで、国境を侵した辺境伯軍に対して、アケルの王国軍は動けなくなってしまう。

			　大おお袈げ裟さではなく、聖堂騎士団とはそれだけの存在なのだ。実際、フィリップにしたところで、孝弘に約束をしたのは『すれ違ってしまった勇者と聖堂騎士団の関係を修繕するための場を準備すること』であって、『聖堂騎士団と敵対すること』ではなかった。

			　聖堂騎士団に敵対するということは、あらゆる正当性に背を向けることに等しい。

			　である以上、彼らが手を貸す辺境伯領軍には、誰も手出しできない。

			　もはや彼らをとめられる者はない。村に押し寄せる軍勢が、鬨ときの声を響かせた。

			「あああ……」

			　フィリップは呻うめき声をあげた。

			　ついに攻撃が始まってしまったのだ。圧倒的に不利な、絶望に至る戦いが。

			　それはもはや戦いではなく、一方的な蹂じゆう躙りんにほかならなかった。

			「モンスターとの交戦を開始しました！」

			　伝令が前線の様子を伝えた。

			「苛烈な攻撃を受けつつも、我が軍が優勢です！」

			　聞くに堪たえない報告に、フィリップは歯を食いしばった。拘こう束そくされた体では、耳を塞ぐことさえできなかった。

			　村に押し寄せる軍勢は、まるで一個の巨大な生き物のようだ。

			　邪悪を喰らう正義の怪物。そのおぞましさに、吐き気がした。

			「ご報告です！」

			　そして、ついにその報しらせはもたらされた。

			「敵のモンスターを討ち取りました！」

			　次の瞬間、その場に喜びが爆発した。

			「おお！　おお！　素晴らしい！」

			「邪悪に滅びを！　我らの正義に祝福を！」

			「辺境伯万歳！」

			　口々に放たれる喜びの声を聞き、フィリップは愕がく然ぜんとした。

			「モンスターが……眷けん属ぞくが、殺された？　そ、そんなことが……」

			　真島孝弘を訪ねた際に、フィリップは眷属の全員と顔を合わせて言葉を交わしていた。短い間ではあったが、彼女たちがどれだけお互いに想い合っているのか、その一いつ端たんくらいは感じ取っていた。驚きはしたが、悪い感情は抱かなかった。これは多分、自分たちが普段モンスターと呼んでいる存在とは別のものなのだと納得ができたからだ。

			　その彼女たちが、死んだ。

			　殺された。

			　主柱である真島孝弘を失い、戦力の半分が使い物にならなくなった彼女たちでは、この大軍の攻勢には到底堪たえられなかったのだろう。

			　もう駄目だ。

			　かすかな希望が断たれ、フィリップは膝をつく。そのときだった。

			「……妙だな」

			　ぼそりとつぶやく者があったのだ。

			　ルイスが反応して、声をかけた。

			「どうかなさったのですか、エドガール様」

			　相変わらず陰いん鬱うつな表情のエドガールが、ちらりとルイスに視線を向けた。

			「おかしい。戦果があがるのが、あまりに早過ぎる」

			「我々が功こうに逸はやるあまり、誤報をあげたとでも言われるのですか」

			　ルイスの副官が、むっとした顔で言った。自分たちの軍功にケチを付けられたように感じたのかもしれない。しかし、エドガールは不気味なくらいに静かに否定した。

			「いいや。んなこた言わねえよ。ただな……」

			　一拍置いてから尋ねる。

			「モンスターが死んだって言ったが、どいつだ？」

			「え？」

			「隙すきのないスライムが、真っ先に落ちることはありえねえ。とすると、狐か？　それとも、人形か？　まさか蜘く蛛もとか言い出さないだろうな？」

			　エドガールは、じろりと副官の顔を見返した。

			「どうなんだ？」

			「か……確認します！」

			　慌てた様子で副官が動き出す。伝令との間に何度かのやりとりがあった。

			　戻ってきた副官に、エドガールが尋ねた。

			「どうだった？」

			「はっ。報告いたします。倒したのは兎だそうです」

			「……そうか」

			　その一瞬、沈鬱だったエドガールの口元が引き裂くように歪ゆがんだ。

			　愉たのしげな笑み。獰どう猛もうな肉食獣の表情だった。

			「やられたな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　人々が森のなかの道を行く。繊せん細さいな顔立ちに、尖った耳。開拓村のエルフたちだった。

			　生き残ったすべての村人がこの場にいた。自分では動くのが難しい怪け我が人は、魔動車や人力の荷車で連れてきていた。

			　道を行くエルフたちは、厳しい顔をしていた。

			　けれど、誰ひとりとして諦あきらめてはいなかった。

			　その最後尾に、ひとりの少女の姿があった。侍女服に身を包んだ、灰色の髪の少女だ。手には長大な戦斧を握っている。無機質な顔立ちには、普段より硬質な印象が強い。それは、緊張と決意の表れだった。
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			　そのとき、少女の形の良い眉がぴくりと動いた。後方に、追い掛けてくる白い蜘く蛛もの姿を見付けたからだった。距離はすぐに詰まり、両者は合流する。

			「戻ったぞ、ローズ殿」

			「どうでしたか」

			「加藤殿の指示通りにしてきた。あやつら、完全に引っ掛かっておったぞ」

			「お疲れ様です。これで多少の時間稼ぎにはなるでしょう」

			　頷うなずきを返したローズは視線を後方に――その方角にいるはずの正義の軍団に向けた。

			「好きにはさせません」

			　それは、宣戦布告の言葉。大事なものを守り抜くという誓いの文句。

			　一軍を相手取った決死の逃避行が始まった。

		

	
		
			番外編　お酒の席と、小さな約束

			　

			　それは、シランとケイの故郷であるケド村に滞在するようになってしばらく経ち、生活が落ち着いた頃の出来事だった。

			「おや。孝弘殿。これはどうしたのですか」

			　仕事から帰ってきたシランが、ふとした様子で声をあげた。

			　その蒼あおい瞳ひとみは、居間に入ってすぐのところに置いてある何本かの瓶びんに向けられている。今日、シランが家を出る前には、まだなかったものだった。

			「ああ。それは、リアさんが置いていったものだよ」

			「リア伯母様がですか？」

			　壊滅状態に陥ったこのケド村には、少し前から隣のラファ村の住人がやってきている。いまでは主に彼らが復興作業に従事しており、その指示を与えているのが、ラファ村の村長の妻であるリアさんだった。

			「ほら。この間、支援の物資が一部届いただろう。それで、リアさんが食材を持ってきてくれたんだ。そのなかに、酒が紛れていてな」

			「ああ。これはお酒なのですね」

			「フィリップさんが気を遣ってくれたのか、嗜し好こう品ひんの類たぐいも少し送ってくれたみたいだな。それで、リアさんがその一部をおれたちにも回してくれたらしい」

			「そういうことでしたか」

			　シランは納得した様子で頷うなずくと、酒瓶を手に取った。

			　ちゃぷりと音をさせて中身を確認してから、こちらに視線を向けてくる。

			「それで、これはどうされるのですか？」

			「え？　それはまあ、村の人に渡そうかと」

			　未成年なので当たり前だが、おれには酒を飲む習慣はない。村には酒が好きな人はいるだろうし、そちらに渡せばいいかと思っていた。

			　しかし、思わぬところから待ったがかかった。

			「それはいかんぞ！」

			　反対の声をあげて、ガーベラが居間に姿を現したのだ。

			　どうやらいまの話を聞いていたらしい。意外だった。

			「なんだ。お前、酒を飲むのか？」

			　意外だった。もちろん、ガーベラが生きてきた年月を思えば、別に酒を嗜たしなむくらいは不思議ではないのだが、これまで彼女がそういった姿を見せたことはなかったからだ。

			　おれが疑問の視線を向けると、ガーベラは豊かな胸を張って答えた。

			「いいや。飲んだことはないな！」

			「ないのか」

			「というか、酒がなんなのかもいまひとつわかっておらん！」

			「そのレベルか」

			　まあ、酒だって人間の作り出したという意味では料理の一種だ。いくら長く生きていようと、モンスターであるガーベラが知らないのは当然と言えた。

			「なのにまた、どうして？」

			「酒と聞いて思い出したことがあったのだ」

			　不審に思って尋ねると、ガーベラはふふんと笑って胸に手を当てた。

			「酒とやらについて、以前に鐘木殿が面白い話をしておったのだ」

			「幹彦が？　……すでに悪い予感しかしないんだが」

			「孝弘殿は、鐘木様にだけは割と容よう赦しやない物言いをなさりますよね」

			　シランが物珍しそうに言ってくるが、このあたりは長年の付き合いのせいなので仕方ない。付け加えていえば、この予感は正しいものだと確信もしていた。

			「それで？　一応、聞くけど、あいつはどういう話をしてたんだ？」

			「ふふふ。聞いて驚け。なんでも酒とやらはな、飲むと異性ときゃっきゃうふふできるのだ！」

			「……悪い。もう一回いいか？」

			「きゃっきゃ！　うふふ！」

			　聞き間違いではなかったらしい。予感は正しいことが証明されて、絶妙に頭が痛い。

			「妾わらわ、主殿ときゃっきゃうふふしたい！　主殿に甘えたり、甘えられたりしたいのだ！」

			「言いたいことはわかったが」

			　言い方はなんだが、要するに、お酒で良い雰囲気になりたいということだろう。もう少し言葉を飾ってほしい感はあるが。

			　おれが小さく吐と息いきをつくと、シランがくすりと笑った。

			「それで、孝弘殿、どうされるのですか？」

			　どことなく面白がるような調子があった。答えを予測できているのかもしれない。

			「……まあ、飲みたいというなら反対する理由はないな」

			　可愛かわいい恋人のお願いだ。叶かなえてやりたい気持ちはあった。それに、なんだかんだで求められることは嬉しい。きゃっきゃうふふするかどうかは置いておいて。

			　ガーベラが、ぱっと表情を明るくした。
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			「おお！　話がわかるな、主殿！」

			「嬉しそうでなによりだよ。あ、でも。おれの年齢で、この国だと飲酒は許されているのか」

			　途中で気付いて尋ねると、シランは頷うなずいた。

			「問題はありません。チリア砦とりでにいらした勇者様方のなかにも、飲んでいらっしゃる方はいましたよ」

			「だったら問題はないか。リリィたちにも声をかけておこうか」

			「あいわかった。妾わらわに任せよ」

			　ガーベラが頷うなずいて、居間を飛び出していく。シランが苦笑を漏らした。

			「やる気満々ですね。……ガーベラ殿が張り切っていると、逆に少し不安ですが」

			「そういうことを言うのはやめてくれ。おれも少し思ったが」

			　ああして張り切っているときこそ、なにかやらかすのがガーベラだ。早まっただろうか。しかし、あれだけ喜んでいるのに、根拠もなく取りやめるというのも可哀想だ。

			　一いち抹まつの不安を抱きつつも、お酒の席は設けられることになったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　酒瓶の封を開けるのは、夕食の席が終わったあとでということになった。

			　もっとも、飲める人間は多くない。さすがに年少組のロビビアやケイ、あやめあたりに飲ませるわけにはいかないし、人形のローズは飲めず、アンデッドのシランは酔えない。

			　年少組は先に寝かせたうえで、飲んでも問題のないメンバーだけに、酒杯は配られることになった。

			「うふふー。お酒って初めて飲んだけど、けっこう好きかも」

			　アルコールの入ったコップを揺らして、リリィが機嫌よく体を揺らした。

			　家のなかで気を抜いているために、下半身だけはスライムに戻っている。おれはと言えば、ほろ酔い加減のリリィにこっちこっちと腕を引かれて、気付いたときにはソファみたいに広がったスライムの体に腰を降ろしていた。

			　普段より少し押しが強いのは、やはりアルコールの影響があるのかもしれない。コップを持つ手とは逆の腕をおれの腕に絡みつかせて、体を預けてしなだれかかるようにしている。女の子の体は芯を失ったようにふにゃふにゃしていて、いつもより体温が少し高い。

			「リリィはお気に召したみたいだな」

			「まあねー。ご主人様はどう？」

			「どうかな。まだちょっとわからない」

			　気分としてはそう普段と変わりない。体が熱い感じがして、血が頭のほうに昇っている感覚があるくらいだった。

			「ただまあ、シランに言われてゆっくり飲んでいるから、まだこれからかもしれないな」

			　いまのところ、コップに４分の１くらいしか飲んでいない。自分の酒量がわからないうちは、ゆっくり飲んだほうがいいというシランのアドバイスに従ったかたちだった。

			　ちなみに、同盟騎士団時代、シランは付き合いで酒を飲む機会があったらしい。樹海を任地とする騎士団は死の危険に頻繁に接する職であり、ストレスを酒で発散する者も多かったようだ。シラン自身も酒は嫌いではなかったらしい。

			　テーブルについたシランに視線を向けると目が合った。首を傾げられる。

			「なんですか」

			「いや……」

			「ああ。ひょっとして、わたしが飲めないのを気にされているのですか」

			　シランもコップを手にしてはいるものの、なかに酒は入っていない。気持ちだけ参加しているかたちだった。

			「気にしなくてかまいませんよ。飲めはしませんが楽しんでおりますし。それに、なにやら先程から、ちょっとだけ気分が良いのです」

			「雰囲気に酔ってるみたいなものか？」

			「というより、どうも孝弘殿に引っ張られているようです」

			「おれに？」

			「わたしは存在を孝弘殿に依存している部分が大きいですから、そのせいでしょうね。ふふ。ひとりぶんでふたり酔えるのは、ちょっとお得です」

			　冗談めかして言う様子は、確かに普段より少し浮ついているように見えた。

			　こちらに向けられた笑顔が、心なし色っぽい。アンデッドの顔色は青白いまま変わらないが、気分が良いというのは本当のことらしかった。

			「そういうわけですから、気兼ねせずに楽しんでください。……残念ながら、楽しめない方もいるようですが」

			　シランは眉を下げた笑みを作って、視線を他よ所そにやった。

			　その先に、部屋の隅でがっくり肩を落とす白い蜘く蛛もの姿があった。

			「ぬぐぐ。まさかこのようなことになろうとは……」

			　お酒を飲みたいと言い出したその口から、失意の言葉が零こぼれた。

			　手にした瓶には、アルコールは一滴も残っていない。一本分、まるまる中身はガーベラの胃のなかに消えたのだ。しかし、彼女の透き通るような白い肌に、朱の差す気配はなかった。

			「まさか、まったく酔えないとはな」

			　魔力による身体能力強化はアルコールの影響を退けられるが、酔おうと思えば酔える。ただ、それは単に魔力によってプラスされた抵抗力をなくすだけで、素の抵抗力を下げるわけではない。ガーベラの場合、体も大きいし、その造りも違っている。

			　だったら、リリィはどうなのかという話だが、どちらかといえば、彼女のほうこそ人間にうまく擬ぎ態たいすることで、器用に酔っているとでも表現すべきなのだろう。

			　量を増やして樽たるで飲むようなことをすれば、ガーベラでも酔えるのかもしれないが、さすがにそこまでの量は送られてきていない。

			　落ち込むガーベラの様子を見て、リリィが苦笑を漏らした。

			「アルコールじゃなくて、コーヒーだったら酔えたのかもしれないね。蜘く蛛もはカフェインで酔うって話があるから」

			「ほ、本当か、リリィ殿!?　そのコーヒーとやらはどこに!?」

			「どうなんだろ。そもそも、この世界にあるのかな」

			「むむむ」

			「というか、むしろ見付かったらまずいんじゃないかなあ」

			「なぜっ!?」

			「ガーベラの場合、理性がなくなると危ないでしょ。ご主人様といちゃいちゃするにしても、力加減せずにぎゅってしてばきばきってなったらまずいし」

			「おい、リリィ。気を遣って可愛かわいく擬音を使ってくれたんだろうけど、それでも怖いからやめてくれ」

			　しかし、確かに言われてみれば、そういう可能性もあったのか。おれは寒いものを感じて、酒に口を付ける。

			　始める前に感じていた不安の種は、このあたりが理由だったのかもしれない。

			　特に何事もなくてよかった。本当に、よかった。

			　――そう思った、まさに矢先の出来事だった。

			　気を抜いたときにこそ、何事かが起こる。これは、そういうことだったかもしれない。

			「あ。失敗したかも」

			　ぽつりとリリィがつぶやいたのだ。

			　なんのことだか理解するより前に、事が起きた。

			「真っ島くーんっ！」

			　おれの座っていたスライムの体のすぐ脇が盛り上がり、人の姿を為したのだ。

			　驚くおれの首のうしろに、伸びた腕が回される。右腕はリリィに抱き着かれており、左手はコップを持っていたために、咄とつ嗟さに反応できなかった。

			「み、水島さん!?」

			「ねえねえ、真島くん。びっくりした？　びっくりした？　あはっ！　わたしねえ、りーちゃんと一緒に出てこれるようになったんだよ。驚いたでしょー？」

			　びっくりするほどのハイテンションでの、水島さんの登場だった。

			　視界いっぱいに広がったリリィとよく似た顔は、真っ赤に染まっている。完全に酔っぱらっていた。しかし、おかしい。彼女は一滴も酒は飲んでいないはずなのだ。そもそも、今日出てきたのは、これが初めてなのだから。だとすれば……。

			「……まさかリリィの飲んでたぶんのアルコールが回って？」

			「真島くんをびっくりさせる作戦、大成功！　あはははははは！」

			　ハイテンションのままに、水島さんがおれの首に回した腕に力を込めた。その振動で、おれの手にしたコップから酒がこぼれそうになる。

			　意識がそちらに向いた瞬間に、ぺたりと滑らかな感触が頬ほおに触れた。すべすべしていて、熱くて、ふにゃっとしている。やはりおれも多少は酔っているのか、頭が追いつかない。「わあ」と暢のん気きなリリィの声が聞こえて「美穂ってば、こんなところで大胆」と言葉が続いた。

			　……大胆？　というか、この感触は？

			「あははは。なんだかちくちくするねー。くすぐったいよぅ」

			「待っ、水島さん、服――ッ！」

			　酔っぱらった水島さんは、おれの頭を胸元に抱え込むようにしていたのだ。

			　問題は、水島さんが自分の体を形成した直後だったということだ。当然、素っ裸でおれの頭を抱えたことになる。酒とは関係なく、おれは顔に血が集まるのを感じた。

			　水島さんの胸はリリィと違って慎つつましい。けれど、それでも十分に女の子らしい柔らかさを備えていた。こんなタイミングで知ることになるとは思わなかったが。

			　目を丸くして口許に手をやったリリィが、ほうと吐と息いきをついた。

			「前にベッドの上で馬乗りになった件と言い、美穂ってこの手のハプニングに事欠かないねえ」

			「言ってる場合か！」

			　とりあえず、この状況をどうにかしなければならない。おれは咄とつ嗟さに邪魔な左手の酒を飲みほすと、右手のリリィに離れてもらった。そうしてようやく両手が自由になり、水島さんの体を引き剥はがすことができるようになる。

			「ぁん。真島くんの意地悪……」

			「変な声を出さないでくれ。ほら、隠して……」

			「ああ！　水島先輩！　駄目ですよ！」

			　立ち上がって距離を取ったところで、すぐ傍そばで非難の声があがった。

			　なにかと思って目をやれば、そこには加藤さんの姿があった。

			　水島さんをとめようとしてくれたのだろうかと思ったが、どうも様子がおかしい。

			　まずローズにべったりと抱き着いているのが変だし、こちらに向けられた顔は真っ赤に染まっていた。

			「……まさか加藤さんも？」

			「ずるいれす！　わたしだって、真島先輩ともっと……わたしも？　わたしも？　服を脱げばいいんれすか？」

			　呂ろ律れつも怪しければ、言動も怪しい。ちょっと目を離した隙に、ずいぶんと回っていた。

			「ど、どうしましょう、ご主人様。いつも可愛かわいい真菜がもっと可愛くなってしまいました！」

			　珍しくローズがおろおろしていた。こちらも言動がおかしいが、これは酔っているわけではなく、いつも冷静な親友の変わりぶりにどうしたらいいのかわからなくなっているらしい。

			　動揺するローズのもとから、加藤さんが立ち上がった。途端、よろっとして倒れそうになるのを、咄嗟におれは支えた。嬉しそうな声があがった。

			「わぁ、せぇんぱいだぁ。こんなに近くて、ふふ、ふふふ」

			　まずい。これはもう、完全に酔っ払いだ。

			「お酒って美味しいですね。ちびちび飲んでいたんですけど、なんだか気分がよくなって、一気にいっちゃいました」

			「それが理由か……」

			　新しく注ぎ直したらしく、半分ほど酒が入っているコップを、加藤さんは大事そうに抱えていた。そのコップを、また口に運ぼうとする。

			「って、もう駄目だって」

			　慌ててとめると、加藤さんはきょとんとした。普段は冷静な目が、とろんと靄もやがかかっている。口許に緩んだ笑みが浮かんだ。

			「え？　はい。わかりました。これは先輩が飲むんれすね。ふふ。いいれすよ」

			「なんでそうなる」

			「飲まないんですか？　だったらわたしが飲みますね」

			「あ。待て。飲むな。わかった、おれが飲むから」

			「はい、ではどうぞれす」

			　差し出されたコップを受け取る。目を離した隙に、また飲んでしまいそうなので、コップはすぐに空けて、テーブルの手の届かないところに置いておいた。

			　おれの飲んでいたものよりもかなり強い酒だった。シランの勧めで１杯目は確か水割りにしていたはずだが、加藤さんも酔っていたので２杯目は割るのを忘れたのだろう。間接キスだとか、ちらっと思ったが、気にしている余裕はなかった。加藤さんはまだふらふらしていて、体を支えてやらなければ倒れてしまいそうだったのだ。

			　当の本人といえば、自由になった手でおれの胸元を触っていた。

			「先輩、胸板硬いれすね。ふふ。触っちゃいました。たくましいのはいいれすね。わたし、たくましいの好きれすよ。ふふ。ふふふふふ。好きれす、先輩。大好き」

			　たくましいのが好きだというだけの話なのはわかっているが、こんなふうに好きだとまっすぐ言われてしまうと、ちょっとばかりどきっとする。蕩とろけた眼まな差ざしが心臓に悪かった。

			「先輩の触っちゃいましたし、お返しにわたしの胸も触りますか？」

			「……触らない」

			「先輩ならいいのに。残念れす。じゃあ、脱ぎますね」

			「脈絡がない！」

			　躊躇ためらいなく裾すそを掴んで、脱ぎ掛けたところでその手を押さえる。危なかった。へそどころか、上の下着が見えていた。可愛かわいらしい抗議の視線が向けられる。
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			「なにするんれすか先輩。これじゃ脱げませんよ？」

			「びっくりするくらい酒癖が悪いな！」

			「というより、普段ヘタレて抑圧されてるものがお酒の勢いで溢あふれ出してるんじゃあ……」

			　リリィがなにか言っているが、かまっている余裕はない。

			「ローズ、手を貸してくれ」

			　さいわいなことに、ローズがしっかりとうしろから抱きかかえるようにすると、加藤さんは大人しくなった。もうひとり水島さんのほうは、ぐいぐいリリィにスライムの体のなかに押し込まれて引っ込んでいく。この世のものとは思えないような、なんともシュールな光景だった。

			「……どうにかなったな」

			　おれは椅子を引いて腰かけた。

			　焦ったり、体を動かしたりしたせいか、体温が上がっているのを感じた。わずかに眩暈めまいがする。溜め息をついた。

			　そこで、こちらを見詰める潤うるんだ視線に気付いた。

			「ガーベラ？」

			「み、みんなで、主殿ときゃっきゃうふふしておる！　妾わらわがそうしたかったのに――っ！」

			　なにやらガーベラが、ものすごく悔しそうな顔で震えていた。

			「妾わらわも主殿といちゃいちゃしたい！」

			　水島さんにせよ、加藤さんにせよ、おれにとっては頭の痛い騒動だったのだが、ガーベラにとっては羨うらやましい光景だったらしい。涙目で詰め寄ってくる。

			「……泣かなくてもいいだろうに」

			「だって、主殿」

			「わかったわかった」

			　ぽんぽんと頭を撫なでてやると、ガーベラがくすんと鼻を鳴らした。

			　可愛かわいらしくて、いじらしい。くらりとくるくらいに。

			「……」

			　いちゃいちゃしたいとガーベラは言った。

			　おれにとっては、恋人の可愛いお願いだ。ああ。だったらもう、これは仕方がないだろう。

			　そう考えて、おれはガーベラの頬ほおに手をやると、顔を上げさせた。

			　そして、唇を重ねた。

			「……へ？　ご主人様？」

			　呆気に取られたようなリリィの声が聞こえた。

			　なんだろうかと、不思議に思う。だが、すぐに面倒になって、まあいいかと結論付けた。

			　その間も、ガーベラは硬直していた。

			　まだ彼女は自分を抑えられないので、恋人同士の行為をするときには蜘く蛛も糸の拘こう束そくが必要だ。けれど、今日は必要ないらしい。

			　だったら、このまま続行でいいのだろうか。

			　いいのだろう。多分、そうだ。きっとそう。

			　唇を重ねたまま、いつものように豊かな胸に手を伸ばす。ずっしりと重みのある乳房を押し上げるようにする。指の間で魅み惑わくのふくらみが柔らかく形を変える。その感触が心地よく、無意識のうちに指を動かして――そこで、ぱっとガーベラが離れた。

			「あ、ああああっ、主殿っ!?　な、なにを……!?」

			「……どうした、ガーベラ？　こういうことじゃないのか？」

			「そうなのだが！　まさかやってくれるとは思いもしなかったというか……いや？　よく考えたら、別に断る必要はないのか？」

			「ガーベラ！　場所！　場所を考えて！　あなたまで流されたら収拾がつかなくなるから！」

			　リリィが叫んだ。あわあわとしている。こういうことに関しては余裕のある彼女にしては珍しい。今日は珍しいものをよく見る日だ。

			「というか、ご主人様が完全に酔ってる……慣れないお酒にしても、ちゃんと加減して飲んでたのに、どうして？」

			　眉を顰ひそめたリリィが、はっとした顔になった。

			「ああっ、違う！　さっきの一気飲み！　美穂が絡んだときと、加藤さんの分も！　ものすごい飲んでた！」

			「……なにを言ってるんだ、リリィ。別にあれくらいどうってことないし、酔ってもないぞ」

			　確かに緊急事態の連続で、思いがけず酒を呷あおったのは確かだが、酔ってはいない。

			　冷静に自分の状態を把は握あくしてみても、ちょっと気分が良くなっているだけだ。

			　あとは、頭がくらくらして、なにもしていないのに座ったまま体が揺れる程度だ。たいしたことはない。

			「うん。やっぱり酔ってはいないな」

			「酔っ払いはみんなそういうんだよ！」

			「いいえ。孝弘殿は酔っぱらってはいませんよ」

			　そこでシランが口を挟んだ。

			　ゆらりと椅子から立ち上がる彼女に、リリィが抗議の声をあげる。

			「シランさん!?　冗談を言ってる場合じゃ……」

			「ところで、孝弘殿。わたしもいちゃいちゃしたいのですが、服を脱げばよいのですか？」

			「真面目な調子でなに言ってるの!?　……って、そっか、シランさんもご主人様に引っ張られて酔っぱらって――っ!?」

			　脱ぎかけたシランを、焦った表情でリリィがとめる。

			　ガーベラが胸を押さえてくねくねと体をよじらせて、ローズは赤い顔の加藤さんを抱き留めたままはらはらした顔をする。おれはそんなみんなを見守って、目を細めた。

			　

			　――そうして、騒々しくも夜は更けていく。

			　

			　脱ぎかけるシランをとめたリリィが「疲れた」と言って甘えてくる。

			　ふわふわとした気分のまま頷うなずいて、彼女を抱っこしてやっていると、珍しくシランも乗っかってくる。差し出された頭を撫なでてやっているのを見て、さっきのでドキドキしているらしい胸を押さえていたガーベラが「出遅れた！」と叫ぶ。加藤さんはローズに抱きかかえられて、ご満まん悦えつで鼻歌を口ずさんでいる。

			　いつもと少し違う騒々しさ。けれど、心地よさは変わらない。

			　眠気に誘われるまで、おれたちは騒がしい時間を過ごしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、日が変わる。

			　朝、ベッドの上で目覚めて、おれはつぶやいた。

			「……やってしまった」

			　昨夜はかなり酔っぱらってしまっていたが、記憶が抜け落ちたりはしてくれなかったようだった。正直、忘れてしまいたかったが、そう都合良くはいかないらしい。

			　ガーベラの一件以降は、妙なことはしていないのだけがさいわいだった。あとはちょっとだけ、いちゃいちゃしてしまったくらいのもので……いや。ちょっとではなく、かなり、だいぶ、いちゃついてしまったかもしれないけれど。あああ。失敗した。

			「お目覚めですか、ご主人様」

			　視線を向けるとローズがいた。どうやら起こしにきてくれたらしい。

			「おはようございます。起きられますか。体がおつらいようでしたら、まだお休みになっていてかまいませんが」

			「……大丈夫だ、起きる」

			「さようですか」

			　体を起こした。酒の影響はたいして残っていなかった。そのせいで、かえってうまくローズの顔を見られない。

			「お水を持ってまいりましたが、いかがでしょうか」

			「ありがとう。もらえるか」

			　お酒は関係なく、寝起きに弱いのは変わらない。水を呷あおって人心地ついた。

			　ベッドの脇に姿勢よく立つローズを見上げる。

			「他のみんなはどうしてる？」

			「真菜は二日酔いで蒼あおい顔をしていましたので、ベッドに押し込んできました。睡眠の要らないシランさんは、お酒の影響が抜けた時点でお仕事のほうに行かれています。リリィ姉様は、美穂さんのフォローをなさっているようです」

			「片付けは……」

			「ご安心ください。終わらせておきました。それと、申し訳ありませんが、今朝はわたしが朝食を作りましたので、その、味のほうは期待なさらないでください。ケイも手伝ってくれたので、大丈夫だとは思うのですが」

			「そうか」

			　どうやら大体のところはローズがやってくれているらしい。おれは頭を掻かいた。

			「……悪いな、ローズ」

			「なんの話ですか？」

			「考えてもみれば、昨日の席で唯一、ローズは酒を楽しめていないから。それなのに……」

			「ああ。そうしたお話でしたか」

			　理解を示して、ローズはひとつ頷うなずいた。

			「でしたら、それは違いますよ。わたしは十分に楽しんでおりましたので」

			　その言葉に嘘うそがないことは、すぐにわかった。

			　ローズは穏やかな笑みを浮かべていた。

			「初めて腰を落ち着けた土地で、初めて経験する時間を過ごしました。ばたばたと騒がしくもありましたが、みんな楽しんでいました。その得難さはなににも代えられないものです」

			「ローズ……」

			「ああした時間は良いものですね。守りたいものが、ここにはあるのだと感じられます。昨夜のことを、わたしは忘れないでしょう。たとえ、この先、どんなことがあろうとも。抗うための理由が、わたしたちにはあるのですから」

			　おれたちの立場は不安定なところがあり、遠い未来のことは誰にもわからない。けれど、たとえなにがあっても大事ななにかは守り抜く。その誓いの源泉がここにはあり、語る少女は美しい。思わず見惚れたおれに、ローズは魅力的な笑みを向けた。

			「また機会があれば、ああした席を設けましょう」

			「ああ。そうだな。またいつかそうしよう」

			　

			　おれたちは未来の話を交わす。

			　それは、他愛のない約束。けれど、そう遠くない未来、襲い掛かる危難に立ち向かうために、きっとなによりの力になる。

		

	
		
			[image: p_344.jpg]
		

	
		
			日暮眠都（ひぐれ みんと）

			大阪府出身。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一八年二月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ

			一九九四年二月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一八年二月現在）

		

	
		
			モンスターのご主しゆ人じん様さま⑪

			発行日：２０１８年２月３日

			著　者：日ひ暮ぐれ眠みん都と

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０
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			本電子書籍は株式会社双葉社刊『モンスターのご主人様⑪』（２０１８年２月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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